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序     文 

 

独立行政法人国際協力機構は、インドネシア共和国の高病原性鳥インフルエンザおよび新

興・再興感染症対策のための国立検査室強化計画にかかる協力準備調査を実施することを決定

し、同調査を株式会社日本設計メディカルコア、株式会社日本設計インターナショナル、株式

会社日本設計及び株式会社フジタプランニングから構成される共同企業体に委託しました。 

調査団は、平成 24 年 7 月から平成 25 年 3 月まで、インドネシアの政府関係者と協議を行う

とともに、計画対象地域における現地踏査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告

書完成の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこ

とを願うものです。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 
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要約 
 
１．国の概要 

インドネシア共和国（以下「イ」国）は、東南アジア南部に位置し、大小約 1 万 7 千の島々

からなり、ジャワ島、スマトラ島、カリマンタン島、スラウェシ島、ニューギニア（パプア）

などが大きな島々である。主な島々が赤道直下に散在しているため、高地を除きほぼ全土が熱

帯で、高温多湿の海洋性気候を呈し、ジャワ島東部や小スンダ列島では 10 月～3 月が雨期、6

月～9 月が乾季となる。国土面積は約 191 万 km2 で日本の約 5.5 倍、人口は 2 億 4 千 2 百万人

である。 

「イ」国の経済は、2011 年の GDP は US$8,466 億（インドネシア政府統計、以下同じ）、一

人当たり GDP では US$3,543、経済成長率は 6.5％、物価上昇率は 3.8％である。同年の GDP

内訳は、第 1 次産業が 12.7%、第 2 次産業が 40.7%、第 3 次産業が 46.6%からなっている。欧

州債務問題など先進国を中心に成長が鈍化し、新興国でも景気が減速するなか、「イ」国の経

済成長率は良好である。 

2011年の民間消費支出は前年の4.6％を上回る4.7％増となり堅調な伸びが見られた。輸出は、

13.6％となり前年と比べてやや縮小したものの、経済成長に大きく寄与した。総固定資本形成

は、企業設備の活発化などに伴い 8.8%増を記録した。その結果同国の経済は、堅調な民間消費

に加えて、過去最高を更新した輸出と投資の拡大が経済成長の原動力となり、2011 年の実質

GDP 成長率は、2010 年の 6.1％を上回る 6.5％に達し、アジア通貨危機以降では最も高い成長

率となった。 

2011 年に「経済開発加速・拡大マスタープラン（MP3EI）」が発表され、2025 年までに名目

GDP を 2010 年比で約 6 倍に増加させ、世界の 10 大経済大国となる目標を掲げている。2012

年も消費の伸びが経済を牽引する傾向が続くとともに、好調な需要、豊富な資源に向けた投資

も拡大すると見込まれる。一方、欧州債務危機の影響により輸出の伸びは鈍化すると見込まれ、

政府は当初 6.7％としていた成長率見通しを 6.5％へ下方修正している。 
 

２．プロジェクトの背景、経緯及び概要 

(1) 要請の背景・経緯  

2003 年より東南アジア地域を中心に AI ウイルス（A/H5N1）のヒト感染事例が断続的

に報告されている。「イ」国では 2005 年に最初の AI ウイルスのヒト感染事例が確認

され、2012 年 8 月時点では世界で最も多い 191 例の発生（うち死亡 159 例）が確認さ

れており、100 例を超える報告国の中で致死率が最も高い。また、ヒトへの感染の拡

大を介して感染力の強い新型インフルエンザへの変異を引き起こし、「イ」国内のみ

ならず世界中に多大な感染者と死者をもたらす可能性が危惧されている。AI を含む新

興・再興感染症等の高危険度病原体の同国での取り扱いは保健省傘下の NIHRD で行

われることになっている。 

この高危険度病原体である AI の取り扱いは世界保健機関（WHO）の勧告に従い、ウ

イルスの封じ込めができるバイオセイフティレベル（BSL）-3 検査室で行うことにな

っている。そこで NIHRD は 2009 年に感染症を対象とした BSL-3 及び BSL-2 検査室の

施設 CBBTH を建設し、「イ」国政府予算及び他ドナーの支援により AI を含む新興・

再興感染症の研究、確定診断・性状解析等に必要な機材の一部を整備して 2010年から
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検査室の使用を開始している。しかし、これらの検査室では安全キャビネット等の機

材不足や検査機材の故障等により安全かつ的確な診断に支障が生じており、これらの

機材の更新・補充が急務となっている。また、NIHRD 傘下にある「アチェ生物医学研

究開発センター（以下、OBRD Aceh）」は 2013 年に同国政府予算で PCR 検査施設が建

設されることになっているが、機材整備のための資金調達の目途は立っていない。 

かかる状況下、同国政府は、CBBTH及びNIHRD傘下にあるOBRD Acehの機材整備

について、我が国に対して無償資金協力を要請した。 
 

(2) 要請内容と協力規模 

当初の要請（2010 年 8 月）の案件概要は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 
 
2012 年 6 月に、当初の対象サイトが先方にて見直されて南スマトラ州検査室が取り下

げられ、OBRD Acehが追加された。またCBBTH/NIHRD要請機材の一部が変更となっ

た。 

 

 

 

 

 
 
東カリマンタン州検査室については、NIHRD管轄の検査室ではないことが判明し、

現地調査開始時にNIHRDに確認のうえ調査対象外とした。2012 年 7月～8月の現地調

査及び国内解析による協力の範囲・規模は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 
 

３．調査結果の概要とプロジェクトの内容 

「イ」国の要請を受けて、日本国政府は協力準備調査の実施を決定し、独立行政法人

国際協力機構は、2012 年 7 月 16 日から 8 月 12 日まで概略設計に係る現地調査を実施し

た。その後国内解析を経て概略設計を行い、概略設計概要説明と協議のため、2012 年

10 月 28 日から 11 月 3 日にかけて概略設計概要説明調査を実施した。 

本対協力対象事業においては、必要性の低い機材、引き続き使用可能な機材や他の

検査室からの移設で対応可能な機材などを対象外とし、対象施設における新興・再興感

染症の診断・研究・研修内容に合致した機材内容とする。 

【2010 年 8 月の要請内容】 
1）対象サイト： CBBTH/NIHRD、東カリマンタン州検査室及び南スマトラ州検査室の 3 ヶ所 
2） 要請内容 
① 機 材：CBBTH からの要請機材計 57 品目、州検査室からの要請機材 7 品目 
② ソフトコンポーネント：機材の運営・維持管理およびデータの分析に関する指導 

【2012 年 6 月時点での要請内容】 
1) 対象サイト： CBBTH/NIHRD、東カリマンタン州検査室及び OBRD Aceh の 3 ヶ所 
2) 要請内容 
① 機材：CBBTH からの要請機材計 46 品目、州検査室からの要請機材 7 品目 
② ソフトコンポーネント：機材の運営・維持管理およびデータの分析に関する指導 

【最終の協力の範囲・規模】 
1) 対象サイト： CBBTH/NIHRD 及び OBRD Aceh の 2 ヶ所 
2) 要請内容 
① 機材：CBBTH からの要請機材計 48 品目、OBRD Aceh からの要請機材 20 品目 
② ソフトコンポーネント：CBBTH の BSL-3 及び BSL-2 検査室の維持管理に関する指導 
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本計画において調達する計画機材リスト及び主要機材の仕様・使用目的等は次表に

示すとおりである。 
計画機材リスト 

番

号 
機材名 

設置場所 

合計 
台数 

CBBTH/NIHRD 
OBRD 
Aceh BSL-3

検査室 

BSL-2 ｻ
ﾎﾟｰﾃｨﾝ
ｸﾞ検査
室 

ｸﾘｰﾝ
/RNA抽
出室 

ｳｲﾙｽ分
離室 分析室 共用 

機材 
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

室 

1 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 3 2 2 1 1 3 1 1 14 
2 小型微量遠心機 2 4 3 3 3   3 2 20 
3 冷却遠心機 2 1 1       1   5 
4 微量冷却遠心機 2 1         1 1 5 
5 卓上型高速遠心機   1             1 
6 上皿分析天秤   1             1 
7 電子天秤   1 1       1 1 4 
8 横型電気泳動装置         2   2 1 5 
9 縦型電気泳動装置         1       1 

10 ｹﾞﾙﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ装置         1   1 1 3 
11 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 3           1 4 
12 細胞破壊装置 1   1           2 
13 ﾏｸﾞﾈﾁｯｸｽﾀｰﾗ―   2 1 1 1      5 
14 pH ﾒｰﾀｰ       1 1      2 
15 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｴｲﾄﾞ 3 2   2     2 1 10 
16 連続分注ﾋﾟﾍﾟｯﾄ       2 1       3 
17 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ（8 ﾁｬﾝﾈﾙ） 3 4   2 2   2 3 16 
18 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ（12 ﾁｬﾝﾈﾙ） 3 4   2 2   2 3 16 
19 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ（1 ﾁｬﾝﾈﾙ） 3 4     2   4 3 16 
20 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｽﾀﾝﾄﾞ 3 4   2 2   4 3 18 
21 ｿﾆｹｰﾀｰ         1       1 
22 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ   4         3 3 10 
23 ﾌﾟﾚｰﾄｼｪｰｶｰ         1       1 
24 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ             1 1 2 
25 恒温水槽 1 2          1 4 
26 ｼｪｰｶｰｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ         1       1 
27 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ  2             2 
28 ﾛｰﾗｰﾎﾞﾄﾙ CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ       1         1 
29 ｶﾒﾗ付蛍光顕微鏡   1             1 
30 倒立顕微鏡 2 1            3 
31 ﾌﾘｰｻﾞｰ   1   2    1 1 5 
32 超低温保冷庫（A）  2       1     3 
33 超低温保冷庫（B）            1 1 2 
34 薬品保冷庫 2           1 3 6 
35 製氷機           1     1 
36 液体窒素容器   2             2 
37 ﾅﾉﾄﾞﾛｯﾌﾟ分光光度計         1       1 
38 吸引装置 2 2   1         5 
39 DNA ｼｰｸｴﾝｻｰ         1       1 
40 試験管ｼｪｰｶｰ         1       1 
41 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 1               1 
42 作業台 5               5 
43 ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ   2   1         3 
44 ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCR 装置         3       3 
45 PCR 装置              1 1 
46 蒸留水製造装置           1     1 
47 ﾄﾞﾗｲｱｲｽ製造装置            1   1 2 
48 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ機器           1     1 
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主要機材の仕様等 

計画
番号 機材名 計画 

台数 仕 様 使用目的等 

1 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 14 
ﾀｲﾌﾟ：縦型、ﾊﾞｲｵﾊｻﾞｰﾄﾞ防止対策型 
容量：70L 程度 
缶内材質：ステンレス  

感染性の使用済み材料等を滅
菌するために使用する。 

3 冷却遠心機 5 

型式：卓上型、ﾊﾞｲｵﾊｻﾞｰﾄﾞ対応 
最高回転数：15,000rpm 以上 
遠心力：25,000xg 以上 
設定温度：-10℃～+40℃程度 

鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等の検体の前処理
などを行う際に使用する。 

5 卓上型高速遠
心機 1 

型式：卓上型、 
最高回転数：100,000rpm 以上 
遠心力：1,000,000xg 以上 

細胞、ｳｲﾙｽ等を分離・分別す
るために使用する。 

11 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 4 

タイプ：ｸﾗｽ II A2 
集塵効力：0.3μm 粒子にて 99.99％以上 
外寸法：幅 1450x 奥行 800x 高 2,000mm 程度 
殺菌灯：付属 

鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽなどの感染性
ｳｲﾙｽを扱う際に使用する。 

24 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ 2 
清浄度：ISO ｸﾗｽ 5 
外寸法：幅 1300x 奥行 850x 高 1800mm 程度 
殺菌灯：付属 

DNA を扱う際に使用する。 

27 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 2 
型式：卓上型 
容量：150L 程度 
設定温度：5～50℃程度 

ｳｲﾙｽなどの培養をするために
使用する。 

28 ﾛｰﾗｰﾎﾞﾄﾙ CO2 ｲ
ﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 1 

容量：200L 程度 
ﾎﾞﾄﾙ搭載容量：16 本以上 
設定温度：5～50℃程度 

細胞等の培養をするために使
用する。 

29 ｶﾒﾗ付蛍光顕微
鏡 1 

倍率：50～1,000 倍以上 
対物ﾚﾝｽﾞ 5 種類以上 
蛍光ﾌｨﾙﾀｰ：5 種類以上 
周辺機器：ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ 

蛍光抗体法による検査を行う
際に使用する。 

32 超低温保冷庫 
（A） 3 

型式：縦型 
容量：700L 程度 
設定温度：-80℃程度 

鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ試料等を保管・保
存するために使用する。 

33 超低温保冷庫 
（B） 2 

型式：縦型 
容量：400L 程度 
設定温度：-80℃程度 

同上 

37 ﾅﾉﾄﾞﾛｯﾌﾟ分光
光度計 1 

光源：ｷｾﾉﾝ光 
波長範囲：200～800nm 程度 
必要標本量：1μL 程度 
周辺機器：ﾃﾞｰﾀ解析用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ 

各種成分の定量分析を行うた
めに使用する。 

39 DNA ｼｰｸｴﾝｻｰ 1 

処理方式：ﾊﾟｲﾛｼｰｸｴﾝｼﾝｸﾞ法 
対象標本：PCR 産物、ｹﾞﾉﾑ DNA など 
リード長：平均約 400 塩基 
ﾃﾞｰﾀ量/ﾗﾝ：3,500 万塩基程度 
解析用 PC：ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ型 

鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの研究・診断を行
うために使用する。 

43 ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 3 

型式：ﾊﾞｲｵｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 
清浄度：ISO ｸﾗｽ 5 
外寸法：幅 1,350x 奥行 800x 高 1,800mm 程度 
殺菌灯：付属 

細胞や培地を準備する際に使
用する。 

44 ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCR 装
置 3 

型式：実時間 PCR 法 
ｻﾝﾌﾟﾙ数：96 
周辺機器：ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 

DNA を増幅し診断・研究結果
を得るために使用する。 

47 ﾄﾞﾗｲｱｲｽ製造装
置  2 型式：油圧式ｼﾘﾝﾀﾞｰ方式 

製造能力：60kg/時程度 

鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ検体を搬送する際
に必要なﾄﾞﾗｲｱｲｽを製造する
ために使用する。 

48 ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ
（2 次側） 1 

最小測定粒子：0.3µm 
空気流量：28.8 ﾘｯﾄﾙ/分 
粒子径測定区分：6 段階以上 

HEPA ﾌｨﾙﾀｰ通過後の空気の
清浄度を測定する際に使用す
る。 
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４．プロジェクトの工期及び概算事業費 

本プロジェクトの実施設計（入札図書類の作成）にかかる期間は 3 ヶ月、調達・据

付期間は 7 ヶ月と予想される。また、ソフトコンポーネントにかかる期間は 12 ヶ月と

想定され、調達監理の終了後 3 ヶ月程度までかかる。 

 本協力対象事業を実施する場合に必要となる概略事業費は、総額 2.1288 億円（日本

側 2.11 億円、「イ」国側負担 0.0181 億円）と見込まれる。 

 

５．プロジェクトの評価 

(1)  プロジェクトの妥当性 

本プロジェクトを我が国の無償資金協力によって事業実施することについて、以下の事

項などから妥当性がある。 

 

1) プロジェクトの裨益対象 

本プロジェクトの対象施設である CBBTH 及び OBRD Aceh は、感染症対策のための

国家中央検査室・研究所と位置づけられており、感染症検査機材の整備を通じて検査

機能が強化される。その結果、「イ」国の AI をはじめとする新興・再興感染症への対

応力が高まるとともに、同国内のみならず周辺国への感染症拡大防止機能の向上が図

られる。 

 

2) 当該国保健政策との整合性 

「イ」国では、「保健セクター戦略計画 2010-2014」において、AI および新興・再

興感染症対策を重要課題とし、2014 年までに早期警戒対応システムの全国展開及びア

ウトブレイクに対する 24時間以内の警報発令を行う体制を整備することを目標として

いる。これに関連して、保健省は国内の感染症の検査・診断体制の強化を図っており、

本プロジェクトはその拠点となる NIHRD 傘下の CBBTH 及び OBRD Aceh の機能強化

として位置づけられており、「イ」国保健政策との高い整合性が認められることから、

本プロジェクト実施の妥当性が認められる。 

 

3) 機材整備の必要性 

「イ」国における AI 等の取り扱いは NIHRD で行われることになっており、2009 年

に感染症を対象とした BSL-3 検査室及び BSL-2 検査室の施設 CBBTH を建設した。引

き続き「イ」国政府予算及び他ドナーの支援により CO2 インキュベーター、超低温保

冷庫、リアルタイム PCR 装置等の AI をはじめとする新興・再興感染症の研究、確定

診断・性状解析等に必要な機材の一部を整備し、2010 年から検査室の使用を開始して

いる。しかし、これらの検査室では安全キャビネット等の機材不足や検査機材の故障

等により安全かつ的確な診断に支障が生じており、これらの機材の更新・補充が急務

となっている。 



vi 

また、NIHRD の傘下にある AI を含む新興・再興感染症を対象としている OBRD 

Aceh においても、同国政府予算で PCR 検査施設が建設されることになっているが、

機材整備のための資金調達の目途は立っていない。 

このような状況から、本プロジェクトによって、NIHRD の管轄下にある CBBTH 及

び OBRD Aceh の感染症検査機材整備の必要性は非常に高い。 

 

4) 環境社会面への影響 

CBBTH における汚染廃棄物は、汚染物であることが明示された所定のビニール袋

に入れて回収し、高圧蒸気滅菌器で処理した後、外部の専門業者に最終処理を委託

して焼却処分されており、安全性は確保されている。また、既存の焼却炉について

も燃焼バーナーの追加などの改修を行い機能強化を図ることになり、今後はより高

い安全性が確保される。一方、OBRD Aceh についても独自に焼却炉を持ち、感染性

の廃棄物は焼却処理されている。 

また、BSL-3 検査室からの排気は高性能な HEPA フィルターによって病原菌の拡散

を防止し、排水は専用の滅菌装置が整備されていることから、外部への安全性は確

保されている。 

以上から、運用が適切に行なわれる限り周辺環境への影響はない。 

 

5) 日本政府の援助政策との整合性 

本プロジェクトは、以下の我が国の援助政策・方針と整合性がある。 

① 2000 年の九州・沖縄サミットにおける「感染症対策イニシアティブ」に関連し

て、地球規模的での感染症対策を重要課題としている。 

② 2010 年 9 月に発表された日本政府の「国際保健政策 2011－2015」において、ミ

レニアム開発目標（MDG6）に関連して新興・再興感染症への備えと国際協調の

重要性について言及している。 

③ 2004 年 4 月に策定された「対インドネシア国別援助計画」では、「民主的公正な

社会造り」の中で「保健・医療分野のサービス向上等」を重要分野・重点事項

の一つとし、感染症対策を重点的に支援することになっている。 

 

 (2)  プロジェクトの有効性 

1） 定量的効果 

本協力対象事業実施により、次表に示すような定量的効果が期待される。 
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プロジェクトの効果 

指標名（CBBTH） 基準値（2012 年） 目標値（2017 年） 
〔事業完了 3 年後〕 

BSL-3 検査室での AI に関する試験数（件／年） 120 500 

BSL-3検査室で扱うことが可能な病原体（種類） 1 4 

BSL-3 検査室で行う検査・試験（種類） 2 5 

季節性インフルエンザ検査数（件／年） 3,761（2011年） 5,000 

CBBTHでの研修受講者数（延べ人数） 0 100 

指標名（OBRD Aceh） 基準値（2012 年） 目標値（2017 年） 
〔事業完了 3 年後〕 

PCR検査が実施できる病原体（種類） 0 2以上 
  

2)  定性的効果 

本協力対象事業実施により、以下に示す定性的効果が期待される。 

① アウトブレイク時において 24時間以内に疫学的対応ができるようになる。 

② 適切かつ安全な新興・再興感染症対策が策定される。 

③ 研究者の安全性、検査室から排出される汚染物への安全性が保証される。 

 



目     次 

 
 
序文 
要約 
目次 
位置図／写真 
図表リスト／略語集 
 
第１章 プロジェクトの背景･経緯 

1-1 当該セクターの現状と課題 
1-1-1 現状と課題 .................................................................................................................... 1 
1-1-2 開発計画 ........................................................................................................................ 6 
1-1-3 社会経済状況 ................................................................................................................ 6 

1-2 無償資金協力の背景･経緯及び概要 ....................................................................................... 7 
1-3 我が国の援助動向..................................................................................................................... 8 
1-4 他ドナーの援助動向................................................................................................................. 9 
 
第２章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 
2-1-1 組織･人員 ................................................................................................................... 11 
2-1-2 財政･予算 ................................................................................................................... 14 
2-1-3 技術水準 ..................................................................................................................... 16 
2-1-4 既存施設･機材 ........................................................................................................... 19 

2-2 プロジェクトサイト及び周辺の状況 
2-2-1 関連インフラの整備状況 ......................................................................................... 27 
2-2-2 自然条件 ..................................................................................................................... 27 
2-2-3 環境社会配慮 ............................................................................................................. 28 

2-3 その他（類似施設） 
2-3-1 アイルランガ大学熱帯病センターの BSL-3 実験室 ............................................. 28 
2-3-2 エイクマン研究所の BSL-3 実験室 ......................................................................... 29 

 
第３章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 
3-1-1 上位目標とプロジェクト目標 ................................................................................. 31 
3-1-2 プロジェクトの概要 ................................................................................................. 31 

3-2 協力対象事業の概略設計 
3-2-1 設計方針 ..................................................................................................................... 32 
3-2-2 基本計画 ..................................................................................................................... 34 



3-2-3 概略設計図 ................................................................................................................. 49 
3-2-4 調達計画 

3-2-4-1 調達方針 ............................................................................................................. 57 
3-2-4-2 調達上の留意事項 ............................................................................................. 58 
3-2-4-3 調達･据付区分 ................................................................................................... 59 
3-2-4-4 調達監理計画 ..................................................................................................... 60 
3-2-4-5 品質管理計画 ..................................................................................................... 60 
3-2-4-6 資機材等調達計画 ............................................................................................. 61 
3-2-4-7 初期操作指導・運用指導等計画 ..................................................................... 62 
3-2-4-8 ソフトコンポーネント計画 ............................................................................. 62 
3-2-4-9 実施工程 ............................................................................................................. 64 

3-3 相手国側分担事業の概要 ....................................................................................................... 65 
3-4 プロジェクトの運営･維持管理計画 ..................................................................................... 67 
3-5 プロジェクトの概略事業費 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 ..................................................................................... 70 
3-5-2 運営･維持管理費 ....................................................................................................... 71 

3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 ........................................................................... 74 
 
第４章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 ................................................................................................... 75 
4-2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 ........................... 75 
4-3 外部条件 .................................................................................................................................. 76 
4-4 プロジェクトの評価 

4-4-1 妥当性 ......................................................................................................................... 76 
4-4-2 有効性 ......................................................................................................................... 78 

 

 

[ 資  料 ] 

1. 調査団員･氏名 
2. 調査行程 
3. 関係者（面会者）リスト 
4. 討議議事録（M/D） 
5. ソフトコンポーネント計画書 
6. 参考資料 



位置図  

 



写真 

【生物医学・保健基礎技術センター（CBBTH）】 

  
対象施設（CBBTH）外観 

2009 年に「イ」国政府予算で建設されれた。

1 階に BSL-3 検査室が設けられ、機材が不足

しているため十分に機能していない。 

BSL-3 検査室前 
廊下の右側に BSL-3 検査室が 4 室あり、そのう

ちの 3 室について早急な機材整備が求められ

る。 
 

  
安全キャビネット（BSL-3 検査室） 

BSL-3検査室内で使用するための仕様を満た

していないため、更新が必要 

冷却遠心機（BSL-3 検査室） 
BSL-3 検査室内で使用するための仕様を満た

していないため、更新が必要 

  
PCR 装置（BSL-2 検査室） 

2006 年に調達した機材で故障中。耐用年数を超

えており、更新が求められている。 

ｹﾞﾙﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ（BSL-2 検査室） 
2006 年に調達した機材で故障中。耐用年数を超

えており、更新が求められている。 



  
蒸留水製造装置（洗浄室） 

1982 年に JICA で調達。頻繁に故障してお

り、支障をきたしている。 
 

オートクレーブ（洗浄室） 
老朽化が著しく、早急な更新が求められる。 
 

 

【アチェ生物医学研究開発センター（OBRD Aceh）】 

  
対象施設（OBRD Aceh） 

2008 年に建設された研究所。この建物の裏側

の敷地に新 PCR 検査棟が 2013 年に建設され

ることになっている。 

新 PCR 検査棟 建設予定敷地 
2003 年に建設が予定されている。左側に既存研

究所が配置されている。 

  
安全キャビネット 

2004 年の津波のあとジャカルタにある研究

所から中古機材が供与された。現在老朽化に

よって使用できない状態にある。 

研究所前面道路 
大型トラックによる機材の敷地内への輸送は困

難である。小型トラックによる搬入となる。 
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第１章 プロジェクトの背景･経緯 
 

１－１ 当該セクターの現状と課題 

 

１－１－１ 現状と課題  

 

インドネシア共和国（以下「イ」国）は、東南アジア南部に位置し、大小約 1 万 7 千の島々か

らなり、ジャワ島、スマトラ島、カリマンタン島、スラウェシ島、ニューギニア（パプア）など

が大きな島々である。主な島々が赤道直下に散在しているため、高地を除きほぼ全土が熱帯で、

高温多湿の海洋性気候を呈し、ジャワ島東部や小スンダ列島では 10 月～3 月が雨期、6 月～9 月

が乾季となる。国土面積は約 191万 km2で日本の約 5.5倍、人口は 2億 4千 2百万人である。 

 

「イ」国では 2005年 7月に最初の鳥インフルエンザ（Avian Influenza: AI）のヒト感染事例が確

認され、表 1-1 に示すように、2012 年 8 月時点では世界で最も多い 191 例の発生（うち死亡 159

例）が確認されており、100 例を超える報告国の中で致死率が最も高い。AI のヒトへの感染の拡

大を介して感染力の強い新型インフルエンザへの変異を引き起こし、「イ」国内のみならず世界中

に多大な感染者と死者をもたらす可能性が危惧されており、「イ」国政府は、国際的な協力のもと

でその予防と制圧に向けて国家的な努力を傾注している。 
 

表 1-1 近隣諸国との鳥インフルエンザ感染事例の比較 

国 名 
2007年までの累計 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 総計 

事例 死亡 事例 死亡 事例 死亡 事例 死亡 事例 死亡 事例 死亡 事例 死亡 

バングラデシュ 0 0 1 0     2 0 3 0 6 0 

カンボジア 7 7 1 0 1 0 1 1 8 8 3 3 21 19 

中国 27 17 4 4 7 4 2 1 1 1 2 1 43 28 

インドネシア 117 95 24 20 21 19 9 7 12 10 8 8* 191 159 

ラオス 2 2           2 2 

ミャンマー 1 0           1 0 

タイ 25 17           25 17 

ベトナム 101 47 6 5 5 5 7 2   4 2 123 61 

エジプト** 43 19 8 4 39 4 29 13 39 15 10 5 168 60 

出典：Cumulative number of confirmed human cases for avian influenza A(H5N1) reported to WHO, 2003-2012 – WHOから
の抜粋 

*2012年の 8月現在 
**近隣諸国ではないが感染事例が世界で二番目に多い国となっているため記載 

 

これまでに AIヒト感染事例の発生が多く認められた地域は、次ページの図 1-1に示すようにジ

ャカルタ、西ジャワ州、バンテン州となっている。感染事例が最も多かった 2005 年～2009年（2005

年 20例、2006年 55例、2007年 42例、2008年 24例、2009年 21例）のときから比較すると 2010

年以降の事例は減少しているものの、2012 年（8 月現在）の感染者数は 8 例（全員死亡）となっ

ている。 
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図 1-1 州ごとの AIヒト感染事例1 

（1） 主要保健指標 

「イ」国の 2010年以降の経済成長率は 6％を超えて国全体の国民生活の質が向上し、保健

指標も全体的に年々改善してきているものの、保健医療システムは「イ」国政府による地方

分権化によって脆弱さを露呈してきている。2001年以降の急激な地方分権化対策は、地方保

健医療制度やその機能に大きく影響して貧困層や妊産婦、乳幼児などの社会的弱者に及び、

さらに保健・医療サービスの提供及び医療機関へのアクセスの地域間格差が大きくなってい

る。その結果、「イ」国保健指標は近隣諸国の同程度の所得レベルの国々と比較しても、表

1-2に見るように特に母子関係の指標が高く、感染症については、結核に代表される慢性呼吸

器疾患、急性上気道感染症、HIV/AIDS、マラリア、デング熱などの感染症が全国的に発生し

ている。「イ」国は疫学的かつ人口動態的な移行期にあり、感染症の負荷が大きく、高い妊産

婦死亡や栄養問題などの発展途上国に典型的な保健問題が依然大きい一方で、成人病などの

非感染症の増加も問題になってきている。経済発展に伴って生活様式が変化し循環器疾患や

糖尿病患者が増えてきており、同国の死因の上位は脳卒中、結核、高血圧、けが／事故、周

産期死亡、糖尿病、がん、肝疾患、虚血性心疾患などとなっている。 

 

表 1-2 近隣諸国との保健指標の比較 

国 名 
人口(人) 1人当り国民

総所得(＄) 
乳児死亡率出生

1000対（人） 
5歳未満死亡率出
生 1,000対（人） 

妊産婦死亡率出生

100,000 対（人） 
平均寿命（歳） 

2010年 2010 年 2009年 2010年 2009 年 2010年 2008年 2010 年 2009年 2010年 

タイ 6,912万 4,210 12 11 13 13 48 48 70 70 

インドネシア 2億 3,987万 2,580 30 27 39 35 240 220 68 68 

フィリピン 9,326万 2,050 26 23 33 29 94 99 70 70 

ベトナム 8,784万 1,100 19 19 24 23 56 59 72 72 

ラオス 620万 1,010 46 42 59 54 580 470 63 63 

カンボジア 1,413万 760 68 43 88 51 290 250 61 61 

出典：World Health Statistics 2012 – WHO 

                             
1 Cumulative Number of Laboratory Confirmed Cases as Reported to WHO, Indonesia – WHO Indonesia 
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（2） 主要感染症の動向2 

① AI（鳥インフルエンザ） 

 2005 年 7 月に「イ」国で初めて AI ヒト感染が発生し、今日では世界最大の感染者・死

者（2012 年 8 月までの累計感染者数 191 例（死亡 159 例））を出している。多くはジャ

カルタ、西ジャワ州、バンテン州で報告されている。2012年（8月現在）の AI感染者数

は 8例である。 

② 結核 

 WHOによる推定発生患者数は 45万人、人口 10万人あたり 189人で世界第 5位の結核高

蔓延国となっている。2010 年の報告数は新規・再治療合わせて 302,861 例である。塗抹

陽性患者発見率は 22％（2000年）から 62％（2010年）に改善されている。 

③ HIV/AIDS 

 「イ」国はアジアで最も感染が拡大している国の一つである。AIDS患者の累計報告数は

2010 年末までに 24,131 例となっている。AIDS の有病率は人口 10 万人あたり 10.5 人で

地域格差が大きく、パプア州（174）、バリ州（49）、ジャカルタ（45）の順になっている。 

④ マラリア 

 年間 270万例の発生が予測されており、2009年の死亡報告数は 900 例となっている。保

健省がマラリア流行地域とする 80県の多くは東部インドネシアとカリマンタンで、当該

地域に人口の 45％が居住している。首都ジャカルタや観光客の多いバリ島ではほとんど

発生していない。 

⑤ その他の感染症 

 フィラリア症の 2010 年までの累計患者数は 11,969 例である。ハンセン病感染患者数は

東部インドネシアに多く、17,012例（2010 年）となっている。レプトスピラ症の報告数

は 409例（2010年）で、多くは中央ジャワで報告されている。2010 年のチクングニア症

と炭疽菌症の感染患者数はそれぞれ 53,899例、31例と報告されている。 

 

（3） AIラボラトリーネットワーク 

2005 年に最初の AI ヒト感染が確認された後「イ」国政府は、AI 感染疑い症例が検知され

たとき AIかどうか迅速に確定するために、PCR（Polymerase Chain Reaction）法による検査室

のネットワーク（Avian Influenza Laboratory Network：AIラボラトリーネットワーク）を構築

した。この AI ラボラトリーネットワークは、中央検査室（保健省傘下の国立保健研究開発

研究所（National Institute of Health Research and Development：NIHRD）及びエイクマン研究所

（Eijkman Institute）の 2ヶ所の検査室と地方検査室（全国の 42ヶ所の検査室）で構成されて

いる。これらの検査室では世界保健機関（WHO）の勧告に従って検査機材の選定を行い、AI

検体の取り扱いに関するバイオセフティ（biosafety）及びバイオセキュリティ（biosecurity）

標準手順書を作成している。しかしながら表 1-3 で見るように、現在では AI 検査は 44 ヶ所

の一部の検査室でしか実施されていないことから、AI ラボラトリーネットワークの検査室の

絞り込みが必要となっている。 

                             
2 江上由里子、安川孝志、廣田光恵、村越英治郎、垣本和宏、インドネシア共和国の保健医療の

現状－日本国際保健医療学会雑誌 第 27巻 第 2号 平成 24年別刷 
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表 1-3 AIラボネットワークを構成する中央検査室と地方検査室 

 

検査室 
現在 AI 検査
が行われてい
る検査室 

AI 検査数 PCR（RT-PCR） 

2010年 2011年 2012年*1 
中央査室（2ヶ所）     

1. NIHRD (CBBTH)*1 ○ 1116 905 472 
2. Eijkman Institute （AI検体が送られてこないため検査を実施していない） 

地方検査室（42ヶ所）     
1. Mikrobiologyi, FK, Universitas Islam, Sumatra U. *2 （AI検体が送られてこないため検査を実施していない） 
2. Mikrobiologyi, FK, Universitas Indonesia, Jakarta *2 同上 
3. Mikrobiologyi, FK, Universitas Dipenogoro, Jawa T. *2 同上 
4. Mikrobiologyi, FK, Universitas Udayama, Bali *2 ○ － 5 10 
5. Mikrobiologyi, FK, Universitas Hasanuddin, S. S. *2 （AI検体が送られてこないため検査を実施していない） 
6.BBLK Palembang, Sumatra Selatan *2 同上 
7.BBLK Surabaya, Jawa Timur ○ － 20 16 
8.BLK Bandung, Jawa Harat （AI検体が送られてこないため検査を実施していない） 
9.BLK Pekanbaru 同上 
10. BLK Samarinda 同上 
11. BLK Medan 同上 
12. BLK Jakarta 同上 
13. BLK Semarang ○ － 1 1 
14. BLK Yogjakarta （AI検体が送られてこないため検査を実施していない） 
15. BLK Denpasar ○ － 5 8 
16. BLK Makassar ○ － 14 4 
17. BTKL Jakarta （AI検体が送られてこないため検査を実施していない） 
18. BTKL Yogjakarta 同上 
19. BTKL Surabaya 同上 
20. Laboratorium RS Zainoel Abidin, Aceh ○ － 2 0 
21. Laboratorium RSUP Adam Malik, Sumatera Utera ○ － 1 0 
22. Laboratorium RSU Otorita Batam, Batam （AI検体が送られてこないため検査を実施していない） 
23. Laboratorium RSUP Dr. M. Djamil, Sumatera Barat ○ － 19 3 
24. Laboratorium RSUP M. Hoesin, Sumatera Selatan 同上 
25. Laboratorium RSU Abdoel Moeloek, Lampung 同上 
26. Laboratorium RSUP Dr. Sulianti Suroso, Jakarta ○ － 5 4 
27. Laboratorium RSUP Persahabatan, Jakarta ○ － 8 11 
28. Laboratorium RSUD Garut, Jawa Barat （AI検体が送られてこないため検査を実施していない） 
29. Laboratorium RSUP Hasan Sadikin, Bandung ○ － 6 4 
30. Laboratorium RSUP Dr. Kariadi, Semarang ○ － 2 0 
31. Laboratorium RSU Dr. Moewardi, Jawa Tengah ○ － 1 0 
32. Laboratorium RSUP Dr. Sardjito, Yogjakarta ○ － 7 5 
33. Laboratorium RSUD Sr. Soetomo, Surabaya ○ － 6 4 
34. Laboratorium RSUP Saiful Anwar, Jawa Timur （AI検体が送られてこないため検査を実施していない） 
35. Laboratorium RSUP Sanglah, Bali ○ － 5 10 
36. Laboratorium RSUP Mataram, NTB ○ － 2 1 
37. Laboratorium RSUP Dr. Wahidin S. Sulawesi Selatan ○ － 1 0 
38. Laboratorium RSUP Prof. Kandau, Sulawesi Utara ○ － 11 1 
39. Laboratorium RSUP Ulin, Banjarmasin （AI検体が送られてこないため検査を実施していない） 
40. Laboratorium RSUP Kanujoso Djati, Kalimantan T. ○ － 3 0 
41. Laboratorium RSU Dr. Soedarso, Kalimantan Barat （AI検体が送られてこないため検査を実施していない） 
42. Laboratorium RSUP Jayapura 同上 

  全地方検査室で実施した検査数  
－ 124 82 

出典： CBBTH（NIHRD） 
*1 2012年 6月現在  *2 ILI（インフルエンザ様疾患）を実施  



- 5 - 

 

病院やラボラトリーなどで採取された AI検体は、図 1-2に示すように、原則として NIHRD

管轄下にある「生物医学・保健基礎技術センター（Center for Biomedical and Basic Technology of 

Health：CBBTH）」と地方検査室へ搬送されて 2ヶ所の検査室で診断が行われる。地方検査室

での PCR 検査（リアルタイム PCR 検査）結果は、電話または SMS（Short Message Service）

にて CBBTH（NIHRD）に通知される。 

なお、正式な CBBTH での AI診断結果は、図 1-3に示すように、先ずウイルス検査室コー

ディネータから CBBTHセンター長に伝えられる。そしてその結果は、CBBTHセンター長か

ら保健大臣、疾病対策環境衛生総局長及び広報センター長に通知され、広報センター長から

公表される。なお診断結果の患者への通知は、CBBTHセンター長、医療施設の担当医を通じ

て行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図1-3　AI検査結果報告体制
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図1-2　AIラボラトリーネットワークフロー
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  （8ヶ所の検査室）

・PCR診断

・PCR診断
・リアルタイムPCR診断
  （8ヶ所の検査室）

・PCR診断

AI検体の採取

CBBTH
（NIHRD）

①PCR検査
     ・PCR診断
     ・リアルタイムPCR診断
②DNA塩素配列決定
③血清試験
     ・赤血球凝集抑制試験
     ・中和試験
④ウイルス分離
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AI ラボラトリーネットワークの機能強化に対する NIHRD の主な役割は以下のとおりであ

る。 

① 海外機関の品質管理プログラムによるラボラトリーネットワーク評価 

② PCR 検査研修 

③ AI検体の取り扱い・搬送・保管に関する研修 

④ バイオ／バイオセキュリティに関する研修 

⑤ 地方検査室に対する技術支援 

 

なお、上記「②PCR検査研修」の主な内容は以下のとおりである。 

 ・ピペット操作 

 ・AI検体の取り扱いと RNAの抽出 

 ・PCR 試薬混合 

 ・PCR 

 ・電気泳動、結果の評価 

 ・電気泳動用ゲルの準備、トラブルシューティング、その他 

 

１－１－２ 開発計画 

 

「イ」国保健省は「保健セクター戦略計画 2010-2014」において、AI および新興・再興感染症

対策を重要課題とし、2014年までに早期警戒対応システムの全国展開及びアウトブレイクに対す

る 24時間以内の警報発令を行う体制を整備することを目標としている。これに関連して、保健省

は国内の感染症の検査・診断体制の強化を図っており、本プロジェクトはその拠点となる国家中

央検査・研究所の機能強化として位置づけられている。 

 

１－１－３ 社会経済状況  

 

「イ」国の経済は、2011年の GDP は US$8,466億（インドネシア統計、以下同じ）、一人当た

り GDP では US$3,543、経済成長率は 6.5％、物価上昇率は 3.8％である。同年の GDP 内訳は、第

1 次産業が 12.7%、第 2次産業が 40.7%、第 3次産業が 46.6%からなっている。欧州債務問題など

先進国を中心に成長が鈍化し、新興国でも景気が減速するなか、「イ」国の経済成長率は良好であ

る。 

2011 年の民間消費支出は前年の 4.6％を上回る 4.7％増となり堅調な伸びが見られた。輸出は、

13.6％となり前年と比べてやや縮小したものの、経済成長に大きく寄与した。総固定資本形成は、

企業設備の活発化などに伴い 8.8%増を記録した。その結果同国の経済は、堅調な民間消費に加え

て、過去最高を更新した輸出と投資の拡大が経済成長の原動力となり、2011 年の実質 GDP 成長

率は、2010年の 6.1％を上回る 6.5％に達し、アジア通貨危機以降では最も高い成長率となった。 

2011年に「経済開発加速・拡大マスタープラン（MP3EI）」が発表され、2025年までに名目 GDP

を 2010年比で約 6倍に増加させ、世界の 10大経済大国となる目標を掲げている。2012年も消費

の伸びが経済を牽引する傾向が続くとともに、好調な需要、豊富な資源に向けた投資も拡大する
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と見込まれる。一方、欧州債務危機の影響により輸出の伸びは鈍化すると見込まれ、政府は当初

6.7％としていた成長率見通しを 6.5％へ下方修正している。 

 

１－２ 無償資金協力の背景･経緯及び概要 

 

（1） 要請の背景・経緯  

2003年より東南アジア地域を中心に AIウイルス（A/H5N1）のヒト感染事例が断続的に報

告されている。「イ」国では 2005 年に最初の AI ウイルスのヒト感染事例が確認され、2012

年 8 月時点では世界で最も多い 191 例の発生（うち死亡 159 例）が確認されており、100 例

を超える報告国の中で致死率が最も高い。また、ヒトへの感染の拡大を介して感染力の強い

新型インフルエンザへの変異を引き起こし、「イ」国内のみならず世界中に多大な感染者と死

者をもたらす可能性が危惧されている。AIを含む新興・再興感染症等の高危険度病原体の同

国での取り扱いは保健省傘下の NIHRD で行われることになっている。 

この高危険度病原体である AI の取り扱いは世界保健機関（WHO）の勧告に従い、ウイル

スの封じ込めができるバイオセイフティレベル（BSL）-3 検査室で行うことになっている。

そこでNIHRDは2009年に感染症を対象としたBSL-3検査室及びBSL-2検査室の施設CBBTH

を建設し、「イ」国政府予算及び他ドナーの支援により AI を含む新興・再興感染症の研究、

確定診断・性状解析等に必要な機材の一部を整備して 2010年から検査室の使用を開始してい

る。しかし、これらの検査室では安全キャビネット等の機材不足や検査機材の故障等により

安全かつ的確な診断に支障が生じており、これらの機材の更新・補充が急務となっている。

また、NIHRD 傘下にある「アチェ生物医学研究開発センター（以下、OBRD Aceh）」は 2013

年に同国政府予算で PCR検査施設が建設されることになっているが、機材整備のための資金

調達の目途は立っていない。 

かかる状況下、同国政府は、CBBTH及び OBRD Aceh の機材整備について、我が国に対し

て無償資金協力を要請した。 

 

（2） 要請内容と協力規模 

当初の要請（2010年 8月）の案件概要は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 
 
2012年 6月に、当初の対象サイトが先方にて見直されて南スマトラ州検査室が取り下げら

れ、OBRD Acehが追加された。また CBBTH/NIHRD 要請機材の一部が変更となった。 

 

 

 

 

【2010年 8月の要請内容】 
1） 対象サイト： CBBTH/NIHRD、東カリマンタン州検査室及び南スマトラ州検査室の 3ヶ所 
2） 要請内容 
① 機材：CBBTH からの要請機材計 57品目、州検査室からの要請機材 7品目 
② ソフトコンポーネント：機材の運営・維持管理およびデータの分析に関する指導 

【2012年 6月時点での要請内容】 
1) 対象サイト： CBBTH/NIHRD、東カリマンタン州検査室及び OBRD Acehの 3ヶ所 
2) 要請内容 
③ 機材：CBBTH からの要請機材計 46 品目、州検査室からの要請機材 7品目 
④ ソフトコンポーネント：機材の運営・維持管理およびデータの分析に関する指導 
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東カリマンタン州検査室については、NIHRD管轄の検査室ではないことが判明し、現地調

査開始時に NIHRD に確認のうえ調査対象外とした。 

2012年 7月～8月の現地調査及び国内解析による協力の範囲・規模は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 
 

１－３ 我が国の援助動向 

表 1-4 我が国の技術協力・有償資金協力の実績（保健医療分野） 

協力内容 実施年度 案件名/その他 概  要 

技術協力 
プロジェクト 

2007-2012
年度 

安全な医薬品を届けるプ

ロジェクト 

国家医薬品食品監督庁及びモデル地方

支所における市販前並びに市販後の医

薬品管理能力の向上 

2008-2011
年度 結核対策プロジェクト 質の高い結核菌検査サービスの整備 

2008-2011
年度 

鳥インフルエンザ・サーベ

イランスシステム強化プ

ロジェクト 

南スラウェシ州における鳥インフルエ

ンザヒト感染症例サーベイランス強化 

2009-2012
年度 保健政策アドバイザー 

地方分権政策における中央政府及び地

方政府の保健政策策定能力とモニタリ

ング評価能力の改善 

2010-2014
年度 

抗 C 型肝炎ウイルス

（HCV）物質の同定及び
HCV ならびにデングワク

チンの開発プロジェクト 

抗 HCV物質の同定及び HCV・デングウ
イルスに対するワクチン開発に係る研

究能力の強化 

2012-2017
年度 

看護実践能力強化プロジ

ェクト 

ジャカルタ、西ジャワ州、東ジャワ州、

北スマトラ州および南スラウェシ州に

おける看護師の実践能力向上のための

継続教育システム強化 
2013 年度
から開始

予定 

感染症早期警戒対応シス

テム強化プロジェクト 
感染症の早期警戒対応システムのモニ

タリングと評価能力強化 

研修員受入れ 2007年度 
コース名：JICA インドネ

シア国別研修 
人数：2名 

鳥インフルエンザ・ウイルス中和抗体の

測定法 

有償資金協力 
2008-2014
年度 

インドネシア大学整備計

画（146.41億円） 

インドネシア大学の医学部・看護学部・

大学病院の施設・機材整備の有償資金協

力 

 

 

【最終の協力の範囲・規模】 
1) 対象サイト： CBBTH/NIHRD 及び OBRD Acehの 2ヶ所 
2) 要請内容 
⑤ 機材：CBBTH からの要請機材計 48 品目、OBRD Aceh からの要請機材 20品目 
⑥ ソフトコンポーネント：CBBTH における BSL-3 及び BSL-2 検査室の維持管理に関する

指導 
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表 1-5 我が国無償資金協力実績（保健医療分野等） 

実施年度 案 件 名 供与限度額 
（単位：億円） 概 要 

1994年度 ストモ病院救急医療棟整備
計画 

29.00 スラバヤ市ストモ公立病院救急医療棟の

施設・機材整備の無償資金協力 

1996年度 アイルランガ大学熱帯病セ
ンター建設計画 

8.56 国立アイルランガ大学における熱帯病セ

ンターの施設・機材整備の無償資金協力 

2004年度 西カリマンタン州医療サー
ビス改善計画 

4.35 11 の県病院（二次病院）の医療機材整備
に必要な無償資金協力 

2007年度 鳥インフルエンザ等重要家
畜疾病診断施設整備計画 

17.81 
家畜疾病診断センター(以下 DIC)スバン、
DIC メダン、DIC ランプンの 3 ヶ所の施
設・機材整備の無償資金協力 

 

 

１－４ 他ドナーの援助動向 

 

表1-6 他ドナー国・国際機関による支援実績（保健医療分野） 

実施 
年度 機関名 案件名 金額 

（千 US$） 
援助 
形態 概 要 

2007-12 カナダ 
国際開発庁 

アジア太平洋新興感

染症戦略 
50 無償 アジア太平洋新興感染症戦略

（APSED）の実施 

2011-13 米国 
国際開発庁 

エマージング・パンデ

ミックの脅威 
225 無償 診断能力の強化 

2011-14 米国 
国際開発庁 急性呼吸器感染症 5,800 無償 

急性呼吸器感染症管理の強化、早期

警戒対応システム、重症急性呼吸器

感染症、インフルエンザ様感染症の

強化 

2011-14 
オーストラ

リア 
国際開発庁 

新興感染症ヒューマ

ン・ヘルス 
4,300 

（AUD） 無償 

実地疫学専門家養成プログラム、早

期警戒対応システムの強化、コマン

ドポストについてのサーベイラン

スの強化 

2007-12 欧州委員会 
鳥インフルエンザ対

策の国家戦略計画の

実施 
151 無償 

感染症症例管理、早期疫学対応チー

ム、実地疫学専門家養成プログラム

サーベイランス 

2012 欧州委員会 高病原性・新興感染症 50 無償 人獣共通感染症コントロール

（Zoonosis Control） 

準備中 米国 
国際開発庁 

バイオセフティ・エン

ゲージメントプログ

ラム 
未定 無償 NIHRD に対する細菌検査機材の調

達及び技術協力 

準備中 米国 
国際開発庁 

インフルエンザ診断

に係る技術支援 未定 無償 

ウイルス細胞培養、インフルエン

ザ・ウイルス分離、確定診断・性状

分析方法等及びデータ管理・解析に

ついての技術移転 
出典： WHO Indonesia, USAID/Indonesia 

 



 

 

 

第２章 プロジェクトを取り巻く状況 
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第２章 プロジェクトを取り巻く状況 
 

２－１ プロジェクトの実施体制 

 

２－１－１ 組織・人員 

 

（1） 責任機関・実施機関 

本件実施に係る「イ」国側の主管官庁は保健省であり、実施機関は NIHRD である。プ

ロジェクトの対象施設であるCBBTH及びOBRD Acehの 2施設はNIHRDの管轄下にあり、

その組織図は、図 2-1 に示すとおりである。CBBTH の運営は総勢 219 名（2011 年）のス

タッフによって行われている。プロジェクトの実施に関る部署はウイルス検査室及び

BSL-3 検査室であり、スタッフ数はそれぞれ 28 名、4 名である。OBRD Aceh に関しては、

2013 年に増築されることになっている PCR 検査施設の整備に伴い、現在のスタッフ数 27

名に 14 名増員され、計 41 名で運営・維持管理されることになっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 本プロジェクトの実施機関組織図 

 

保健大臣 

医療技術/グローバリゼ
ーション 相談役 

 

資金調達/コミュニティ･
エンパワーメント 相談役 

保健リスクファク
ター保護 相談役 

キャパシティ･ビルディング/ 
地方分権化 相談役 

法医学 
相談役 

保健副大臣 

事務総局 

栄養・母子保健総局 

医療サービス総局 

疾病対策環境保健総局 

医薬品・医用器具総局 

国立保健研究開発研究所 

（NIHRD） 

国立保健人材開発・エンパ
ワーメント研究所 

監察総局 

国立保健研究開発

研究所（NIHRD） 

生物医学・健

康基礎技術

センター

（CBBTH） 

応用医学技

術・臨床疫学

センター 
 

公衆衛生介入

技術センター 
 

人文保健政策

共同体権限移

譲センター 

NIHRD 事務局 
 

パプア生物

医学研究開

発センター 
 

アチェ生物医学

研究開発センタ

ー(OBRD Aceh) 
 

実施機関 対象施設 
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（2） プロジェクト実施部署の人員配置 

本プロジェクトの対象施設CBBTH及びOBRD Acehは、本計画の実施機関であるNIHRD

の管轄下にある。CBBTH における本計画の実施に伴う業務については、CBBTH の所長の

監督・指導の下で、ウイルス検査室及び BSL-3 検査室の研究者と技術者がそれぞれの役割

を担うことになり、またプロジェクト実施後の人員配置、対象検査室の運営維持管理につ

いても CBBTH が責任を持つ。OBRD Aceh についても、CBBTH と同様に OBRD Aceh が

プロジェクト実施後の人員の確保を含め、対象検査施設の運営維持管理の責任を持つこと

になる。 

1）CBBTH 

CBBTH の現状の運営体制は下記の通りであり、人数的には充足しており本プロジェク

ト終了後も同じ体制で運営されることになる。技術レベルについては向上が求められて

おり、対象検査室における研究者・技術者に対する技術向上を図るための他ドナー等に

よる技術支援が行われる予定である。また、施設・機材維持管理に関しては、本計画に

おいて実施するソフトコンポーネントによる指導が行われることになっている。 

・ CBBTH のスタッフは、研究者 93 名、ラボ技術者 27 名、書類管理担当者 2 名 の計

122 名とその他一般業務担当者 97 名の合計 219 名で構成されている。 

・ 組織的には、センター長の下に保健基礎技術部（Basic Technology of Health）と生体

医学部（Biomedical）の 2 つの部がある。また、センター長に対する 1 名のアドバ

イザーとセンター長直轄の管理部（人事･経理、計画協力）を有している。 

・ ラボの運用組織としては、図 2-2 に示すように、センター長 1 名、その下にコーデ

ィネータ 1 名、そしてその下に 11 のラボ（検査室）を有している。プロジェクトに

直接関わるのはウイルス検査室と BSL-3 検査室であり、ウイルス検査室は研究者 21

名、ラボ技術者 7 名の合計 28 名のスタッフで構成されている。BSL-3 検査室には 1

名の医師と 3 名の技術者が所属している。 

・ CBBTH の維持管理については、施設・機材全体の維持管理の責任者 1 名、建物 2 名、

電気 1 名、機材 2 名の計 6 名の技術者を有している。また、BSL-3 検査室の維持管

理に関しては、責任者（医師）の下に空調/換気設備・給排水 2 名、電気 1 名の計 3

名の BSL-3 検査室専従の技術者がいる。 

・ プロジェクトの実務的な実施体制としては、図 2-3 に見るように、バイオリスクチ

ームがあり、①人材育成、②バイオセキュリティ、③バイオセイフティ、④管理、

施設･機材、インフラ、⑤検査室情報管理の 5 つの部門 で構成され、チーム構成員

は 27 名（兼務）である。このバイオリスクチームはプロジェクト実施後も引き続き

維持される予定である。 
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図 2-2 CBBTHのラボ体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-3 バイオリスクチーム体制 

細菌検査室 幹細胞検査室 免疫検査室 ウイルス室 

28 名 

CBBTH センター長 

1 名 

ラボコーディネーター 
1 名 

バイオマーカー 
検査室 

薬学検査室 動物由来疾病 
検査室 

寄生虫検査室 

BSL-3 検査室 
4 名 

栄養・食品 
検査室 

動物検査室 

人材育成 

ラボコーディネーター 

1 名 

バイオセキュリティ 

ラボ 

ラボ 

バイオセイフティ 

施設機材管理 

検査室情報管理 

バイオリスクチーム ラボチーム 

ウイルス検査室 

28 名 

 

プロジェクトの 
実施に関る部署 
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2）OBRD Aceh 

OBRD Aceh におけるスタッフ数は当初 27 名であったが、2013 年の PCR 検査室の増築

計画に伴い既に 5 名増員している。新しい PCR 検査室が建設され全機材の整備が終わっ

た後、当対象施設はさらに 9 名補充して合計 41 名のスタッフで運営・維持管理されるこ

とになっている。技術レベルについても、CBBTH 等による技術支援が行われることにな

っており、特に問題ないと判断される。表 2-1 に現時点における人員数・配置を示す。 

 

表 2-1  OBRD Acehにおけるスタッフの配置状況 

スタッフ 配置数 備  考 

研究者 11  

ラボ技術者 6 うち 1 名はラボネットワークを担当 

技師（エンジニア） 1  

管理者 6 うち 1 名は施設維持管理を担当 

その他（警備、オフィスボーイ） 8  

計 32  
 

 

２－１－２ 財政・予算 

 

（1） 保健財政 

政府予算全体に占める保健省予算の割合は、表 2-2 に示すように、2009 年以降ほぼ横ば

いで推移している。保健省予算に占める NIHRD 予算の割合は、表 2-3 に示すように、2012

年度で 1.5％であり 2011 年度予算に対して 0.4％（132,764 百万 IDR）減額となっている。 

 

表 2-2  インドネシア政府と保健省予算額と割合の推移 

（単位：百万 IDR） 
年 度 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 

A 政府予算額 981,609,400 848,763,200 995,271,500 1,169,914,600 1,292,877,700 

B 保健省予算額   15,871,900   18,001,500 22,428,300 29,447,700 28,330,300 

%（B/A） 1.6 2.1 2.3 2.5 2.2 

出典：APBN 2006-2012 インドネシア財務省基本データ 

 

表 2-3  保健省と NIHRD予算額と割合の推移 

（単位：百万 IDR） 
年 度 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 

A 保健省予算額 *1   15,871,900   18,001,500 22,428,300 29,447,700 28,330,300 

B NIHRD 予算額*2 329,576 231,434 414,708 561,938 429,174 

%（B/A） 2.1 1.3 1.8 1.9 1.5 

出典：*1APBN 2006-2012 インドネシア財務省基本データ、*2 質問書回答 
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（2） CBBTH 

NIHRD 予算に占める CBBTH 予算の割合は、表 2-4 に示すように、2010 年度で 2.37%、

2011 年度で 1.75％である。CBBTH の施設は 2010 年から運用されているため、予算額は必

ずしも安定していない。また、CBBTH の予算には、人件費および光熱水費は含まれては

いないものの、NIHRD 全体予算の数％に過ぎないため、CBBTH の運営費は十分に確保で

きるものと推測される。 
 

表 2-4 NIHRDと CBBTH予算額と割合の推移 
（単位：1,000IDR） 

年度 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 

A NIHRD 予算額 329,576,939 231,434,616 414,708,946 561,938,540 429,174,600 

B CBBTH 予算額 - 901,582 9,845,440 9,845,440 - 

%（B/A） - 0.39% 2.37% 1.75％ - 

出典：質問書回答 
 

表 2-5 に CBBTH の予算と支出の推移を示す。CBBTH はNIHRD の傘下にあることから、

人件費および光熱費は NIHRD からの支出となり、CBBTH の予算には組み込まれないと

いう特殊な予算の計上が行われている。2009 年に施設が完成し、2010 年に BSL-3 検査室

1 室と BSL-2 検査室 4 室の使用を開始して、支出は 11,148 百万 IDR となっている。2011

年にはBSL-2検査室を6室増やして10室になったため、支出が2,503百万 IDR増えて13,650

百万 IDR となり、予算を 3,805 百万 IDR 超えている。しかしながら、支出が予算を超えて

も NIHRD 全体予算の中から補填されており、CBBTH の運営は予算面では問題になって

いない。BSL-3 検査施設の保守管理費には機材、施設メンテナンスの消耗品、及びメンテ

ナンス会社スタッフの常駐人件費が含まれており、現在のところ運営維持管理費は確保さ

れている。 
表 2-5 CBBTHの予算と支出の推移 

（単位：1,000IDR） 
会計年度 2009 年 2010 年 2011 年 備 考 

予算 901,582 9,845,440 9,845,440  
支出     
 人件費 － － － NIHRD 予算から支出 
①研究費 － 6,745,000 7,725,000  
②消耗費 － 420,400 734,800  
 施設・機材維持費     
 光熱費 － － － NIHRD 予算から支出 
 電気機器維持費 － 575,000 960,000  
 CO2ボンベ － 15,000 26,500  
 軽油 － 28,000 40,000  
 通信 － 24,500 36,200  
 セキュリティー・清掃 － 115,000 185,000  
 薫蒸他滅菌対策 － 55,000 78,000  
③施設維持費  812,500 1,325,700  
④検査機材維持費 － 390,000 605,000  
⑤BSL-3 施設保守管理＊ － 2,780,000 3,260,000  
 計（①+②+③+④+⑤）  11,147,900 13,650,500  
出典：質問書回答 
＊民間のメンテナンス会社と保守管理契約を結んで BSL-3 施設全体の保守管理を委託している。 
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（3） OBRD Aceh 

表 2-6 に示すように、OBRD Aceh の予算は、NIHRD 全体の予算に比べて極めて小額で

あるため、OBRD Aceh の運営費は十分に確保できるものと推測される。 

 
表 2-6 NIHRDと OBRD Aceh予算額と割合の推移 

（単位：1,000IDR） 
年度 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 

A NIHRD 予算額 329,576,939 231,434,616 414,708,946 561,938,540 429,174,600 

B OBRD Aceh 予算額 - 1,475,946 890,647 2,638,360 3,060,700 

%（B/A） - 0.64% 0.21％ 0.47％ 0.71% 

出典：質問書回答 
 

OBRD Aceh も CBBTH と同様に人件費および光熱費は NIHRD からの支出となってい

る。表 2-7 から、2010 年の予算は前年より約 40％減額となっているが、2011 年の予算は

2009年の予算に対して 1,162百万 IDR増額になっており、支出額も予算内に納まっている。

運営費では大きな割合を占める人件費及び光熱費が NIHRD から直接支払われていること

から、現状では運営における予算上の問題はない。 

 

表 2-7 OBRD Acehの予算と支出の推移 

(単位：1,000IDR) 
会計年度 2009 年 2010 年 2011 年 備 考 

予算 1,475,946 890,647 2,638,360  
支出     
 人件費 － － － NIHRD 予算から支出 
①研究費 1,293,547 676,047 2,383,735  
②消耗品 15,250 15,500 59,387  
 施設・機材維持費     
 光熱費 － － － NIHRD 予算から支出 
 電気機器維持費 30,000 30,000 46,839  
 軽油 4,550 4,000 4,870  
 通信 39,600 51,600 23,177  
 セキュリティー・清掃 72,000 93,600 93,600  
 建物維持管理 11,000 9,900 18,852  
③施設維持費 157,150 189,100 187,338  
④検査機材維持費 10,000 10,000 7,900  
 計（①+②+③+④） 1,475,947 890,647 2,638,360  

出典：質問書回答 

 

OBRD Aceh においては、2013 年に PCR 検査施設が「イ」国政府予算で建設されることにな

っており、452,74 百万 IDR の予算が確保されている。 

 

２－１－３ 技術水準 

 

対象施設の維持管理技術者及び研究者について、プロジェクトを実施する上で特に大きな支
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障はないが、今後以下に示す技術向上を図ることがより好ましい。 

（1）CBBTH 

1）技術者 

CBBTH の維持管理体系は BSL-3 検査室と機材、BSL-3 検査室以外の施設と機材の

2 つにわかれている。BSL-3 検査室のスタッフは 3 名おり、BSL-3 検査室責任者の下で

機材を含めた施設管理を行っている。BSL-3 検査室以外のスタッフは 5 名おりメンテ

ナンス部門の責任者の下に配員されている。 

BSL-3 検査室の維持管理については、メンテナンススタッフの常駐を含めた管理契

約を外部のメンテナンス会社と締結している。上述の CBBTH の 3 名のスタッフは、

BSL-3 検査室の設備・機材に関してメンテナンス会社スタッフによる巡回報告を受け

て管理を行う体制をとっている。また、フィルターや電球の交換なども、メンテナン

ス契約に含まれ、定期的に早めの交換が行なわれている。 

BSL-3 検査室以外の施設と機材について、5 名のスタッフのうち 2 名が機材管理を行

い、残り 3 名が設備関係のメンテナンスを担当している。 

CBBTH のメンテナンススタッフ 8 名の経歴は表 2-8 に示すとおりである。メンテナ

ンススタッフは、エイクマン研究所にて 3 日間の BSL-3 検査施設の維持管理に関する

トレーニングを受けているものの、十分であるとは言えない。同メンテナンススタッ

フは、メンテナンス会社との契約による BSL-3 検査施設のメンテナンス結果の報告を

受けて記録、整理までの業務は行っているが、この記録を利用して、メンテナンス計

画を独自で作成するには十分な知識を持ち合わせていないなどの課題がある。 

本計画では上述の課題を解決するため、CBBTH におけるソフト面での維持管理体制

の強化が必要であり、ソフトコンポーネントを活用して技術の向上を図る。 

 

2）研究者 

CBBTH では総勢 93 名の研究者と 27 名のラボ技術者が感染症の研究・診断・研修に

携わっている。これらの研究者・技術者のうち、本プロジェクトの対象部門であるウ

イルス検査室の研究者とラボ技術者の人数はそれぞれ 21 名、7 名である。これらの研

究者及び技術者は、これまで他ドナー等の技術支援によって培った技術を活用して研

究・診断を行っている。対象検査室の機能を適切かつ安全に発揮させ、かつ AI を含む

感染症検査機能を強化するために、今後も引き続き他ドナー等の技術支援によって、

研究者・技術者の技術レベルをより向上させることが好ましい。 
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表 2-8 CBBTHメンテナンススタッフの経歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：質問書回答 

 

（2）OBRD Aceh 

1）技術者 

プロジェクトを実施する上では、現在のメンテナンススタッフの技術レベルで問題

はない。しかし、「イ」国政府予算で新 PCR 検査室を整備することになっており、今後

エイクマン研究所や CBBTH などの支援を得て技術レベルをより向上することが好ま

しい。 

 

2）研究者 

若い研究者が多く、WHO、エイクマン研究所、CBBTH 等にて PCR 検査に関するト

レーニングを受けて PCR 検査を開始している。研究者は AI、マラリア、デング熱の

PCR 検査を実施できる技術レベルを既に有しているが、今後も引き続き CBBTH 等の

支援を受けながらより技術向上を図ることが好ましい。 

 

 

 

 

技術者
年
齢

性
別

レベル トレーニング

１年間 NHIRD 施設メンテナンス（機械担当）

３年間 Pt.Ｊａｙａ Teknik Indonesia 空調関連積算

３年間 Pt.Tlyo Sinar raya 機械エンジニア

１年間 NHIRD 施設メンテナンス（空調担当）

６年間 Ｐｔ.ＰＬＮ 電気エンジニア

２年間 Ｐｔ．Bina Karya Prime 電気エンジニア

１年間 NHIRD 施設メンテナンス（電気担当）

６年間 Ｐｔ.Ａｓｔｒａ　Honda 施設メンテナンス

１年間 NHIRD 機材メンテナンス

１年間 Pt.Medquest 機材メンテナンス

1年間 Pt.USAMED 機材メンテナンス

2年間 Pt.Ｍｅnjangan 機材メンテナンス

１年間 NHIRD 機材メンテナンス

7年間 Pt.FDK 機材メンテナンス

１年間 NHIRD 施設メンテナンス

２年間 竹中インドネシア CivilｴﾝｼﾞﾆｱとしてＱＣ等

２年間 大林インドネシア CivilｴﾝｼﾞﾆｱとしてＱＣ等

１年間 NHIRD 施設メンテナンス

１年間 Pt.Gama Beta Alfa CivilｴﾝｼﾞﾆｱとしてＱＣ等

１年間 NHIRD 施設メンテナンス

３日間

技術者Ｇ 23 女 ３日間

技術者Ｈ 27 男 ３日間

D３

D３

D３

３日間

技術者Ｅ 31 男 ３日間

D３

D３

建
物
施
設
管
理

機材維持管
理技術者

技術者Ｄ 26 男

施設維持管
理技術者

技術者Ｆ 29 男

男

機械設備
技術者

B
S
L
3
施
設
管
理

電気技術者 技術者Ｃ 31 男 ３日間

技術者Ａ 30 男 ３日間

技術者Ｂ 31 ３日間

経験

S1

D３

D３
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図 2-4 国立保健研究開発研究所（NIHRD） 

本件対象施設 
“CENTER FOR BIOMEDICAL AND 
HEALTH BASIC TECHNOLOGY” 

今後建設され 

る予定の建物 

BSL-3 検査室 

（建物の１階） 

２－１－４ 既存施設・機材 

 

（1）既存施設の現状 

1） CBBTH 

① 配置及び用途 

NIHRD では敷地内で施設の建替

え計画が進められ、最終的には図 2-4

に示すように 3 棟の建物が建設され

る予定である。そのうちの本件の対

象施設である CBBTH の 1 棟が 2009

年に完成している。建物は鉄筋コン

クリート造で地上 5 階建、各フロア

の面積は約 1000 ㎡、延べ床面積は

5000 ㎡を超えている。 

BSL-3 検査室及び関連室は 1 階に

配置されている。また BSL-3 検査室

に隣接して監視室、BSL-2 サポーテ

ィング検査室、機械室、発電機室、

UPS 室など関連諸室が配置されてい

る。 

各階の主な用途は表 2-9 のとおりである。 

 

表 2-9 CBBTH施設の用途 

階 用  途 備 考 
5 階 細菌検査など 現在内部工事が行なわれている 
4 階 インフルエンザ検査室など  

3 階 
免疫学検査、幹細胞検査、バイオリスク管理室、

検査管理室、トレーニング室など 
現在一部も内部工事が行われて

いる 

2 階 
ポリオ検査、麻疹検査、LIMS*、デング熱検査、

機材洗浄室など 
 

1 階 

BSL-3 検査室、BSL-3 監視室、BSL-2 サポーテ

ィング検査室、設備関連諸室、受付、エントラ

ンス、ロビー、施設管理室、試料保管室など 

BSL-3 検査室及び BSL-2 サポー

ティング検査室は部分的に稼動

している 
*LIMS: Laboratory Information Management System 
出典：質問書回答 

 

② BSL-3 検査室の認証 

BSL-3 検査室は毎年、シンガポールの “Basler & Hofmann”社によって認証されてい

る。第 1 回は 2010 年 6 月、第 2 回は 2011 年 11 月、第 3 回は 2012 年 11 月に認証の

ための検査が実施され、認証を取得している。 

認証報告書によれば、認証は施設や設備などハード面に限られており、バイオセイ



 

- 20 - 

フティ手順（Biosafety Procedure）と実施（Practice）を含むバイオリスクプログラム

（Biorisk Programme）は除外されている。 

 

③ BSL-3 検査室の仕様 

BSL-3 検査室は 4 室（一般検査室、ウイルス検査室(1)、ウイルス検査室(2)、細菌検

査室）と清浄廊下、汚染廊下、更衣室、機材通路などから構成されている。BSL-3 検

査室のうち一般実験室は約 12 ㎡（4.8m×2.7m）、その他 3 室は約 18 ㎡（4.8m×3.8m）

の広さがある。 

床は樹脂シート仕上、壁と天井は鋼板製パネルである。壁と床の入隅部分は R コー

ナーが施されている。検査室の扉は自動閉鎖型の外開きとなっており、気密性に配慮

されている。 

一般検査室には唯一パスボックスが設置され、検体、試薬などの材料が搬出入され

ており、特定されていない検体を扱う検査室となっている。 

BSL-3 検査室の前室となる汚染廊下は 4 室の検査室に対して共用となることから、

異種の検体を同時間帯に扱うことは出来ないという運用上の制限がある。そのため、

AI（鳥インフルエンザ）や TB（結核）などの研究者が BSL-3 検査室を使用する日程

を事前に調整を行い、同時に異なる検体を扱わないよう運用している。 

 

④ 人と材料の動線 

研究者は更衣室で二重の防護服に着替え、履物、マスク、ゴーグルを着用して検査

室に入る。退出時には防護服、履物、マスク、ゴーグルを外し、水シャワーを浴びて

から元の着衣に着替えて退室する。大型機材は機材通路を使って搬出入される。 

BSL-3 検査室及び関連ゾーンへの入室には、PIN コード及び指紋認識による防犯装

置の開錠が求められる。 

 

⑤ 設備 

電力会社からの電力に加えて停電対応のため非常用自家発電機が設置されている。

全館用として 800kVA のほか、さらに BSL-3 検査室専用として 350kVA の自家発電機

及び 80kVA の UPS が設置され、停電時でも自家発電機の二重のバックアップにより

検査室に継続的に電力が供給される。また、二重にバックアップされた UPS から無

停電で BSL-3 検査室関連最重要機器に電力が供給される信頼性の高いシステムが採

用されている。 

防犯について、BSL-3 検査室エリアに CCTV（監視カメラ）が設備され、監視室か

ら常時モニターされている。また、前述のように各室扉には生体認識方式の入退室制

御システムが採用されている。 

BSL-3 検査室 4 室に加えて更衣室、機材搬入廊下、汚染廊下、清浄廊下の空調は 24

時間連続運転となっている。BSL-3 検査室室内は適切な温湿度（±20℃、±70％）に保

たれている。排気は各 BSL-3 検査室毎に個別に運転でき、バックアップ運転が可能と

なっている。排気には HEPA（High Efficiency Particulate Air：高性能）フィルターが設

置され、排気ダクトは屋上まで立ち上げられている。 
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BSL-3 検査室の圧力は－60 Pa 前後に保たれ、汚染廊下は－40 Pa 前後、パスルーム

は－20 Pa 前後、清浄廊下は若干陽圧に保たれ、空気は清浄廊下から BSL-3 検査室側

に流れるよう制御されている。 

BSL-3 関連設備の監視は BSL-3 エリアの清浄廊下にある監視盤で行なわれている。 

各室の温湿度、室圧は各検査室内に表示されると共に、監視盤から設定、制御を行な

い、異常があれば警報が発報される。他の機材などの警報もここで監視される。 

空調の運転・監視は NIHRD 所属の職員 3 名のエンジニア及び外部委託の 2 名のテ

クニシャンによって午前 8 時から午後 7 時まで行なわれている。時間外は無人運転と

なり、トラブルが起きた場合は SMS（Short Message Service）によって関係者に連絡

され、迅速に対応できる体制をとっている。 

CBBTH 施設には市水と井戸水が共に使われているが、通常は井戸水を主水源とし

て利用されている。また RO（Reverse Osmosis：逆浸透）水が製造され、検査室に供

給されている。 

BSL-3 検査室からの排水は、BSL-3 排水処理装置により滅菌されたのち一般排水と

共に排出される。BSL-3 検査室の排水処理は薬剤によって滅菌する方式である。 

 

2） OBRD Aceh 

① 建築 

2009 年に完成した平屋建ての検査室である。施設は研究施設棟のほかに平屋のゲス

トハウスと廃棄物焼却室で構成されている。 

検査室は細菌検査を始め、血清／寄生虫／昆虫及び PCR 検査の 3 室の検査室が配

置されている。 

研究施設の東側（後方）に増築用地が確保され、2013 年には PCR 検査室の増築が

予定されている。既存検査室は、床はタイル貼り、壁はタイルとペンキ仕上げ、天井

はモルタル塗り・ペンキ仕上げとなっている。 

 

② 設備 

電力会社から電力が施設全体に供給され、停電対策として手動起動手動停止方式の

35kVA の屋外パッケージ型自家発電機が玄関先に設置されている。 

各検査室及びエントランスなど主要な部分に CCTV（監視カメラ）が設備され、警

備員が常時モニターしている。 

OBRD Aceh 施設への給水は市水と井戸水使われている。市水をポンプにより加圧

し、RO 装置により RO 水が製造され、2 槽のタンクから各検査室に供給されている。

市水の水圧が低く断水も多いため、継続的かつ安定した給水が求められる。 

検査室からの排水は、検査排水用の排水処理槽により処理される。 

 

（2）既存機材の現状 

1）CBBTH 

① BSL-3 検査室機材 

全ての機材が 2008 年に政府予算で整備されており、正常に稼働している。BSL-3
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検査室 4 室に対して共用の両扉式オートクレーブが 1 台設置されている。このオート

クレーブは BSL-3 検査施設を構成する機材としてシンガポールの Basler & Hofmann

社から認証を受けているので、機能的には問題ないと判断される。 

各 BSL-3 検査室には安全キャビネットが 1 台ずつ設置されている。しかしこれらの

安全キャビネットは、BSL-3 検査室で使用される機材に求められる仕様を満たしてい

ないため、更新する必要がある。具体的には、シャッター下の隙間から殺菌灯の紫外

線が漏れて研究者に悪影響を及ぼすという理由から、BSL-3 検査室を認証している

Basler & Hofmann 社から、殺菌灯の使用が禁じられていた。 

BSL-3 ウイルス検査室（1）：この検査室は現在鳥インフルエンザの診断に使用されて

おり、基本的機材が整備されている。 

BSL-3 細菌検査室：安全キャビネットが 1 台設置されているが、ウイルス検査室用と

は仕様が異なる安全キャビネットが必要である。細菌検査室用機材は、安全キ

ャビネットも含め別予算にてインドネシア側で整備することになっている。 

② BSL-2 サポーティング検査室機材 

ふ卵器、超低温保冷庫、薬品保冷庫、安全キャビネット、DNA シークエンサー、

冷却遠心機、ホットブロックが現在使用されているが、ほとんどが一時的に他の検査

室から移設して使用されている機材である。 

③ クリーンルーム／RNA 抽出室機材 

数点の機材を除き 2000 年以降に調達された機材が多く、ほとんどが順調に稼働し

ている。これらは JICA、WHO、USAID、KfW（ドイツ）などの支援によって整備さ

れた機材である。 

④ 分析室機材 

ほとんどの機材が 2005年以降に JICA及び他ドナーの支援によって調達されている。

一部の機材については、老朽化により使用できない。 

⑤ ウイルス分離室 

34 アイテムのうち 16 アイテムの機材が他ドナー（主に CDC）の支援によって整備

されたものである。機材のうち 2 アイテムは稼働していない。 

⑥ 洗浄室機材 

JICA 及び他ドナーの支援によって整備された機材が使用されている。一部の機材

が老朽化により使用できない。 

⑦ 試料保存室機材 

7 台の超低温保冷庫のうち 1 台が故障しており更新が必要である。 

 

2） OBRD Aceh 

① PCR 検査室機材 

2012 年にリアルタイム PCR 装置、PCR ステーション、安全キャビネット、微量冷

却遠心機及びフリーザーが整備されマラリアの PCR 検査を開始している。 

② その他の検査室機材 

2005 年から 2012 年にかけて調達したドラフトチャンバー、分析天秤、生物顕微鏡、

実体顕微鏡などが稼働している。2004 年に発生した津波のあと他の研究所の支援によ
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って数点の中古機材が整備されているが、これらの機材は老朽化によってほとんどが

使用できない。 

 

表 2-10、表 2-11 に、CBBTH 及び OBRD Aceh の既存機材リストを示す。 

 

表 2-10 CBBTHの既存機材リスト 

No 機材名 メーカー名 型式 台数 調達年 財源 稼働状況等 

BSL-3 一般検査室 

1 ﾊﾟｽﾎﾞｯｸｽ Airtech PB080014REVO 1 2008 政府 稼働 
2 手洗装置  －  － 1 2008 政府 稼働 
3 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ Airtech Type Class II A 1 2008 政府 必要仕様を満 

たしていない 

4 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ Sanyo MCO-5AC 1 2008 政府 稼働 
BSL-3 ウイルス検査室（1） 

1 手洗装置  －  － 1 2008 政府 稼働 
2 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ Airtech Type Class II A 1 2008 政府 必要仕様を満 

たしていない 

3 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ Sanyo MCO-5AC 1 2008 政府 稼働 
4 薬品保冷庫 Sanyo MPR 311 1 2008 政府 稼働 
5 超低温保冷庫 Sanyo MDF-U53V 1 2008 政府 稼働 

6 冷却遠心機 Heraus Biofuge Primo R 1 2008 政府 最高回転数が 
十分でない 

7 ﾎｯﾄﾌﾟﾚｰﾄｼｪｰｶｰ Barnstead 

Thermolyne 

CIMAREC 1 2008 政府 稼働 
8 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ Maxi Mix II Maxi Mix II 1 2008 政府 稼働 
9 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｴｲﾄﾞ Gilson  － 1 2008 政府 稼働 

10 実体顕微鏡 Nixon SMZ2645 1 2008 政府 必要仕様を満 
たしていない 

BSL-3 ウイルス検査室（2）   
  

    

1 手洗装置  －  － 1 2008 政府 稼働 
2 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ Airtech Type Class II A 1 2008 政府 必要仕様を満 

たしていない 

3 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ Sanyo MCO-5AC 1 2008 政府 稼働 
4 超低温保冷庫 Sanyo MDF-U53V 1 2008 政府 稼働 

BSL-3 細菌検査室   
  

    

1 手洗装置  －  － 1 2008 政府 稼働 
2 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ Airtech Type Class II A 1 2008 政府 必要仕様を満 

たしていない 

BSL-2 サポーティング検査室 
    

1 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ Getra  － 1 2010 WHO-EU 稼働 
2 超低温保冷庫 Sanyo VIP Series 1 － － 他検査室の機材 

であり、要返却 

3 薬品保冷庫 Sanyo Medicool 1 － － 稼働 
4 DNA ｼｰｸｴﾝｻｰ AB Applied 

Biosystems 

3130 Genetic Analyzer 1 2006 KfW 他検査室の機材 
であり、要返却 

5 遠心機 Eppendorf Centrifuge 5415 R 1 － 政府 同上 
6 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ Nuaire  － 1 － － 同上 
7 ﾎｯﾄﾌﾞﾛｯｸ Burnstead Labolyne Multi-Block Heat 1 2006 KfW 同上 
クリーンルーム/RNA 抽出室 

     
1 ﾌﾘｰｻﾞｰ Sanyo Biomedical MDF-436 1 2011 WHO 稼働 
2 ﾌﾘｰｻﾞｰ Sanyo Biomedical MDF U537 1 2006 KfW 稼働 
3 ﾌﾘｰｻﾞｰ Nihon Freezer  － 1 2005 JICA 稼働 
4 冷蔵庫/ﾌﾘｰｻﾞｰ Sanyo SR-LV293 N 1 2005 政府/援助 稼働 
5 超低温保冷庫 Sanyo Ultra Low MDF-U 1 2007 NGO 稼働 
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No 機材名 メーカー名 型式 台数 調達年 財源 稼働状況等 

6 超低温保冷庫 Sanyo Ultra Low MDF-U53V 1 2006 KfW 稼働 
7 超低温保冷庫 Sanyo Ultra Low MDF-293AT 1 1995 USAID 稼働 
8 薬品保冷庫 Sanyo Medicool MPR-1014 1 － WHO 稼働 
9 薬品保冷庫 Sanyo Medicool MPR-311D 1 2006 NGO 稼働 

10 冷蔵庫/ﾌﾘｰｻﾞｰ Sanyo Grand Emerald 1 2006 KfW 稼働 
11 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ The Baker Company Sterilgard 2 2011 WHO 稼働 
12 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ Esco  － 1 2005 政府/援助 稼働 
13 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ Esco  － 1 2006 KfW 稼働 
14 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ Esco  － 1 2011 WHO 稼働 
15 遠心機 Tomy MX-301 2 2005 JICA 稼働 
16 遠心機 Thermo Sorvall Bifuge Primo R 1 2008 政府/援助 稼働 
17 微量遠心機 Tomy Micro One 1 2005 JICA 稼働 
18 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ Esco Class II A2 1 2006 KfW 稼働 
19 RNA 抽出装置 Roche MagNA Pure 1 2006 USAID 稼働 
20 RNA 抽出装置 Seegene SEE PREP 12 1 2012 ﾛｯｼｭﾚﾝﾀﾙ 稼働 
21 乾燥機 Thermo OUT-28 1 － － 故障 
22 縦型ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ Tomy SX-300 1 2005 JICA 稼働 
分析室 

     
1 ｵｰﾌﾞﾝ Daewood DC 1 2005 JICA 稼働 
2 ｹﾞﾙﾄﾞｸﾒﾝﾃｰｼｮﾝ装置 Bio Rad Gel DocXR 1 2006 KfW 稼働 
3 ｹﾞﾙﾄﾞｸﾒﾝﾃｰｼｮﾝ装置 Bio Rad Gel DocXR 1 2006 KfW 故障 
4 ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ装置 Bio Rad Versa Doc 1 2008 政府/援助 故障 
5 DNA ｼｰｸｴﾝｻｰ AB Applied 

Biosytems 

3130 Genetic Analyzer 1 2006 KfW 稼働 
6 DNA ｼｰｸｴﾝｻｰ AB Applied 

Biosytems 

3130XL Genetic Analyz. 1 2005 政府/援助 稼働 
7 ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCR 装置 AB Applied 

Biosytems 

7300 1 2005 政府/援助 稼働 
8 ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCR 装置 AB Applied 

Biosytems 

7500 Fast 1 2009 USAID 稼働 
9 PCR 装置 Bio Rad DNA Engine Chromo 4 1 2007 NGO 稼働 

10 PCR 装置 Bio Rad iQS Multicolor iCycler 1 2006 KfW 稼働 
11 PCR 装置 Bio Rad iQS Multicolor iCycler 1 2006 KfW 故障 
12 PCR 装置 Copheid Smart Cycler II 1 2005 WHO 試薬調達不可 

13 PCR 装置 Bio Rad C 1000 Thermal Cycler 1 2011 WHO 稼働 
14 PCR 装置 Bio Rad DNA Engine Chromo 4 1 2005 JICA 稼働 
15 PCR 装置 Bio Rad PTC-100 1 2005 JICA 稼働 
16 PCR 装置 Bio Rad iCycler 1 2006 KfW 稼働 
17 PCR 装置 Bio Rad C 1000 Thermal Cycler  3 2011 WHO 1 台故障 
18 PCR 装置 See Gene See Amp 1 － SeeGene 稼働 
19 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ N-Biotec H-Biotech 1 2006 政府/援助 稼働 
20 冷蔵庫/ﾌﾘｰｻﾞｰ Sanyo Full House 1 2005 政府/援助 稼働 
21 冷蔵庫/ﾌﾘｰｻﾞｰ Sanyo Full House 1 2003 政府/援助 稼働 
22 天秤 OHAUS Dial-0-gram 1 － － 故障 
23 分析天秤 AND  － 1 2005 JICA 故障 
24 分析天秤 Sartorius BS323S 1 － － 稼働 
25 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ Nihon Airtech Class IIA 1 2005 JICA 稼働 
26 RNA 抽出装置 Quiagen Bio Robot EZ1 1 2006 政府/援助 稼働 
27 冷却遠心機 Juan Thermo MR23i 1 2007 NGO 稼働 
28 微量遠心機 Tomy micro ONE 1 2005 JICA 稼働 
29 ﾐｷｻｰ Thermo Micromixer Myi4E 1 2005 WHO 稼働 
30 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ Fine Vortex FINE PCR 1 2005 WHO 稼働 
31 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ Scientific Vortexer VWR 1 － － 稼働 
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No 機材名 メーカー名 型式 台数 調達年 財源 稼働状況等 

32 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ Scientific Vortex-2 Gene 1 2005 政府/援助 稼働 
33 ﾎｯﾄﾌﾟﾚｰﾄｼｪｰｶｰ Barnstead 

Thermolyne 

CIMAREC 1 2006 政府/援助 稼働 
34 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ Accumary  － 1 2006 政府/援助 稼働 
35 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ Eppendorf  － 1 － － 稼働 
36 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ Labonet, etc.  － 1 － － 稼働 
37 横型電気泳動装置  － Mupid-exu 2 2005 JICA 稼働 
38 横型電気泳動装置 Wealtec GES 1 2010 政府/援助 稼働 
39 横型電気泳動装置 Bio Rad  － 1 2006 KfW 稼働 
40 ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCR 装置 Biorad CFX96 1 2010 政府/援助 稼働 
ウイルス分離室 

     
1 恒温水槽 GFL 1086 1 2008 政府 稼働 
2 PCR ｴﾘｻﾞ Roche Cobas Amplicor 1 － ﾛｼｭからﾚﾝﾀﾙ 稼働 
3 凍結乾燥機 Alpha LO plus 1 2007 政府 修理が必要 
4 冷却遠心機 Thermo Biofuge PRIMO R 1 2006 政府 ﾛｰﾀｰが不足 
5 遠心機 Heraus Labofuge 200 1 2007 政府 稼働 
6 冷却遠心機 Thermo Legend XTR 1 2009 政府 稼働 
7 微量遠心機 Tomy micro ONE 1 2010 政府 稼働 
8 ﾏｲｸﾛﾌﾟﾚｰﾄﾘｰﾀﾞｰ Heidolph Titramax 1000 1 2010 政府 稼働 
9 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ Esco Class II A 1 2007 政府 稼働 

10 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ Esco Laboculture Class II 1 2007 政府 稼働 
11 ﾏｲｸﾛﾌﾟﾚｰﾄｳｵｯｼｬｰ Bio Rad 1575 Immuno Washer 1 2010 政府 稼働 
12 ﾏｲｸﾛﾌﾟﾚｰﾄﾘｰﾀﾞｰ Bio Rad X Mark 1 2010 政府 稼働 
13 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ Thermo Hera Cell 240 1 2007 政府 稼働 
14 天秤 OHAUS Adventure 1 2007 CDC 稼働 
15 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ  － Maxi Max II 1 2007 CDC 稼働 
16 ﾎｯﾄﾌﾟﾚｰﾄｼｪｰｶｰ Burnstead 

Thermolyne 

CIMAREX 1 2007 CDC 稼働 
17 真空ﾎﾟﾝﾌﾟ Vacuumbrand RZ 2.5 1 2007 CDC 付属品 
18 倒立顕微鏡 Olympus  － 1 2008 CDC 稼働 
19 倒立顕微鏡 Olympus IX71 1 2008 CDC 稼働 
20 液体窒素容器 Taylor Wharton XT 34 1 2008 CDC 稼働 
21 液体窒素容器 Cryo Difusion BS2024 1 2010 政府 稼働 
22 ｼｪｰｶｰｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ Heidolph Unimax 1010 1 2010 政府 稼働 
23 冷蔵庫 Sanyo Medicool-MPR 311 1 2007 CDC 稼働 
24 冷蔵庫 Sanyo Medicool-MPR 311 1 2008 CDC 稼働 
25 薬品保冷庫 Sanyo Medicool-MPR 311 1 2008 CDC 稼働 
26 薬品保冷庫 Sanyo Medicool 1 2010 CDC 稼働 
27 薬品保冷庫 Sanyo Medicool 1 2007 政府 稼働 
28 薬品保冷庫 Sanyo Medicool 1 2007 政府 稼働 
29 薬品保冷庫 Sanyo Medicool 1 2007 政府 稼働 
30 ﾌﾘｰｻﾞｰ Sanyo Medical Freezer 1 2007 CDC 稼働 
31 超低温保冷庫 Sanyo Ultra Low 1 2007 KfW 稼働 
32 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ､8 ﾁｬﾝﾈﾙ Eppendorf  － 1 2006 RIVM 稼働 
33 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ､12 ﾁｬﾝﾈﾙ P.Finn  － 1 2006 RIVM 稼働 
34 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ Eppendorf  － 1 2006 RIVM 稼働 
洗浄室 

     
1 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ HIRAYAMA  HVE-50 1 2004 WHO 故障 
2 洗濯機 SAHKEN AW-S786 1 2008 政府/援助 稼働 
3 純水製造装置 MILLIPORE 

HARTECH 

 － 1 2009 政府/援助 稼働 
4 純水製造装置 IKEDA SCHIENTIFI OS-10S 1 1982 JICA 稼働 
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No 機材名 メーカー名 型式 台数 調達年 財源 稼働状況等 

5 ﾄﾞﾗｲｱｲｽ製造装置 MMC  － 1 － WHO 故障 
6 蒸留水製造装置 Gesellschaft fur Lab. TYPE 2108 1 2008 WHO 稼働 
7 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ ALP CO,LTD KT-40 1 2004 WHO 故障 
8 ｵｰﾌﾞﾝ  － Electro HERIOS 2 1972 JICA 故障 
9 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ YAMATO 

SCIENTIFIC 

SM-510 1 2008 WHO 稼働 
10 乾熱滅菌装置 Memmert  － 1 1982 WHO 稼働 
11 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀ N-BIOTEK.INK NB-203C 1 2006 政府/援助 故障 
12 乾熱滅菌装置 Memmert  － 1 2000 WHO 稼働 
13 乾熱滅菌装置 HIRAYAMA MF 

CORP 

D-80E 1 1979 WHO 稼働 
14 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ ALP CO,LTD KT-30LDP 1 2008 CDC 稼働 
15 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ TOMY KOGYO 

CO.,L. 

Autoclave ES-215 1 2008 WHO 稼働 
16 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ Gesellschaft fur Lab. Typ 2012 1 2008 WHO 稼働 
試料保管室 

     
1 超低温保冷庫 Sanyo Ultralow VIP 86 1 2007 CDC 故障 
2 超低温保冷庫 Sanyo Ultralow VIP  1 2007 政府/援助 稼働 
3 超低温保冷庫 Sanyo Ultralow VIP 3 2007 CDC 稼働 
4 超低温保冷庫 Thermo Scientific Revco Value Pl. 1 2009 政府/援助 稼働 
5 超低温保冷庫 Sanyo Ultralow VIP 1 2007 政府/援助 稼働 

 

表 2-11 OBRD Aceh既存機材リスト 

No 機材名 メーカー名 型式 台数 調達年 財源 稼働状況 

PCR 検査室       

1 ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCR 装置 Roche LightCycler 1 2012 政府 稼働 
2 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ Esco PCR Cabinet 1 2012 政府 稼働 
3 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ Esco Infinity 1 2012 政府 稼働 
4 ﾌﾘｰｻﾞｰ Kirsch  － 1 2012 政府 稼働 
5 微量遠心機 Hettich Rotina 420R 1 2012 政府 稼働 
その他の検査室 

      
1 ﾄﾞﾗﾌﾄﾁｬﾝﾊﾞｰ Esco Frontier 1 2009 政府 稼働 
2 分析天秤 Mettler Toledo AL204 1 2012 政府 稼働 
3 生物顕微鏡 Nikon C-SRS 1 2009 政府 稼働 
4 実体顕微鏡 Nikon G-AL 1 2007 － 稼働 
5 生物顕微鏡 Nikon YS100 1 2007 － 稼働 
6 生物顕微鏡 Nikon Eclipse E 100 2 2009 － 稼働 
7 生物顕微鏡  － SMZ-645 1 2007 － 稼働 
8 乾熱滅菌機 Memmert  － 1 2010 － 稼働 
9 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ Hirayama Hiclave HVE-50 1 2011 － 稼働 

10 超低温保冷庫 Sansio  － 1 2005 USA 稼働 
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２－２ プロジェクトサイト及び周辺の状況 

 

２－２－１ 関連インフラの整備状況 

 

（1） 道路 

CBBTH の施設は既存の NIHRD のサイトの入り口に近接して配置されており、大型のト

ラックや 40 フィートクラスのトレーラーも容易にアプローチできる。 

一方、OBRD Aceh の施設はアチェ市の郊外に位置し、幹線道路から小型トラックが 1

台通れる小道を 200～300m 入ったところにある。サイトへの入り口は狭い前面道路から左

折してアプローチすることから、大型トラックなどによるアクセスは困難である。 

 

（2） 電力 

CBBTH の施設への電力は電力会社から 3 相 4 線 20kV 50Hz で送られ、トランスにより

380-220V に降圧して施設全体に供給されている。停電が頻発しているため、非常用の自

家発電機が設置されている。 

一方、OBRD Aceh の施設には 3 相 4 線 380-220V 50Hz の低圧電力が施設全体に供給さ

れている。 

 

（3） 給水 

CBBTH 施設には市水と井戸水が共に使われているが、通常は井戸水を主水源として利

用されている。 

一方、OBRD Aceh 施設の給水は市水と井戸水が使われている。市水の水圧が低く断水

も多いため、継続的かつ安定した給水が求められている。 

 

２－２－２ 自然条件  

 

（1） 気温、湿度 

ジャカルタの気候は熱帯性気候に属しており、最高気温の平均 31.8℃に対し最低気温の

平均も 25.0℃であり年間を通して暑い。乾季と雨季がありおおむね 5 月から 10 月までは

乾季、11 月から 4 月までは雨季である。乾季には湿度はあまりあがらず過ごしやすいが、

雨季は湿度が上昇しスコールのあとは特に高くなる。 

一方、アチェは年平均気温が 27.1℃で最高気温の平均 32.6℃に対して最低気温の平均は

22.8℃であり、年間の平均湿度は 81.4%と高い。 

 

（2） 降雨量 

ジャカルタの年間降水量は 1,650mm を超え、年によっては 2,000mm 近くとなり、東京

の約 1,500mm より多い。特に 11 月から 4 月の雨季には年間の 80%に近い降水量を観測す

る。 



 

- 28 - 

一方、アチェも年間の降雨量が 2,000mm 程度である。明確な乾季と雨季の区別がない

が、特に 11 月と 12 月は雨量が多く約 40%がこの 2 ヶ月間に降っている。 

 

２－２－３ 環境社会配慮 

 

（1） 廃棄物処理 

CBBTH の一般廃棄物は市が毎日収集しているが、感染系の廃棄物は別棟にある 1 バー

ナータイプの焼却炉によって焼却処理することになっている。しかし、排出される黒煙と

臭気の苦情が周辺住民から出されたために、運転されていない。現在は、CBBTH の 2 階

洗浄室に一旦保管され、まとまった段階で感染系廃棄物処理業者に依頼して焼却処理され

ている。 

CBBTH の施設管理責任者によれば、黒鉛と臭気は 5～6m 程度の低い煙突が原因である

との見解であった。しかし、焼却炉メーカーの現地調査によると、廃棄物に含まれるプラ

スティックの割合が 20%を超えたために不完全燃焼が起きているとの見解が出されバー

ナーの追加と煙突の延長を含む改修が提案された。2013 年 1 月の段階で改修工事は完了し

ており、マニュアルの提供と運転に関するトレーニングを待っている状況である。 

OBRD Aceh の検査施設では、感染系の廃棄物はオートクレーブなどで滅菌したのち、

施設専用の焼却室の中に焼却炉が設置されており、廃棄物がまとまった段階で焼却処理さ

れている。 

一般廃棄物は敷地内で野焼き処理されているのが現状である。 

 

（2） 排気、排水 

環境への影響は、本プロジェク対象施設で周辺環境に影響を与える可能性がある項目と

して廃棄物処理の他に BSL-3 検査室からの排気、排水の処理である。 

BSL-3 検査室からの排気については、全て HEPA フィルターを通して排出していること

から、通常の運用をしている限り問題とはならない。 

BSL-3 検査室からの排水については、排水処理装置により薬剤による滅菌を行なってい

る。一方、CBBTH における BSL-2 検査室からの排水は浄化槽により処理をしたのち排水

されている。 

OBRD Aceh の施設では排水処理槽による沈殿浄化処理がなされている。 

 

２－３ その他（類似施設） 

 

２－３－１ アイルランガ大学熱帯病センターの BSL-3検査室 

 

（1） 施設  

アイルランガ大学は「イ」国の第二の都市スラバヤ市に位置する。無償資金協力で 1997

年に整備されたアイルランガ大学熱帯病センターの施設内に、日本の文部科学省の「新
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興・再興感染症拠点形成プログラム」によって 2007 年に BSL-3 検査室が整備され、神戸

大学の新興・再興感染症国際共同研究拠点として現在研究が行なわれている。 

BSL-3 検査室は約 25 ㎡（5.6m×4.6m）の広さを有する 1 室のみであり、日本のメーカー

による設計でありパネル式構造となっている。機械室が隣接して設けられ、検査室のため

の空調機、UPS（無停電装置）や CO2 ガスシリンダーが置かれている。検査室の周囲はメ

ンテナンススペースとなっており、天井の上は HEPA フィルターユニットやダクト、電気

ケーブルなどの設置スペースである。 

研究者は前室から入室し、エアーロック室で防護衣に着替え、サンダルに履替えて

BSL-3 検査室に入室する。この BSL-3 検査室には 2 名の日本人研究者が常駐している。 

なお、BSL-2 検査室に関しては無償資金協力によって整備された検査室を整備・機材補

充を行なって使用している。 

 

（2） 運営・維持管理 

メンテナンススタッフは高校卒業後、アイルランガ大学にて 20 年間勤務している技術

者１名のみであり、BSL-3 検査室の管理の経験を有していない。 

昼間はこのスタッフが常駐している。夜間はセキュリティスタッフの巡回による管理方

式となり、異常が発生した場合には責任者に連絡する体制を取っている。 

BSL-3 検査室の施設維持管理について、空調システムのフィルターは、メンテナンスス

タッフにより交換され、HEPA フィルターは１年に１回、中性能は 2 ヶ月に１回行われて

いる。しかし、安全キャビネットの HEPA フィルター交換は、専門家でなければ困難であ

ることから、日本のメーカーの技術者により行われている。 

定期メンテナンス契約はなされていないため、安全キャビネットについても異常時には

日本のメーカーに連絡して、その都度対応を依頼している状況である。 

異常時に対する SOP は整備されておらず、BSL-3 検査施設としての認証は取得していな

い。 

なお、BSL-3 検査室の滅菌のためのくん蒸は研究者によって行われている。 

 

２－３－２ エイクマン研究所の BSL-3検査室 

 

（1） 施設  

ジャカルタにある二つの国家検査機関が BSL-3 検査室を有している。そのうちの一つの

検査機関が本計画で対象となっている NIHRD であり、もう一つの検査機関はこれまでに

NIHRD と協力して AI 検査も行っていたエイクマン研究所（Eijkman Institute）である。1888

年に創立され、この研究所にある BSL-3 検査室は 2006 年に整備され、ノルウエーの認証

機関 DNV（Det Norske Veritas）の認証を受けており、この団体の支援を受けて運用されて

いる。 

BSL-3 検査室は 2 室有しているが、前室は共用であるため同じ検体を同じ時間帯で運用

することを書類で規定して使用している。今後の予定として、運転費の低減や効率的な運

用の観点から、前室をそれぞれに設ける改修を検討している。 
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（2） 運営・維持管理 

エイクマン研究所は科学研究所所管の研究機関であるが、以前は保健省所管の AI に係

る国の検定機関であった。 

研究所はバイオセイフティ専門部門を有していないので、実際の管理は施設管理部門が

担当している。なお、BSL-3 検査室に係る「バイオリスク委員会」は組織されている。 

BSL-3 検査室のメンテナンス要員として 2 名（機械 1 名、電気 1 名）のエンジニアが配

置され、USAID の支援による米国でのトレーニングを受けた実績を持つ。このエンジニ

アによる HEPA フィルターの交換は可能であるが、交換後のバリデーションはシンガポー

ルの民間会社へ外部委託する必要があり、費用が嵩む状況である。 

なお、SOP 等の BSL-3 検査室関連の必要書類はノルウエーの支援を受けて整備され、上

位文書については EU の支援を受けて整備されたようである。 

 



 

 

 

第３章 プロジェクトの内容 
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第３章 プロジェクトの内容 
 

３－１ プロジェクトの概要 

 

３－１－１ 上位目標とプロジェクト目標 

「イ」国では、2005 年に最初の鳥インフルエンザ（AI）ウイルスのヒト感染事例が確認さ

れ、2012 年 8 月時点では世界で最も多い 191 例の発生（うち死亡 159 例）が確認されており、

100 例を超える報告国の中で致死率が最も高い。また、ヒトへの感染の拡大を介して感染力

の強い新型インフルエンザへの変異を引き起こし、「イ」国内のみならず世界中に多大な感

染者と死者をもたらす可能性が危惧されている。 

こうした感染症の拡大を防止するため、「イ」国政府は「保健セクター戦略 2010-2014」に

おいて、2014 年までに早期警戒対応システムの全国展開及びアウトブレイクに対する 24 時

間以内の警報発令を行う体制を整備することを目標としている。これに関連して、保健省傘

下にあるNIHRDにおいては、感染症対策を対象としたCBBTHの建物を建設し、国際基準に

準じた BSL-3 検査室及び BSL-2 検査室を整備している。また、NIHRD 傘下にある OBRD 

Aceh においても、感染症対策を対象とした新しい建物の建設を計画している。 

本プロジェクトは、NIHRD における CBBTH の BSL-3 検査室・BSL-2 検査室及び OBRD 

Aceh の PCR 検査施設の感染症検査機材の整備を行うことにより、対象検査室の機能強化と

研修実施体制の強化を図り、もって AI をはじめとする新興・再興感染症のアウトブレイク

に対する 24 時間以内の警報発令を行なう体制を整備することを目標としている。さらには、

同国及び周辺国への感染症拡大防止にも貢献する。 

 

３－１－２ プロジェクトの概要 

本プロジェクトは、AI及び新興・再興感染症の早期診断及び適切な対策策定のための機能

を強化するために、NIHRD が管轄する CBBTH の BSL-3 検査室、BSL-2 検査室、トレーニン

グ室への機材の調達および OBRD Aceh の PCR 検査室への機材の調達を実施することとして

いる。これにより、対象施設において扱うことが可能な病原体の種類、および NIHRD での研

修受講者数の増加が期待されている。 
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３－２ 協力対象事業の概略設計 

 

３－２－１ 設計方針 

 

（1）基本方針 

本プロジェクトの対象施設は表 3-1 に示す CBBTH と OBRD Aceh の 2 ヶ所である。 

 

表 3-1 本プロジェクトの対象施設 

CBBTH OBRD Aceh 

4 階 ・クリーンルーム／RNA 抽出室 
・分析室 
・ウイルス分離室 

2013 年に「イ」国政府予算で建設さ

れる PCR 検査室 

3 階 ・トレーニング室 
2 階 ・洗浄室 
1 階 ・BSL-3 検査室（4 つの検査室のうちの 3 室） 

・BSL-2 サポーティング検査室 
 

本計画では、主として AI 対策の診断・研究及び研修に必要な機材を調達することであ

り、特に、BSL-3 検査室、BSL-2 検査室で使用する機材を中心に整備する計画である。以

下の基本方針に基づいて機材を選定する。 

① AI 対策等の診断・研究・研修に必要な機材 

② バイオセイフティ対策基準に則った機材 

③ 対象施設の技術レベルで運用が可能な機材 

④ 運営・維持管理が可能な機材 

⑤ 交換部品・試薬・消耗品等を円滑に調達ができる機材 

 

（2）自然条件に対する方針 

ジャカルタの気候は熱帯性気候に属しており、最高気温の平均 31.8℃に対し最低気温の平

均も 25.0℃であり年間を通して暑い。乾季と雨季がありおおむね 5 月から 10 月までは乾季、

11 月から 4 月までは雨季である。一方、アチェは年平均気温が 27.1℃で最高気温の平均 32.6℃

に対して最低気温の平均は 22.8℃であり、年間の平均湿度は 81.4%と高い。 

このような自然条件であるが、CBBTH の各検査室には空調設備が整備されており、また

OBRD Aceh の新施設についても空調設備が計画されているので、停電時の電源バックアップ

などの措置が取られるなど、空調が適切に運転できれば現地の自然条件に対し特に留意すべ

き点はない。 

 

（3）社会経済条件に対する方針 

「イ」国における 2010 年の 1 人あたりの国民総所得（GDP）は 3,000 ドルを超え、その後

も着実に経済成長を続けいている。しかしながら、AIを含む新興・再興感染症の影響から、

人的・経済的な損失となり、大きなマイナス要因として今後も懸念されている。このような

状況下で、AI をはじめとする感染症の診断・研究・研修を目的とした BSL-3 検査室及び



- 33 - 

BSL-2 検査室の機材整備は、「イ」国内での多数の検体を安全・正確・迅速に診断できる体

制が整う。その診断結果に基づいて適切な感染症対策を講ずることによって、感染症の拡大

を沈静化させることが可能となる。 

 

（4）調達事情に対する方針 

「イ」国で調達されている機材は日本製品および欧米製品が主流である。現地で検査機材

を扱う代理店には経験豊富な技術者が多く、カスタマーサービスやアフターサービスシステ

ムも比較的整っている。スペアパーツや消耗品等の供給も現地で迅速に対応ができる。本計

画ではこれらの代理店を活用して機材調達を行う。 

 

（5）現地業者の活用に係る方針 

本計画は機材の調達であり、機材据付に必要な給排水設備及び電源（コンセント）は相手

国負担工事である。機材の据付け、調整・試運転及び対象施設の関係者に対するトレーニン

グは、日本の調達業者が派遣するメーカーの技術者または現地代理店の技術者が行う。また

調達監理は日本法人のコンサルタントが実施することになり、本計画の実施に当たっては現

地コンサルタントの活用は予定していない。 

 

（6）運営・維持管理に対する対応方針 

本計画においては、既存の施設及び増築施設の中に機材が設置される。調達される機材は、

既存機材と類似のものが多く、特に取扱いに伴う問題はない。人員配置に関して、CBBTH に

ついては人数的に問題はなく、OBRD Aceh についてはプロジェクト実施後の人員強化が 2013

年度予算で行われることになっている。しかしながら、BSL-3 施設の安全な運用のために必

要な知識、特に SOP などを作成する知識は十分ではなく、適切な維持・管理能力の向上を目

的としたソフトコンポーネントを実施する。 

なお、機材選定にあたり現状の技術レベルで無理なく維持管理ができるとともに、試薬・

消耗品が比較的少ない機種を優先的に選定して、維持管理費の軽減を図る。 

 

（7）機材のグレードの設定に係わる方針 

機材のグレードは既存機材とほぼ同等とし、現有の研究者の技術レベルに合った機材を中

心に設定する。現地調査結果から、現地では停電が多く電源復帰時の電圧変動が大きいため、

機材によってはその影響を受けて破損するレベルであり、それらの機材には自動電圧調整装

置（AVR）または無停電装置（UPS）を付属させる。 

 

（8）調達方法、工期に係る方針 

1） 調達方法に係る方針 

本計画の機材調達は原則として日本から行うこととする。しかし、分析機器などの一部

の機材に関しては、製造業者の代理店が必要になることや、調達対象を日本製品に限定す

ることにより、入札での競争が成立せず、公正な入札が行なわれなくなることを避けるた

めに、第三国製品の調達も考慮する。 
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2） 工期に係る方針 

本計画で調達される機材の中には特殊機材などは含まれず、機材の製作・検査・輸送・

据付工事等は比較的短期間で実施できる。実施スケジュールを守るためには、G/A 署名後

の相手国政府による銀行口座開設が円滑かつ短期間で行われ、支払授権書（A/P）の発給、

免税措置の速やかな実施が不可欠である。「イ」国における従来の免税手続きに数ヶ月を要

することもあることから、免税措置には特に注意が肝要である。本計画ではこのような注

意事項を考慮して、機材調達の工期を設定する。 

 

３－２－２ 基本計画 

 

（1）全体計画 

本協力対象事業において調達される機材は、表 3-1 に示した 2 ヶ所の対象施設に対する計

画とし、各検査室の診断・研究及び研修に合致した計画とする。本協力対象事業における機

材調達は、プロジェクトサイトまでの輸送及び据付工事を含む計画とする。 

 

（2）最終要請機材 

現地調査での協議において合意され、2012 年 8 月 3 日に調査団と「イ」国側との間で署名さ

れたミニッツに記載されている最終要請機材内容は表 3-2 及び表 3-3 のとおりである。 

 

表 3-2 CBBTH最終要請機材内容 

番号 機材名 優先 
順位 

BSL-3 検査室 
1 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ A 
2 小型微量遠心機 A 
3 冷却遠心機 A 
4 微量冷却遠心機 B 
5 細胞破壊装置 A 
6 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｴｲﾄﾞ A 
7 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(8 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
8 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(12 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
9 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(1 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 

10 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｽﾀﾝﾄﾞ A 
11 恒温水槽 A 
12 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ B 
13 倒立顕微鏡 A 
14 CO2/LN2 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ付超低温保冷庫 A 
15 薬品保冷庫 A 
16 吸引装置 A 
17 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ A 
18 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ A 
19 作業台 A 
BSL-2 サポーティング検査室 
1 小型微量遠心機 A 
2 冷却遠心機 A 

番号 機材名 優先 
順位 

3 微量冷却遠心機 A 
4 卓上型高速遠心機 A 
5 上皿分析天秤 A 
6 電子天秤 A 
7 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ B 
8 ﾏｸﾞﾈﾁｯｸｽﾀｰﾗｰ B 
9 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｴｲﾄﾞ A 

10 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(8 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
11 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(12 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
12 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(1 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
13 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｽﾀﾝﾄﾞ A 
14 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ A 
15 恒温水槽 A 
16 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ A 
17 ｶﾒﾗ付蛍光顕微鏡 A 
18 倒立顕微鏡 A 
19 ﾌﾘｰｻﾞｰ A 
20 CO2/LN2 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ付超低温保冷庫 A 
21 液体窒素容器 B 
22 吸引装置 B 
23 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ A 
24 ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ A 
クリーンルーム／RNA 抽出室 
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番号 機材名 優先 
順位 

1 小型微量遠心機 B 
2 冷却遠心機 B 
3 電子天秤 B 
4 細胞破壊装置 B 
5 ﾏｸﾞﾈﾁｯｸｽﾀｰﾗｰ B 
6 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ A 
ウイルス分離室 
1 小型微量遠心機 B 
2 ﾏｸﾞﾈﾁｯｸｽﾀｰﾗｰ B 
3 pH ﾒｰﾀｰ B 
4 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｴｲﾄﾞ A 
5 連続分注ﾋﾟﾍﾟｯﾄ A 
6 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(8 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
7 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(12 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
8 ﾛｰﾗｰﾎﾞﾄﾙ CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ B 
9 ﾌﾘｰｻﾞｰ B 

10 吸引装置 A 
11 ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ A 
分析室 
1 小型微量遠心機 A 
2 横型電気泳動装置 A 
3 縦型電気泳動装置 A 
4 ｹﾞﾙﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ装置 A 
5 ﾏｸﾞﾈﾁｯｸｽﾀｰﾗｰ A 
6 pH ﾒｰﾀｰ A 
7 連続分注ﾋﾟﾍﾟｯﾄ A 
8 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(8 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
9 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(12 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 

10 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(1 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
11 ｿﾆｹｰﾀｰ A 
12 ﾌﾟﾚｰﾄｼｪｰｶｰ A 
13 ｼｪｰｶｰｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ A 
14 ﾅﾉﾄﾞﾛｯﾌﾟ分光光度計 A 
15 DNA ｼｰｸｴﾝｻｰ B 
16 PCR 装置 A 

番号 機材名 優先 
順位 

17 試験管ｼｪｰｶｰ B 

共用機材 
1 電子顕微鏡 B 
2 ﾌﾘｰｻﾞｰ B 
3 CO2/LN2 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ付超低温保冷庫 B 
4 製氷機 A 
5 ｶﾞﾗｽ器具洗浄装置 B 
6 蒸留水製造装置 A 
7 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ器具 B 
8 ﾄﾞﾗｲｱｲｽ製造装置 A 
トレーニング室 
1 小型微量遠心機 A 
2 冷却遠心機 B 
3 微量冷却遠心機 A 
4 電子天秤 A 
5 横型電気泳動装置 A 
6 ｹﾞﾙﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ装置 A 
7 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ B 
8 ﾏｸﾞﾈﾁｯｸｽﾀｰﾗｰ A 
9 pH ﾒｰﾀｰ A 

10 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｴｲﾄﾞ A 
11 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(8 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
12 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(12 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
13 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(1 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
14 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｽﾀﾝﾄﾞ A 
15 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ A 
16 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ A 
17 恒温水槽 A 
18 倒立顕微鏡 A 
19 ﾌﾘｰｻﾞｰ B 
20 CO2/LN2 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ付超低温保冷庫 B 
21 薬品保冷庫 A 
22 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ A 

優先順位 A: 本計画において必要性が高い機材 
優先順位 B: 必要性はあるが引き続き検討が必要な機材 
 

表 3-3 OBRD Aceh最終要請機材内容 

番号 機材名 
優先 
順位 

 
順位 

1 小型微量遠心機 A 
2 微量冷却遠心機 A 
3 電子天秤 A 
4 横型電気泳動装置 A 
5 ｹﾞﾙﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ装置 A 
6 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｴｲﾄﾞ A 

番号 機材名 
優先 
順位 

 
順位 

7 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(8 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
8 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(12 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 
9 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ(1 ﾁｬﾝﾈﾙ) A 

10 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｽﾀﾝﾄﾞ A 
11 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ A 
12 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ A 
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番号 機材名 
優先 
順位 

 
順位 

13 恒温水槽 A 
14 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ A 
15 ﾌﾘｰｻﾞｰ A 
16 CO2/LN2 ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ付超低温保冷庫 A 

番号 機材名 
優先 
順位 

 
順位 

17 薬品保冷庫 A 
18 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ A 
19 PCR 装置 A 
20 ﾄﾞﾗｲｱｲｽ製造装置 A 

優先順位 A: 本計画において必要性が高い機材 
優先順位 B: 必要性はあるが引き続き検討が必要な機材 
 

（3）要請機材の検討 

対象施設の各検査室に対する要請機材についての検討結果を以下に述べる。なお、表

3-4 から表 3-11 の要請台数はテクニカルメモランダム協議にて先方から要請された台数で

ある。 

 

1）CBBTH の要請機材 

表 3-4 BSL-3検査室 

番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
1 オートクレーブ A 3 3 11 恒温水槽 A 1 1 
2 小型微量遠心機 A 2 2 12 CO2 インキュベーター B 1 0 
3 冷却遠心機 A 2 2 13 倒立顕微鏡 A 2 2 

4 微量冷却遠心機 B 2 2 14 CO2/LN2 バックアップ付
超低温保冷庫 A 1 0 

5 細胞破壊装置 A 1 1 15 薬品保冷庫 A 2 2 
6 ピペットエイド A 3 3 16 吸引装置 A 2 2 
7 ピペット（8 チャンネル） A 3 3 17 インキュベーター A 1 1 
8 ピペット（12 チャンネル） A 3 3 18 安全キャビネット A 3 3 
9 ピペット（1 チャンネル） A 3 3 19 作業台 A 4 5 
10 ピペットスタンド A 3 3      

 

本計画では BSL-3 施設に関連して、BLS-3 一般検査室、BSL-3 ウイルス検査室（1）及

び BSL-3 ウイルス検査室（2）の 3 つの BSL-3 検査室の機材を整備する。しかし、BSL-3

細菌検査室の機材整備は本計画では対象としない。 

 

① 検査室内で使用した感染性材料を滅菌するための「オートクレーブ」が各検査室に必

要であり、3 台整備する。 

② ウイルス検査室（1）に既存の冷却遠心機が 1 台あるが、BSL-3 検査室で使用するた

めの仕様を満たしていないので更新する。「小型微量遠心機」、「冷却遠心機」、「微量

冷却遠心機」がウイルス検査室（1）及びウイルス検査室（2）に必要であり、それぞ

れの検査室に整備する。また同検査室には「倒立顕微鏡」、「薬品保冷庫」、「吸引器」

も不足しているので整備する。 

③ 「細胞破壊装置」及び「恒温水槽」が必要であり、1 台ずつ整備して 3 つの検査室で

共用する。 

④ 検査室及び安全キャビネットの中で使用するピペットが不足しており、「ピペットエ

イド」、「8 チャンネルピペット」、「12 チャンネルピペット」、「1 チャンネルピペッ



- 37 - 

ト」を各検査室に整備する。 

⑤ 「インキュベーター」が不足しているので 1 台整備する。ただし、「CO2 インキュベ

ーター」は既存機材が引き続き使用できるので本計画では対象外とする。 

⑥ 「CO2/LN2 バックアップ付超低温保冷庫」が要請されているが、BSL-3 検査室には非

常用電源が整備されているので必要ないと判断する。 

⑦ 既存の「安全キャビネット」は BSL-3 検査室で使用するための仕様を満していないの

で更新する。ただし、これらの既存の「安全キャビネット」は BSL-2 検査室では使用

可能であり、BSL-2 サポーティング検査室及びトレーニング室に移設して使用する。 

⑧ 「作業台」が一般検査室に 2 台、ウイルス検査室（1）に 1 台、ウイルス検査室（2）

に 2 台不足しているので、計 5 台整備する。 

 

表 3-5 BSL-2サポーティング検査室 

番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
1 小型微量遠心機 A 3 4 13 ピペットスタンド A 4 4 
2 冷却遠心機 A 1 1 14 ボルテックスミキサー A 4 4 
3 微量冷却遠心機 A 1 1 15 恒温水槽 A 2 2 
4 卓上型高速遠心機 A 1 1 16 CO2 インキュベーター A 2 2 
5 上皿分析天秤 A 1 1 17 カメラ付蛍光顕微鏡 A 1 1 
6 電子天秤 A 1 1 18 倒立顕微鏡 A 1 1 
7 安全キャビネット B 2 0 19 フリーザー A 1 1 

8 マグネチックスターラー B 2 2 20 CO2/LN2 バックアップ付
超低温保冷庫 A 2 2 

9 ピペットエイド A 2 2 21 液体窒素容器 B 1 2 
10 ピペット（8 チャンネル） A 4 4 22 吸引装置 B 2 2 
11 ピペット（12 チャンネル） A 4 4 23 オートクレーブ A 2 2 
12 ピペット（1 チャンネル） A 4 4 24 クリーンベンチ A 2 2 

 

AI 等の診断・研究は BSL-3 検査室の機材だけでは実施できないので、BSL-2 サポーテ

ィング検査室の機材は必須である。CBBTH には BSL-2 サポーティング検査室が 2 室ある

が、機材は未だ整備されておらず、上記機材は必要不可欠である。 

① それぞれの検査室と 2 台の安全キャビネット用に「小型微量遠心機」が必要であり、

計 4 台の小型微量遠心機を整備する。 

② それぞれの検査室に「マグネチックスターラー」、「ピペットエイド」、「恒温水槽」、

「CO2 インキュベーター」、「超低温保冷庫」、「吸引装置」、「オートクレーブ」及び

「クリーンベンチ」が必要である。なお、「CO2/LN2 バックアップ付属の超低温保冷

庫」については施設側で非常用電源が整備されているので、「CO2/LN2 バックアップ」

は付属しない。 

③ それぞれの検査室、安全キャビネット及びクリーンベンチ内で使用する各種「ピペッ

ト」及び「ボルテックスミキサー」を 4 台ずつ整備して共用する。 

④ 細胞とウイルスの搬送用の「液体窒素容器」を 2 台整備する。 
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表 3-6 クリーンルーム/RNA抽出室 

番

号 
機材名 

優先 

順位 

要請

台数 

計画

台数 

番

号 
機材名 

優先 

順位 

要請

台数 

計画

台数 

1 小型微量遠心機 B 3 3 4 細胞破壊装置 B 1 1 

2 冷却遠心機 B 1 1 5 マグネチックスターラー B 1 1 

3 電子天秤 B 1 1 6 オートクレーブ A 4 2 

 

① 既存の「小型微量遠心機」が老朽化して作業に支障を来しているので 3 台整備する。

これらは PCR ステーション内で使用する計画とする。 

② バイオハザード防止対策仕様の「冷却遠心機」、「電子天秤」、「細胞破壊装置」及び「マ

グネチックスターラー」が不足しているので 1 台ずつ整備する。 

③ クリーンルームと RNA 抽出室にバイオハザード防止対策仕様の「オートクレーブ」が

不足しているので各検査室に 1 台ずつ整備する。 

 

表 3-7 ウイルス分離室 

番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 

1 小型微量遠心機 B 3 3 8 ローラーボトル CO2 イン
キュベーター B 1 1 

2 マグネチックスターラー B 1 1 9 フリーザー B 2 2 
3 pH メーター B 1 1 10 吸引装置 A 1 1 
4 ピペットエイド A 3 2 11 クリーンベンチ A 1 1 
5 連続分注ピペット A 3 2 12 オートクレーブ - - 1 
6 ピペット（8 チャンネル） A 3 2 13 ピペットスタンド - - 2 
7 ピペット（12 チャンネル） A 3 2      

 

① 共用検査室、細胞培養室及びウイルス分離室用の「小型微量遠心機」が不足している

ので 3 台整備する。 

② 「pH メーター」、「ローラーボトル CO2 インキュベーター」、「吸引装置」、「クリーン

ベンチ」、「オートクレーブ」が不足しているので各 1 台整備する。また「マグネチッ

クスターラー」の台数が不足しているので 1 台整備する。 

③ 共用検査室に「ピペット」の台数が不足しているので、2 台ずつ整備する。ただし、細

胞培養室及びウイルス分離室のピペットについては既存の機材が引き続き使用できる

と判断し、本計画では対象としない。 

④ 共用検査室及びウイルス培養室用の「フリーザー」が不足しているので 2 台整備する。 

 

表 3-8 分析室 

番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
1 小型微量遠心機 A 1 3 11 ソニケーター A 1 1 
2 横型電気泳動装置 A 2 2 12 プレートシェーカー A 1 1 

3 縦型電気泳動装置 A 1 1 13 シェーカーインキュベータ

ー 
A 1 1 

4 ゲルドキュメンテーション

装置 
A 1 1 14 ナノドロップ分光光度計 A 1 1 

5 マグネチックスターラー A 1 1 15 DNA シークエンサー B 1 1 
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番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
6 pH メーター A 1 1 16 PCR 装置 A 3 3 
7 連続分注ピペット A 1 1 17 試験管シェーカー B 1 1 
8 ピペット（8 チャンネル） A 2 2 18 オートクレーブ - - 1 
9 ピペット（12 チャンネル） A 2 2 19 ピペットスタンド - - 2 
10 ピペット（1 チャンネル） A 2 2      

 

① シークエンシング、電気泳動及びその他の試薬の準備で使う「小型微量遠心機」が不

足しているので 3 台整備する。 

② 「横型電気泳動装置」及び各種「ピペット」が老朽化によって台数が不足しているの

で、2 台ずつ整備する。「ゲルドキュメンテーション装置」の 2 台のうち 1 台が故障し

て修理が困難となっているので更新する。また「マグネチックスターラー」の台数が

不足しているので 1 台整備する。 

③ 「縦型電気泳動装置」、「pH メーター」、「連続分注ピペット」、「ソニケーター」、「プレ

ートシェーカー」、「シェーカーインキュベーター」、「ナノドロップ分光光度計」、

「DNA シークエンサー」、「試験管シェーカー」、「オートクレーブ」が不足しているの

でそれぞれ 1 台ずつ整備する。 

④ 既存の「PCR 装置」10 台のうちの 3 台が老朽化により修理が困難になっている。2013

年には交換部品が入手できなくなるので更新する。 

 

表 3-9 共用機材 

番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
1 電子顕微鏡 B 1 0 6 蒸留水製造装置 A 1 1 
2 フリーザー B 1 0 7 メンテナンス機器 B 1 1 

3 CO2/LN2 バックアップ付
超低温保冷庫 B 1 1 8 ドライアイス製造装置 A 1 1 

4 製氷機 A 1 1 9 オートクレーブ - - 3 
5 ガラス器具洗浄装置 B 1 0      

 

① 試料室の「超低温保冷庫」が 1 台故障し修理が困難となっているため更新する。ただ

し「CO2/LN2 バックアップ装置」については、施設側で非常用電源が整備されている

ので付属しない。洗浄室の「蒸留水製造装置」が老朽化によって使用困難となってい

るので更新する。また、「製氷機」及び「ドライアイス製造装置」が必要であり、そ

れぞれ 1 台ずつ整備する。 

② 洗浄室に汚染物滅菌用のバイオハザード防止対策仕様の「オートクレーブ」が不足し

ているので、3 台整備する。また、BSL-3 検査室、BSL-2 検査室等の運用のためのメン

テナンス機器が必要であり 1 式整備する。 

③ 電子顕微鏡を用いた研究計画がないことから、「電子顕微鏡」は本計画の対象としな

い。AI 試料保管室用の「フリーザー」は必要性が低いと判断される。またガラス器具

は各検査室にて洗浄していることから、洗浄室用の「ガラス洗浄装置」の必要性も低

いと判断される。したがって、これらの 2 アイテムの機材は本計画では対象外とする。 
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表 3-10 トレーニング室 

番

号 
機材名 

優先 

順位 

要請

台数 

計画

台数 

番

号 
機材名 

優先 

順位 

要請

台数 

計画

台数 

1 小型微量遠心機 A 3 3 12 ピペット（12 チャンネル） A 2 2 

2 冷却遠心機 B 1 1 13 ピペット（1 チャンネル） A 4 4 

3 微量冷却遠心機 A 1 1 14 ピペットスタンド A 4 4 

4 電子天秤 A 1 1 15 ボルテックスミキサー A 3 3 

5 横型電気泳動装置 A 2 2 16 PCR ワークステーション A 1 1 

6 
ゲルドキュメンテーション

装置 
A 1 1 17 恒温水槽 A 1 0 

7 安全キャビネット B 1 0 18 倒立顕微鏡 A 1 0 

8 マグネチックスターラー A 1 0 19 フリーザー B 1 1 

9 pH メーター A 1 0 20 
CO2/LN2 バックアップ付
超低温保冷庫 

B 1 1 

10 ピペットエイド A 2 2 21 薬品保冷庫 A 1 1 

11 ピペット（8 チャンネル） A 2 2 22 オートクレーブ A 1 1 

 

トレーニング室はすでに整備されており、本計画で PCR 検査関連機材を整備する。

CBBTH における研修計画では、これらの機材を用いた PCR 関連研修を年に数回行うこと

となっている。研修が行われない期間はデング熱、ポリオ、麻疹等のインフルエンザ以

外のウイルスのPCR検査をこのトレーニング室で行うことになる。なお、1回の研修では

10 人程度の研修生を対象とし、研修期間は基本的に 5 日間となっている。 

上記機材のうち「マグネチックスターラー」、「pH メーター」、「恒温水槽」、「倒

立顕微鏡」の 4 アイテムについて、PCR 検査研修での必要性は低いと判断されるので、本

計画では対象外とする。なお、その他の機材は必要不可欠である。 

① RNA 抽出室、試薬準備室及び分析室用に「小型微量遠心機」及び「ボルテックスミ

キサー」が 1 台ずつ必要である。 

② 研修機材として「冷却遠心機」、「微量冷却遠心機」、「電子天秤」、「ゲルドキュメンテ

ーション装置」、「PCR ワークステーション」、「フリーザー」、「超低温保冷庫」、「薬

品保冷庫」、「オートクレーブ」が 1 台ずつ必要である。なお、超低温保冷庫について

は施設側で非常用電源が整備されることになっているので、「CO2/LN2 バックアップ

装置」は付属しない。 

③ 8～10 人の研修生で「横型電気泳動装置」、「ピペットエイド」、「ピペット（8 チャン

ネル）」、「ピペット（12 チャンネル）」各 2 台を共用する。なお、ピペット（1 チャン

ネル）について、4 セットを 8～10 人の研修生で共用する計画とする。 

④ 「安全キャビネット」について、BSL-3 検査室の機材を移設して使用することとし、

本計画では対象外とする。 

⑤ PCR 装置について、インフルエンザの分析室の機材を移設して使用することになって

いるので、本計画では対象としない。 
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2）OBRD Aceh の要請機材 

表 3-11 PCR検査室 

番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
番

号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
計画

台数 
1 小型微量遠心機 A 2 2 11 ボルテックスミキサー A 3 3 
2 微量冷却遠心機 A 1 1 12 PCR ワークステーション A 1 1 
3 電子天秤 A 1 1 13 恒温水槽 A 1 1 
4 横型電気泳動装置 A 1 1 14 安全キャビネット A 1 1 

5 ゲルドキュメンテーション

装置 
A 1 1 15 フリーザー A 1 1 

6 ピペットエイド A 1 1 16 CO2/LN2 バックアップ付

超低温保冷庫 
A 1 1 

7 ピペット（8 チャンネル） A 3 3 17 薬品保冷庫 A 3 3 
8 ピペット（12 チャンネル） A 3 3 18 オートクレーブ A 1 1 
9 ピペット（1 チャンネル） A 3 3 19 PCR 装置 A 1 1 
10 ピペットスタンド A 3 3 20 ドライアイス製造装置 A 1 1 

 

上記機材は対象施設でPCR検査を行うために欠かせない。2台以上必要な機材について

の根拠を以下に示す。 

「小型微量遠心機」は AI 検体用と試薬用が必要である。各種「ピペット」及び「ボル

テックスミキサー」は検査室用、PCR ワークステーション用と安全キャビネット用が必要

であり、それぞれ 3 台ずつ計画する。「医薬品保冷庫」は RNA 抽出室、試薬準備室、分

析室に 1台ずつ必要である。施設側で非常用電源が整備されることになっているので、超

低温保冷庫には「CO2/LN2 バックアップ装置」は付属しない。 

 

 前述の要請機材の検討結果を踏まえ、下記に示す機材選定の評価項目に従って、要請機材ご

との必要性・妥当性をさらに詳細に検討した。 

 ① AI 等の診断・研究・研修を行うために必要な機材であること 

 ○ AI 等の診断・研究・研修を行うために必要不可欠 

 △ 必要性はあるが使用頻度が低い 

× AI 等の診断・研究では必要性が乏しく、既存機材が引き続き使用可能 

 ② 研究者の技術レベルに合致した機材であること 

 ○ 現在の研究者の技術レベルで使用可能 

△ 機材調達時にトレーニングを受けることによって、現在の研究者の技術レベルで

使用可能 

 × 現在の研究者の技術レベルでは運用が困難 

 ③ 維持管理の可能な機材であること 

 ○ 現在の維持管理体制、維持管理予算で対応可能 

△ 現在の維持管理体制が改善され、代理店との維持管理契約が締結されれば対応可

能 

 × 維持管理費が高額なため、現状では運用が困難と判断 
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 （総合評価） 

 ○ 本計画での調達が妥当であると判断される機材 

 × 本計画では対象外とする機材 

 

これらの検討結果一覧を表 3-12 及び表 3-13 に示す。 
 

表 3-12 CBBTH要請機材検討結果表 

番号 機材名 
優先 

順位 

要請

台数 

評価項目 総合 

評価 

計画

台数 
備 考 

① ② ③ 

BSL-3 検査室 

1 オートクレーブ A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
2 小型微量遠心機 A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
3 冷却遠心機 A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
4 微量冷却遠心機 B 2 ○ ○ ○ ○ 2  
5 細胞破壊装置 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
6 ピペットエイド A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
7 ピペット（8 チャンネル） A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
8 ピペット（12 チャンネル） A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
9 ピペット（1 チャンネル） A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
10 ピペットスタンド A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
11 恒温水槽 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  

12 CO2 インキュベーター B 1 × ○ ○ × 0 既存機材が引き続き使用でき

る 
13 倒立顕微鏡 A 2 ○ ○ ○ ○ 2  

14 CO2/LN2 バックアップ付超低温保

冷庫 
A 1 × ○ ○ × 0 既存機材が引き続き使用でき

る 
15 薬品保冷庫 A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
16 吸引装置 A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
17 インキュベーター A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
18 安全キャビネット A 3 ○ ○ ○ ○ 3  

19 作業台 A 4 ○ ○ ○ ○ 5 計画台数については上記「（3）
要請機材の検討」参照 

BSL-2 サポーティング検査室 

1 小型微量遠心機 A 3 ○ ○ ○ ○ 4 計画台数については上記「（3）
要請機材の検討」参照 

2 冷却遠心機 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
3 微量冷却遠心機 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
4 卓上型高速遠心機 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
5 上皿分析天秤 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
6 電子天秤 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  

7 安全キャビネット B 2 × ○ ○ × 0 BSL-3 検査室の既存機材を移

設して使用する 
8 マグネチックスターラー B 2 ○ ○ ○ ○ 2  
9 ピペットエイド A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
10 ピペット（8 チャンネル） A 4 ○ ○ ○ ○ 4  
11 ピペット（12 チャンネル） A 4 ○ ○ ○ ○ 4  
12 ピペット（1 チャンネル） A 4 ○ ○ ○ ○ 4  
13 ピペットスタンド A 4 ○ ○ ○ ○ 4  
14 ボルテックスミキサー A 4 ○ ○ ○ ○ 4  
15 恒温水槽 A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
16 CO2 インキュベーター A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
17 カメラ付蛍光顕微鏡 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
18 倒立顕微鏡 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
19 フリーザー A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
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番号 機材名 
優先 

順位 

要請

台数 

評価項目 総合 

評価 

計画

台数 
備 考 

① ② ③ 

20 CO2/LN2 バックアップ付超低温保

冷庫 
A 2 ○ ○ ○ ○ 2 

「CO2/LN2バックアップ装置」は
対象外、理由については上記

「（3）要請機材の検討」参照 

21 液体窒素容器 B 1 ○ ○ ○ ○ 2 計画台数については上記「（3）
要請機材の検討」参照 

22 吸引装置 B 2 ○ ○ ○ ○ 2  
23 オートクレーブ A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
24 クリーンベンチ A 2 ○ ○ ○ ○ 2  

クリーンルーム/RNA 抽出室 

1 小型微量遠心機 B 3 ○ ○ ○ ○ 3  
2 冷却遠心機 B 1 ○ ○ ○ ○ 1  
3 電子天秤 B 1 ○ ○ ○ ○ 1  
4 細胞破壊装置 B 1 ○ ○ ○ ○ 1  
5 マグネチックスターラー B 1 ○ ○ ○ ○ 1  

6 オートクレーブ A 4 ○ ○ ○ ○ 2 計画台数については上記「（3）
要請機材の検討」参照 

ウイルス分離室 

1 小型微量遠心機 B 3 ○ ○ ○ ○ 3  
2 マグネチックスターラー B 1 ○ ○ ○ ○ 1  
3 pH メーター B 1 ○ ○ ○ ○ 1  

4 ピペットエイド A 3 ○ ○ ○ ○ 2 計画台数については上記「（3）
要請機材の検討」参照 

5 連続分注ピペット A 3 ○ ○ ○ ○ 2 同上 
6 ピペット（8 チャンネル） A 3 ○ ○ ○ ○ 2 同上 
7 ピペット（12 チャンネル） A 3 ○ ○ ○ ○ 2 同上 

8 ローラーボトル CO2 インキュベー

ター 
B 1 ○ ○ ○ ○ 1  

9 フリーザー B 2 ○ ○ ○ ○ 2  
10 吸引装置 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
11 クリーンベンチ A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
12 オートクレーブ - - ○ ○ ○ ○ 1 必須機材であり 1 台整備する 

13 ピペットスタンド - - ○ ○ ○ ○ 2 上記番号 6、7 の機材に必要で

ある 

分析室 

1 小型微量遠心機 A 1 ○ ○ ○ ○ 3 計画台数については上記「（3）
要請機材の検討」参照 

2 横型電気泳動装置 A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
3 縦型電気泳動装置 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
4 ゲルドキュメンテーション装置 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
5 マグネチックスターラー A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
6 pH メーター A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
7 連続分注ピペット A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
8 ピペット（8 チャンネル） A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
9 ピペット（12 チャンネル） A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
10 ピペット（1 チャンネル） A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
11 ソニケーター A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
12 プレートシェーカー A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
13 シェーカーインキュベーター A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
14 ナノドロップ分光光度計 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
15 DNA シークエンサー B 1 ○ ○ ○ ○ 1  
16 PCR 装置 A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
17 試験管シェーカー B 1 ○ ○ ○ ○ 1  
18 オートクレーブ - - ○ ○ ○ ○ 1 必須機材であり 1 台整備する 

19 ピペットスタンド - - ○ ○ ○ ○ 2 上記番号 8、9、10 の機材に必

要である 



- 44 - 

番号 機材名 
優先 

順位 

要請

台数 

評価項目 総合 

評価 

計画

台数 
備 考 

① ② ③ 

共用機材 

1 電子顕微鏡 B 1 × △ △ × 0 理由については上記「（3）要

請機材の検討」参照 

2 フリーザー B 1 × ○ ○ × 0 試料保管室には不要と思われ

る 

3 CO2/LN2 バックアップ付超低温保

冷庫 
B 1 ○ ○ ○ ○ 1 

「CO2/LN2バックアップ装置」は
対象外、理由については上記

「（3）要請機材の検討」参照 
4 製氷機 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  

5 ガラス器具洗浄装置 B 1 × ○ ○ × 0 理由については上記「（3）要

請機材の検討」参照 
6 蒸留水製造装置 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
7 メンテナンス機器 B 1 ○ ○ ○ ○ 1  
8 ドライアイス製造装置 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  

9 オートクレーブ - - ○ ○ ○ ○ 3 理由については上記「（3）要

請機材の検討」参照 

トレーニング室 

1 小型微量遠心機 A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
2 冷却遠心機 B 1 ○ ○ ○ ○ 1  
3 微量冷却遠心機 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
4 電子天秤 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
5 横型電気泳動装置 A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
6 ゲルドキュメンテーション装置 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  

7 安全キャビネット B 1 × ○ ○ × 0 理由については上記「（3）要

請機材の検討」参照 
8 マグネチックスターラー A 1 ○ ○ ○ ○ 0 同上 
9 pH メーター A 1 ○ ○ ○ ○ 0 同上 
10 ピペットエイド A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
11 ピペット（8 チャンネル） A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
12 ピペット（12 チャンネル） A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
13 ピペット（1 チャンネル） A 4 ○ ○ ○ ○ 4  
14 ピペットスタンド A 4 ○ ○ ○ ○ 4  
15 ボルテックスミキサー A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
16 PCR ワークステーション A 1 ○ ○ ○ ○ 1  

17 恒温水槽 A 1 ○ ○ ○ ○ 0 理由については上記「（3）要

請機材の検討」参照 
18 倒立顕微鏡 A 1 ○ ○ ○ ○ 0 同上 
19 フリーザー B 1 ○ ○ ○ ○ 1  

20 CO2/LN2 バックアップ付超低温保

冷庫 
B 1 ○ ○ ○ ○ 1 

「CO2/LN2バックアップ装置」は
対象外、理由については上記

「（3）要請機材の検討」参照 
21 薬品保冷庫 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
22 オートクレーブ A 1 ○ ○ ○ ○ 1  

 

表 3-13 OBRD Aceh要請機材検討結果表 

番号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
評価項目 総合 

評価 
計画

台数 備 考 
① ② ③ 

1 小型微量遠心機 A 2 ○ ○ ○ ○ 2  
2 微量冷却遠心機 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
3 電子天秤 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
4 横型電気泳動装置 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
5 ゲルドキュメンテーション装置 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
6 ピペットエイド A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
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番号 機材名 優先 
順位 

要請

台数 
評価項目 総合 

評価 
計画

台数 備 考 
① ② ③ 

7 ピペット（8チャンネル） A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
8 ピペット（12チャンネル） A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
9 ピペット（1チャンネル） A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
10 ピペットスタンド A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
11 ボルテックスミキサー A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
12 PCR ワークステーション A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
13 恒温水槽 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
14 安全キャビネット A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
15 フリーザー A 1 ○ ○ ○ ○ 1  

16 CO2/LN2 バックアップ付超低温保冷
庫 

A 1 ○ ○ ○ ○ 1 
「CO2/LN2バックアップ装置」は
対象外、理由については上記

「（3）要請機材の検討」参照 
17 薬品保冷庫 A 3 ○ ○ ○ ○ 3  
18 オートクレーブ A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
19 PCR装置 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  
20 ドライアイス製造装置 A 1 ○ ○ ○ ○ 1  

 
 
 

（4）機材計画 

本計画において調達する計画機材リスト及び主要機材の仕様・使用目的等は表 3-14、

表 3-15 に示すとおりである。 
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表 3-14 計画機材リスト 

番

号 機材名 

設置場所 

合計 
台数 

CBBTH 
OBRD 
Aceh BSL-3

検査室 

BSL-2 ｻ
ﾎﾟｰﾃｨﾝ
ｸﾞ検査
室 

ｸﾘｰﾝ
/RNA抽
出室 

ｳｲﾙｽ分
離室 分析室 共用 

機材 
ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

室 

1 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 3 2 2 1 1 3 1 1 14 
2 小型微量遠心機 2 4 3 3 3   3 2 20 
3 冷却遠心機 2 1 1       1   5 
4 微量冷却遠心機 2 1         1 1 5 
5 卓上型高速遠心機   1             1 
6 上皿分析天秤   1             1 
7 電子天秤   1 1       1 1 4 
8 横型電気泳動装置         2   2 1 5 
9 縦型電気泳動装置         1       1 

10 ｹﾞﾙﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ装置         1   1 1 3 
11 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 3           1 4 
12 細胞破壊装置 1   1           2 
13 ﾏｸﾞﾈﾁｯｸｽﾀｰﾗ―   2 1 1 1      5 
14 pH ﾒｰﾀｰ       1 1      2 
15 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｴｲﾄﾞ 3 2   2     2 1 10 
16 連続分注ﾋﾟﾍﾟｯﾄ       2 1       3 
17 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ（8 ﾁｬﾝﾈﾙ） 3 4   2 2   2 3 16 
18 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ（12 ﾁｬﾝﾈﾙ） 3 4   2 2   2 3 16 
19 ﾋﾟﾍﾟｯﾄ（1 ﾁｬﾝﾈﾙ） 3 4     2   4 3 16 
20 ﾋﾟﾍﾟｯﾄｽﾀﾝﾄﾞ 3 4   2 2   4 3 18 
21 ｿﾆｹｰﾀｰ         1       1 
22 ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾐｷｻｰ   4         3 3 10 
23 ﾌﾟﾚｰﾄｼｪｰｶｰ         1       1 
24 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ             1 1 2 
25 恒温水槽 1 2          1 4 
26 ｼｪｰｶｰｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ         1       1 
27 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ  2             2 
28 ﾛｰﾗｰﾎﾞﾄﾙ CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ       1         1 
29 ｶﾒﾗ付蛍光顕微鏡   1             1 
30 倒立顕微鏡 2 1            3 
31 ﾌﾘｰｻﾞｰ   1   2    1 1 5 
32 超低温保冷庫（A）  2       1     3 
33 超低温保冷庫（B）            1 1 2 
34 薬品保冷庫 2           1 3 6 
35 製氷機           1     1 
36 液体窒素容器   2             2 
37 ﾅﾉﾄﾞﾛｯﾌﾟ分光光度計         1       1 
38 吸引装置 2 2   1         5 
39 DNA ｼｰｸｴﾝｻｰ         1       1 
40 試験管ｼｪｰｶｰ         1       1 
41 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 1               1 
42 作業台 5               5 
43 ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ   2   1         3 
44 ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCR 装置         3       3 
45 PCR 装置              1 1 
46 蒸留水製造装置           1     1 
47 ﾄﾞﾗｲｱｲｽ製造装置            1   1 2 
48 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ機器           1     1 
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表 3-15 主要機材の仕様等 

計画
番号 機材名 計画 

台数 仕 様 使用目的等 

1 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 14 
ﾀｲﾌﾟ：縦型、ﾊﾞｲｵﾊｻﾞｰﾄﾞ防止対策型 
容量：70L 程度 
缶内材質：ステンレス  

感染性の使用済み材料等を滅
菌するために使用する。 

3 冷却遠心機 5 

型式：卓上型、ﾊﾞｲｵﾊｻﾞｰﾄﾞ対応 
最高回転数：15,000rpm 以上 
遠心力：25,000xg 以上 
設定温度：-10℃～+40℃程度 

鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ等の検体の前処理
などを行う際に使用する。 

5 卓上型高速遠
心機 1 

型式：卓上型、 
最高回転数：100,000rpm 以上 
遠心力：1,000,000xg 以上 

細胞、ｳｲﾙｽ等を分離・分別す
るために使用する。 

11 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 4 

タイプ：ｸﾗｽ II A2 
集塵効力：0.3μm 粒子にて 99.99％以上 
外寸法：幅 1450x 奥行 800x 高 2,000mm 程度 
殺菌灯：付属 

鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞｳｲﾙｽなどの感染性
ｳｲﾙｽを扱う際に使用する。 

24 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ 2 
清浄度：ISO ｸﾗｽ 5 
外寸法：幅 1300x 奥行 850x 高 1800mm 程度 
殺菌灯：付属 

DNA を扱う際に使用する。 

27 CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 2 
型式：卓上型 
容量：150L 程度 
設定温度：5～50℃程度 

ｳｲﾙｽなどの培養をするために
使用する。 

28 ﾛｰﾗｰﾎﾞﾄﾙ CO2 ｲ
ﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 1 

容量：200L 程度 
ﾎﾞﾄﾙ搭載容量：16 本以上 
設定温度：5～50℃程度 

細胞等の培養をするために使
用する。 

29 ｶﾒﾗ付蛍光顕微
鏡 1 

倍率：50～1,000 倍以上 
対物ﾚﾝｽﾞ 5 種類以上 
蛍光ﾌｨﾙﾀｰ：5 種類以上 
周辺機器：ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ 

蛍光抗体法による検査を行う
際に使用する。 

32 超低温保冷庫 
（A） 3 

型式：縦型 
容量：700L 程度 
設定温度：-80℃程度 

鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ試料等を保管・保
存するために使用する。 

33 超低温保冷庫 
（B） 2 

型式：縦型 
容量：400L 程度 
設定温度：-80℃程度 

同上 

37 ﾅﾉﾄﾞﾛｯﾌﾟ分光
光度計 1 

光源：ｷｾﾉﾝ光 
波長範囲：200～800nm 程度 
必要標本量：1μL 程度 
周辺機器：ﾃﾞｰﾀ解析用ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ 

各種成分の定量分析を行うた
めに使用する。 

39 DNA ｼｰｸｴﾝｻｰ 1 

処理方式：ﾊﾟｲﾛｼｰｸｴﾝｼﾝｸﾞ法 
対象標本：PCR 産物、ｹﾞﾉﾑ DNA など 
リード長：平均約 400 塩基 
ﾃﾞｰﾀ量/ﾗﾝ：3,500 万塩基程度 
解析用 PC：ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ型 

鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの研究・診断を行
うために使用する。 

43 ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 3 

型式：ﾊﾞｲｵｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 
清浄度：ISO ｸﾗｽ 5 
外寸法：幅 1,350x 奥行 800x 高 1,800mm 程度 
殺菌灯：付属 

細胞や培地を準備する際に使
用する。 

44 ﾘｱﾙﾀｲﾑ PCR 装
置 3 

型式：実時間 PCR 法 
ｻﾝﾌﾟﾙ数：96 
周辺機器：ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ、ﾌﾟﾘﾝﾀｰ 

DNA を増幅し診断・研究結果
を得るために使用する。 

47 ﾄﾞﾗｲｱｲｽ製造装
置  2 型式：油圧式ｼﾘﾝﾀﾞｰ方式 

製造能力：60kg/時程度 

鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ検体を搬送する際
に必要なﾄﾞﾗｲｱｲｽを製造する
ために使用する。 

48 ﾊﾟｰﾃｨｸﾙｶｳﾝﾀｰ
（2 次側） 1 

最小測定粒子：0.3µm 
空気流量：28.8 ﾘｯﾄﾙ/分 
粒子径測定区分：6 段階以上 

HEPA ﾌｨﾙﾀｰ通過後の空気の
清浄度を測定する際に使用す
る。 
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計画機材のスペアパーツ及び試薬・消耗品について 

 本計画によって調達される機材は既存機材と類似のものが多く、維持管理費は引続き確保で

きると判断されるので、機材のスペアパーツは本計画には含めない。 

試薬・消耗品に関して、原則として機材の据付け後に調達業者が行う試運転及び操作・メン

テナンスのトレーニングを行うために必要な分は本計画に含める。なお、試薬以外のフューズ、

ランプ、記録紙等の消耗品は、発注などの内部手続きから消耗品を入手するまでに通常必要と

される半年分は本計画に含め、それ以外については、「イ」国側で調達する計画とする。 
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３－２－３ 概略設計図 
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48
00
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BSL-2 
検査室 
（細菌） 

BSL-2 
検査室 
（ｳｨﾙｽ） 

BSL-2 
検査室 
（細菌） 

ｴﾚﾍﾞｰﾀ 
ﾎｰﾙ 

BSL-2 
検査室 
（ｳｨﾙｽ） 

事務室 

ﾛﾋﾞｰ 

前室 試料 
保存室 

BSL-3 
監視室 

BSL-3 
(一般) 

BSL-3 
(ｳｨﾙｽ) 

BSL-3 
(ｳｨﾙｽ) 

BSL-3 
(細菌) 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 

ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 

ﾏｸﾞﾈﾁｯｸｽ
ﾀｰﾗｰ 

ﾋﾟﾍﾟｯﾄ ﾋﾟﾍﾟｯﾄ 

ﾛｰﾗｰﾎﾞﾄﾙ 
CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 

超低温 
保冷庫（A） 

超低温 
保冷庫(A) 

吸引装置 

図 3-2 BSL-2サポーティング検査室機材レイアウト 

ﾌﾘｰｻﾞｰ 

ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 

冷却遠心機 

微量冷却遠心機 

卓上型高速 
遠心機 

上皿分析 
天秤 

電子天秤 

ﾋﾟﾍﾟｯﾄｴｲﾄﾞ 

ﾋﾟﾍﾟｯﾄｴｲﾄﾞ 

ﾎﾞﾙﾃｯｸｽ 
ﾐｷｻｰ 

ﾎﾞﾙﾃｯｸｽ 
ﾐｷｻｰ 

恒温水槽 

CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 

ｶﾒﾗ付蛍光顕微鏡 

倒立 
顕微鏡 

吸引装置 

液体窒素容器 

小型微量 
遠心機 

小型微量 
遠心機 

小型微量 
遠心機 

小型微量 
遠心機 

CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 

１階 
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図 3-3 洗浄・滅菌室機材レイアウト 

洗浄・滅菌室 

（未使用） 

麻疹検査室 事務室 

倉庫 

事務室 

事務室 

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 
ﾎｰﾙ 

ﾎﾟﾘｵ 
検査室 

2階 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 

製氷機 

ﾄﾞﾗｲｱｲｽ製造装置 

蒸留水 
製造装置 
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図 3-4 トレーニング室機材レイアウト 

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 

幹細胞 
検査室 

免疫学 
検査室 

免疫学 
検査室 

免疫学 
検査室 

（未使用） （未使用） 

（未使用） 

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 
ﾎｰﾙ 

事務室 

事務室 

ｹﾞﾙﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ装置 

3階 

微量冷却 
遠心機 

冷却遠心機 

超低温保冷庫
(B) 薬品保冷庫 

横型電気泳動装置 

小型微量遠心機 

電子天秤 

ﾎﾞﾙﾃｯｸｽ 
ﾐｷｻｰ 

ﾋﾟﾍﾟｯﾄ 

ﾌﾘｰｻﾞｰ 

ﾎﾞﾙﾃｯｸｽ 
ﾐｷｻｰ 

小型微量遠心機 

ﾎﾞﾙﾃｯｸｽ 
ﾐｷｻｰ 

小型微量遠心機 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 

PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ 
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図 3-5 クリーンルーム/RNA抽出室機材レイアウト 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 

小型微量遠心機 

小型微量遠心機 

小型微量遠心機 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 

冷却遠心機 

電子天秤 

細胞破壊装置 

ﾏｸﾞﾈﾁｯｸｽﾀｰﾗｰ 

4階 

分析室 
ｳｨﾙｽ分離室 

事務室 

倉庫 

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 
ﾎｰﾙ 

事務室 

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ/ 
RNA 抽出室 

倉庫 倉庫 
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図 3-6 分析室機材レイアウト 

pH ﾒｰﾀｰ 

ｹﾞﾙﾄﾞｷｭﾒﾝﾃｰｼｮﾝ装置 

ﾋﾟﾍﾟｯﾄ 試験管 
ｼｪｰｶｰ 

ｼｪｰｶｰ 
ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 

ﾌﾟﾚｰﾄｼｪｰｶｰ 

ﾅﾉﾄﾞﾛｯﾌﾟ 
分光光度計 

ｿﾆｹｰﾀｰ 

ﾏｸﾞﾈﾁｯｸ 
ｽﾀｰﾗｰ 

小型微量遠心機 横型電気泳動装置 
縦型電気泳動装置 

 

PCR 装置(A) PCR 装置(A) PCR 装置(A) 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 

DNA ｼｰｸｴﾝｻｰ 

4階 

分析室 
ｳｨﾙｽ分離室 

事務室 

倉庫 

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 
ﾎｰﾙ 

事務室 

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ/ 
RNA 抽出室 

倉庫 倉庫 
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図 3-7 ウィルス分離室機材レイアウト 

ﾋﾟﾍﾟｯﾄ 

ﾋﾟﾍﾟｯﾄ 

ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 

ﾌﾘｰｻﾞｰ ﾛｰﾗｰﾎﾞﾄﾙ 
CO2 ｲﾝｷｭﾍﾞｰﾀｰ 

ﾌﾘｰｻﾞｰ 

ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 

小型微量遠心機 

小型微量遠心機 

小型微量遠心機 

pH ﾒｰﾀｰ 

ﾏｸﾞﾈﾁｯｸ 
ｽﾀｰﾗｰ 

吸引装置 

4階 

分析室 
ｳｨﾙｽ分離室 

事務室 

倉庫 

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ 
ﾎｰﾙ 

事務室 

ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ/ 
RNA 抽出室 

倉庫 倉庫 
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（2）OBRD Aceh 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PCR検査棟(2013年完成) 

既存施設 

所長室 

会議室 

入口 

検査室 

検査室 

検査室 

図 3-8 PCR検査施設 

注）機材レイアウトは施設の平面計画が 
できた段階で決定する 
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３－２－４ 調達計画 

 

３－２－４－１ 調達方針 

 

本プロジェクトは、日本国政府の閣議決定を経て、「イ」国との間で本プロジェクトに係る

交換公文（E/N）及び贈与契約（G/A）が締結された後、日本国政府の無償資金協力制度に従っ

て実施される。E/N 及び G/A が締結された後、日本法人コンサルタントは「イ」国側の実施機

関と契約を結び、その契約に基づき実施設計業務を行う。その後、入札によって選定された日

本法人の機材調達業者によって、機材納入・据付工事が実施される。 

 

（1）実施機関 

本プロジェクトの主管庁は「イ」国保健省であり、実施機関は国立保健研究開発研究所

（NIHRD）である。 

 

（2）コンサルタント 

交換公文及び贈与契約が締結された後、NIHRD は日本国法人コンサルタント会社との

間で、実施設計及び調達監理に係わるコンサルタント契約を締結する。コンサルタント

契約書は JICA から認証を得た上で発効となる。本プロジェクトを円滑に実施するために

は、贈与契約締結後速やかにコンサルタント契約を行う事が重要である。コンサルタン

トは、この契約に基づき、以下の業務を実施する。 

 

1） 実施設計：計画内容の最終確認、実施設計図書（仕様書及びその他の技術資料、入札

図書）の作成、入札業務支援、入札評価、調達契約支援業務 

2） 調達監理：機材調達、据付、操作・維持管理指導の監理 

 

実施設計とは、本協力準備調査報告書に基づいて機材調達計画の詳細を決定し、機材

調達を行う日本法人の調達業者を選定するための入札に必要な仕様書、入札条件書、業

者契約書案からなる入札図書を作成することをいう。入札支援では、入札公告、入札図

書の配布、質疑回答、応札書類の受理及び評価等の入札業務を行い、実施機関との機材

調達契約に関する助言及び日本政府への報告等に関する業務協力を行う。 

調達監理とは、調達契約書どおり業務が実施されているか否かを確認し、契約内容が

適正かつ円滑に履行されていることを確認する業務のことをいう。また、調達業務を促

進するため、公正な立場に立って以下の業務を行う。 

 

1） 調達業者から提出される機材調達工程表、機材仕様書、機材レイアウト図、その他図

書の照合、承認 

2)  機材調達工程表に則っての調達業務の進捗状況の確認と報告 

3)  調達される機材と契約図書との整合性の確認、品質検査 

4)  機材据付、取扱説明、操作・維持管理指導の確認 

5)  機材引渡しへの立ち会い 
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（3）機材調達業者 

本協力対象事業に係る機材の調達及び据付工事は、入札によって選定された日本法人の

業者（商社）によって行われる。調達業者は、機材調達契約書に基づき、機材の調達・据

付を行い、「イ」国側関係者に対し調達機材の操作及び維持管理に関する指導を行う。ま

た、機材引渡し後においても、継続的に機材のスペアパーツ、試薬及び消耗品の有償供給、

技術支援を受けられるよう、機材メーカー・代理店によるアフターサービス体制を構築す

る。 

 

３－２－４－２ 調達上の留意事項 

 

（1）相手国政府による銀行口座開設及び免税手続き 

本計画における機材調達は、G/A 署名後約 11 ヶ月間で実施することになっている。こ

の期間で機材調達を行うためには、以下の事項を厳守する必要がある。 

1） G/A 署名後の相手国政府による日本にある銀行での口座開設及び支払授権書（A/P）

の発給を事業実施工程に則って迅速に行う。 

2） G/A 署名後直ちに免税措置の手続きについて確認し、免税手続きを機材輸送期間（2

ヶ月間）以内に終了させる。「イ」国における従来の免税手続きは、“DIPA 登録”が完

了してから“免税手続き”を開始する手順となり、手続き開始から終了までに 2 ヶ月間

以上かかることもあり、JICA の協力も得て免税手続きを迅速化する方法を検討する

必要がある。 

 

（2）CBBTH における機材据付管理 

CBBTH は「イ」国における中央研究機関であり、機材据付に関して以下のような点に

ついて留意する必要がある。 

1）入館のための手続き 

CBBTH 内に入るためには、受付にて氏名、会社名、CBBTH の担当者名を記入の上

入館手続きを行い、入館カードを受領後内部に入る。また、入館手続きが終わっても

担当者が不在の場合には受付から先には入れないので、事前に関係者と打ち合わせを

行い必要な調整を行っておくことが重要である。 

2）BSL-3 検査室内への機材搬入・据付 

BSL-3 検査室への機材搬入、据付を行うにあたっては、以下の点について注意するこ

とが重要である。 

・ BSL-3 管理区域に入るためには、事前に履歴書を提出して入室許可の申請を行う。 

・ 24 時間稼働している BSL-3 検査室を全て停止して滅菌・消毒を行う必要がある。

またこれに伴い、機材据付期間は研究者の検査を全て中止することになる。BSL-3

検査室責任者、研究者、バイオリスク委員会及びその他関係者との事前の協議・

調整が必須である。 

・ 安全キャビネットの更新にあたって、既存安全キャビネットを搬出するために

HEPA フィルターの撤去・処理、安全キャビネット本体の消毒の作業が伴う。 
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 上述についての手続き・調整には数ヶ月間を要する可能性があるので十分に注意す

る必要がある。 

3）BSL-2 検査室内への機材搬入・据付 

各検査室への入室の際は責任者の許可が必要になる。したがって、関係者と打合せ

を行い、事前に必要な調整を行っておく必要がある。 

 
CBBTH への機材搬入・据付の際は、詳細の機材据付計画を作成し、先方関係者と打合

せを行うことが必須である。特に BSL-3 検査室での機材据付は、施設の責任者、研究者

以外にバイオリスク委員会及びその他の関係者の承認が必要になる。機材搬入・据付作

業が研究活動に支障をきたさないようにするために、CBBTH 関係者と緊密な連絡を取り

合い、詳細な据付工程管理を行う必要がある。 

 

（3）OBRD Aceh における機材据付管理 

機材は 2013年に新設される PCR検査棟に設置することになっている。この PCR検査棟

は機材が現地に到着する時期までには完成する予定である。現地の事情により完成時期

が大幅に遅れて機材調達に支障をきたさぬよう、コンサルタントは OBRD Aceh の責任者

と定期的に連絡を取り、建設工事進捗状況を確認する必要がある。 

 

３－２－４－３ 調達・据付区分 

 
本協力対象事業を円滑に遂行するために、日本国側と「イ」国側の負担業務を明確にする。

その内容は表 3-16 のとおりである。 

 

表 3-16 負担業務区分表 

日本側負担業務 「イ」国側負担業務 
機材調達 
1）機材の調達 
2）プロジェクトサイトまでの機材輸送 
 
機材据付 
3）機材の据付 
4）機材の試運転・調整 
5）「イ」国側関係者に対する機材の操作・保守管理に 
ついての説明と指導 

 

機材の通関 
1）免税措置 
 
機材設置場所 
2）機材設置場所の確保 
3）機材設置に伴う既存機材の移設、撤去 
4）機材の一時保管場所の提供 
5）機材搬入路の確保 
6）機材設置に伴う施設の改修工事（必要な場合） 
7）機材設置に必要な電気、水、排水の供給 
 
その他 
8）本業務に必要な許可・手続き 
9）無償資金協力に含まれていないすべての関連業務 

にかかる費用負担 
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３－２－４－４ 調達監理計画 

 

日本国法人コンサルタント会社は NIHRD とコンサルタント契約を締結し、本協力対象事業

の実施設計及び入札、調達監理業務を実施する。 

調達監理の目的は、機材調達が契約図書どおりに実施されているか否かを含めて、調達契約

内容の適正な履行を確保するためである。 

 

（1）調達監理方針 

無償資金協力システムに基づき、調達業者の業務が契約図書のとおりに実施されてい

ることを確認する。そのためには、本プロジェクトに適した監理体制を構築すると共に、

適正かつ円滑な監理業務を実施する。調達監理方針は以下のとおりとする。 

1） 調達業者の業務実施を促進するために、公正な立場にたって指導、助言、調整を行う。 

2） 日本及び第三国から調達する機材について、船積み時において第三者検査機関による

機材照合検査を実施する。コンサルタントは第三者検査機関からの検査報告書の内容

を確認の上、調達業者に検査報告書を発行する。 

3） 機材の船積・海上輸送、免税手続き・通関、内陸輸送が実施スケジュールに沿って行

われていることを確認し、契約期限内の業務遂行を目指す。 

4） 機材の施設内への搬入・据付・試運転調整・操作・保守管理指導計画について確認し、

必要に応じて指導・調整を行う。 

5） 実施機関立ち会いの下で契約図書に基づき、調達機材品目、メーカー名・型式、仕様、

数量の照合、及び機材の状態の検査を実施する。 

6） コンサルタントは、全ての業務が終了して契約条件が遂行されたことを確認した上で、

機材の引渡しに立ち会い、「イ」国側の受領承認を得て業務を完了する。 

7） 上記の業務を遂行するにあたり、コンサルタントは日本政府関係者に対し、本計画の

進捗状況、支払手続き、完成引渡しなどに関する報告を行う。 

 

（2）調達監理計画 

コンサルタントは、前述の業務を遂行するために、調達監理者、常駐調達監理者及び

検査技術者を充てる。検査技術者は、調達業者との打合せ、国内における機材検査、船

積前機材照合検査の手配・準備、検査証の内容確認、第三者検査証明書の発行の業務を

行う。常駐調達監理者は調達スケジュールに沿って現地に入り、契約図書に基づく検査、

機材操作・保守に関するトレーニングの立会い、操作マニュアル等の引渡し書類の確認

などの業務を行う。調達監理者は調達業者契約書の全ての業務が遂行されたことを確認

し、機材引渡しに立ち会う。また、日本国側政府関係機関に対し、竣工引渡し等に関す

る必要事項を報告する。 

 

３－２－４－５ 品質管理計画 

 

コンサルタントは、計画機材のうち日本調達機材について、船積み前に横浜港の倉庫にてすべ

ての品目についての検査を契約図書に基づいて行う。また、日本調達機材及び第三国調達機材



- 61 - 

について、船積み時において第三者検査機関による機材照合検査を実施する。 

 

３－２－４－６ 資機材等調達計画 

 

（1）機材調達計画 

本計画において調達する機材は、原則として日本製品とする。しかし、本計画で求め

られている仕様の「卓上型冷却遠心機」や「DNA シークエンサー」等いくつかのアイテ

ムについて、日本では製造されていない。また、「卓上型高速遠心機」、「電気泳動装置」、

「ゲルドキュメンテーション装置」や「PCR 装置」等については、日本製品に限定すると、

入札における競争が成立せず公正な入札が確保できなくなることから、これらの機材は

第三国製品の調達も考慮する。 

表 3-17 に、第三国製品調達が想定される機材をを示す。 

 

表 3-17 第三国調達が想定される機材 

計画 
番号 機材名 

原産国 

現地 日本 第三国 

2 小型微量遠心機  ○ ○ 

3 冷却遠心機   ○ 

4 微量冷却遠心機   ○ 

5 卓上型高速遠心機  ○ ○ 

6 上皿分析天秤  ○ ○ 

7 電子天秤  ○ ○ 

8 横型電気泳動装置  ○ ○ 

9 縦型電気泳動装置  ○ ○ 

10 ゲルドキュメンテーション装置  ○ ○ 

12 細胞破壊装置  ○ ○ 

15 ピペットエイド  ○ ○ 

16 連続分注ピペット  ○ ○ 

17 ピペット（8 チャンネル）  ○ ○ 

18 ピペット（12 チャンネル）  ○ ○ 

19 ピペット（1 チャンネル）  ○ ○ 

20 ピペットスタンド  ○ ○ 

21 ソニケーター  ○ ○ 

22 ボルテックスミキサー   ○ 

23 プレートシェーカー  ○ ○ 

24 PCR ワークステーション  ○ ○ 

26 シェーカーインキュベーター  ○ ○ 

27 CO2 インキュベーター  ○ ○ 

28 ローラーボトル CO2 インキュベーター  ○ ○ 

36 液体窒素容器   ○ 

37 ナノドロップ分光光度計  ○ ○ 

38 吸引装置  ○ ○ 

39 DNA シークエンサー   ○ 

40 試験管シェーカー  ○ ○ 

41 インキュベーター  ○ ○ 

43 クリーンベンチ  ○ ○ 

44 リアルタイム PCR 装置  ○ ○ 
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計画 
番号 機材名 

原産国 

現地 日本 第三国 

45 PCR 装置  ○ ○ 

47 ドライアイス製造装置   ○ ○ 

48 メンテナンス機器  ○ ○ 

 

（2）輸送計画 

日本、第三国から輸送される機材はジャカルタ市のタンジュンプリオク港まで海上輸

送される。同港からジャカルタのサイトまでは車両による陸上輸送とする。また、アチ

ェのサイトまではタンジュンプリオク港から車両による陸上輸送とする。 

タンジュンプリオク港は 40 フィートのコンテナを受け入れ可能な貿易港であり、日本

からタンジュンプリオク港までの所要日数は約 1週間である。港からジャカルタのサイト

までは車両で 1 時間以内の距離であり、アチェのサイトまでは車両で 3 日間ほどである。

道路は整備されており輸送に問題はない。なお、輸送費は日本側で負担する。 

 

３－２－４－７ 初期操作指導・運用指導等計画 

 

基本的な機材操作方法については、研究者及び機材メンテナンス技術者を対象として機材の

搬入・据付け時に機材納入業者の派遣する技術者が実施する。指導内容は、機材の初期操作指

導、維持管理上の注意事項及び日常点検方法の説明及び簡単なトラブルシューティングの説明

を含む。 

 

３－２－４－８ ソフトコンポーネント計画 

 

現地調査を通じて、調査団は BSL-3 検査室及び BSL-2 検査室の運用及び維持管理における課

題が確認されたことを踏まえ、同課題の解決と持続的な維持管理体制の強化を図るため、「イ」

国側は調査団に対して下記の内容の技術指導の実施を要請した。 

（1） 日本の専門家による実験/検査の技術・システムの指導、評価（CBBTH/NIHRD に 2 年

間滞在） 

（2） 研究者及びラボ技術者を対象とした技術支援 

a） ウイルス学実験/検査技術 

b） ウイルス学に係るデータ解析等（PCR のデータ解析技術） 

c） 動物飼育技術 

d） バイオセイフティ及びバイオセキュリティ 

e） GLP 

f） 書類システムの構築を含む BSL-3 検査室及び BSL-2 検査室の全般的運用 

g） BSL-3 検査室及び BSL-2 検査室検査技術に係る標準操作手順書（SOP）の作成と必

要な適格性検証（バリデーション）の実施 

（3） エンジニアを対象とした技術支援 

h)  BSL-3 検査室の維持管理に係るエンジニアの技術向上と関連書類の整備 

i)  機材の維持管理に係るエンジニアの技術向上と関連書類の整備 
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j)  施設全体の維持管理に係るエンジニアの技術向上と関連書類の整備 

 

   なお、現地調査での協議において合意されミニッツに記載された内容は以下のとおりである。 

1） 上記（1）の日本人専門家の長期派遣及び（2）の a）～ c）は、一般的な検査技術の

向上であり他のドナーからの支援が期待できるため、本プロジェクトの技術支援では

検討対象外とする。 

2） 上記（2）の d）～ g）は、BSL-3 及び 2 検査室の運用技術の向上に係る内容であり、

検討の対象とする。 

3） 上記（3）の h）～ j）は、BSL-3 及び 2 検査室、機材、施設全体の維持管理技術の向

上に係る内容であり、検討の対象とする。 

 

   国内解析における結果は以下のとおりである。 

上記 2）の内容については、リソースの調査を含め詳細な検討の結果、特殊で専門性が高く

ソフトコンポーネントでの対応は困難であることが判明したため、上記 3）の維持管理技術の

向上に係る本邦研修を含めて JICA が技術協力プロジェクトでの対応を検討することになった。 

 

従って、ソフトコンポーネントでは、「イ」国側の課題、現状を踏まえ、日本の協力効果の

持続性が最低限確保されることを念頭に置き、「イ」国側の要請に資する技術支援を実施する

ことは有益であると判断された。そこで、上記 3）のみを対象として日本人コンサルタントに

よる現地指導を行うこととする。具体的な指導内容（活動計画）は表 3-18 に示すとおりである。 

 

表 3-18 成果に対応する指導内容（活動計画） 

成果 指導内容（活動計画） 指導対象者 

維持管理関連

の書類、データ

が整備され、適

切に運用され

て、施設・機材

の運転・維持管

理技術が向上

する。 

1 
施設・機材の維持管理に係る機器台

帳、操作・維持管理マニュアル等の書

類を整備し、運用の指導を行う。 

CBBTH の維持管理要員 9 名

全員 

2 

空調/換気設備、安全キャビネット等

の運転・操作、メンテナンス方法、バ

リデーション /キャリブレーション

（測定器、計器の精度の適正化）に関

する SOP を整備し、実際にバリデー

ションの技術指導を行う。 

CBBTHのBSL-3検査室専従

維持管理要員 3 名を対象。

但し、要員のバックアップ

体制を考慮して他の担当の

技師(機材及び電気担当の 4
名)にも同等の指導を行う。 

3 
測定の結果を適切に記録、分析し、ト

レンド作成等の技術指導を実施して、

データ管理マニュアルを作成する。 

同上 

4 消耗品、予備品の在庫管理の技術指導

を実施する。 
維持管理要員 9 名全員 

 

なお、本計画におけるソフトコンポーネント計画の詳細は、添付資料 5 のとおりである。 
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３－２－４－９ 実施工程 

 

交換公文（E/N）及び「イ」国政府と JICA による贈与契約（G/A）が締結された後、NIHRD

とコンサルタントとの間で実施設計及び調達監理に係わるコンサルタント契約が結ばれる。そ

の後の実施工程は以下に示すとおりである。その業務内容は、コンサルタントによる実施設計

業務、入札業務、及び機材調達業者による機材納入・据付工事とコンサルタントによる調達監

理業務から構成される。 

 

（1） 実施設計業務 

NIHRD と日本国法人コンサルタント会社は、本プロジェクトの実施設計（入札図書類

の作成）及び調達監理に関するコンサルタント契約を締結し、JICA からその契約書の認証

を受ける。この後、コンサルタントは NIHRD と協議の上、本準備調査報告書に基づいた

入札図書を作成し、NIHRD の承認を得る。 

実施設計にかかる期間は、3 ヶ月と予想される。 

 

（2） 機材調達業者による機材納入・据付工事とコンサルタントによる調達監理業務 

機材調達契約を締結した後、調達業者は調達に着手する。同時にコンサルタントは調

達監理業務を開始する。 

調達・据付期間は 7 ヶ月と予想され、その業務実施工程は図 3-9 のとおりである。 

 

　月数
項目

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

　計画内容最終確認 （計3ヶ月）

機材仕様書のﾚﾋﾞｭｰ・入札図書作成

　入札図書承認

図渡し・内説

　入札・評価

●契約

機器製作図確認 （計7ヶ月）

　機器製作

製品検査、出荷前検査、船積み前検査

機器輸送

　据付・調整・試運転

（計12ヶ月）

国内業務 現地業務

実
施
設
計

調
達
監
理

ソ
フ
ト
コ
ン

ポ
ー

ネ
ン
ト

 

図 3-9 業務実施工程 
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３－３ 相手国側分担事業の概要 

 

本プロジェクトにおいて、「イ」国側で負担する主要事項は、以下のとおりである。 

（1） 機材据付関連 

1） 機材設置場所の確保 

2） 機材設置に伴う既存機材の移設、撤去 

3） 機材の一時保管場所の提供 

4） 機材搬入路の確保 

5） 機材設置に伴う施設の改修工事（必要な場合） 

6） 機材設置に必要な電気、水、排水、CO2 ガスの供給 

 

（2） 機材の運営・維持管理関連 

1） 機材の運営・維持管理に係る適切な人材の配置、維持管理契約の締結 

2） 調達機材の運営・維持管理費の確保 

 

（3） ソフトコンポーネント関連 

1） BSL-3 検査室の維持管理契約の継続 

2） 指導対象維持管理技術者（9 名）の配置 

3） バリデーション対象機器のキャリブレーション（「イ」国内において外部委託で実施可

能な温度センサーなどのキャリブレーション）の実施 

4） バリデーションに必要な予備品、消耗品類の供給 

5） 技術指導で使用する会議室、講義室の提供、記録用ビデオカメラ、デジタルカメラの

準備及び記録用紙、事務用品等の準備 

6） 日本人コンサルタント用事務室（エアコン付）の無償提供（インターネット、電話、

コピー機の使用を含む） 

7） 上記 1）～6)以外のもので技術指導に必要なもの 

8） BSL-3 検査室及び BSL-2 検査室に係る建築、空調/換気設備、衛生/給排水設備、電気設

備、安全キャビネット及びオートクレーブに関する次の資料の開示：CBBTH が独自に

作成した各種規定・規則・基準・指針等、SOP リストと関連する SOP 一式、基本及び

詳細設計図・完成図（As Built Drawings）・完成写真、技術仕様書、製作図、操作及び

メンテナンスマニュアル類一式、認証会社の認証内容詳細資料、バイオリスク委員会

の議事録等の活動記録、その他 BSL-3 検査室関連書類 

 

（4） 手続関連 

1） 銀行取り極め（B/A）及び支払授権書（A/P）発行並びにそれらに伴う手数料の負担 

2） 調達機材の迅速な荷揚げ、免税措置及び通関手続き 

3） 認証された契約に基づく機材の納入及び業務の遂行を図る日本人及び第三国の担当者

に対して、「イ」国への入国及び同国内での業務と滞在に必要な便宜供与 
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4） 認証された契約に基づく機材の納入及び業務の遂行を図る日本人及び第三国の担当者

に対して、「イ」国内での関税・各種税金の一切の免除 

5） 本プロジェクト実施に必要な許可、免許、その他必要な措置 

6） 無償資金協力に含まれないものの、本プロジェクトの遂行に必要となる全ての費用の

負担 
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３－４ プロジェクトの運営・維持管理計画 

 

（1）運営体制 

本プロジェクトの主管官庁は保健省であり、実施機関は NIHRD である。計画対象施設は

NIHRD の管轄下にある 4 つの保健研究関係のセンターのうちの 1 つである CBBTH と地方

の研究所 OBRD Aceh の 2 つの施設である。OBRD Aceh は 11 の地方研究所（うち 9 つが感

染症を対象としている）のうちの 1 つである。 

CBBTH は、細菌検査室、ウイルス検査室、免疫検査室、幹細胞検査室、寄生虫検査室、

動物由来疾病検査室、薬学検査室、バイオマーカー検査室、動物検査室、BSL-3 検査室、栄

養・食品検査室の 11 の検査室で構成されており、そのうちのウイルス検査室及び BSL-3 検

査室（一般検査室、ウイルス検査室（1）、ウイルス検査室（2））が本計画の対象となる。

CBBTH は 2011 年に 219 名で運営・維持管理されており、その内訳は研究者 93 名、ラボ技

術者 27 名、書類管理担当 2 名とその他一般業務担当 97 名である。そのうち本計画に直接

関係するのは、ウイルス検査室の研究者 21 名及びラボ技術者 7 名の計 28 名と、BSL-3 検査

室の 医師 1 名及び技術者 3 名である。本プロジェクト実施後も人数的には不足していない

ので、同じ体制で運用されることになるが、運営に係る能力の向上が求められている。 

現状の課題として、BSL-3 検査施設を運用するための文書管理規定、安全管理規定、安全

運用規則等の上位文書や実際の業務を行うための SOP 書類などの整備が不十分である。ま

たすべての文書に関して、書類に署名がなく、十分に管理されているとは言えない状況で

ある。更に、異常時の対応に関しても、人の動線を記載した書類のみで、具体的な措置に

ついては記載されていないなど、BSL-3 検査施設を安全に運用するためのソフト面での大き

な不安が残されている。実際、BSL-3 検査施設としての認証も施設（ハード面）に関するも

のであり、運用（ソフト面）に関しては除外されているため、安全な運用のためのスタッ

フの能力強化、技術向上が喫緊の課題である。 

CBBTH のスタッフは十分な知識と経験がなく、単独で上述の課題を解決することは困難

であると判断される。したがって、技術支援を受けて、CBBTH の各部門のフタッフが協力

して上位文書を含む業務に必要な書類の整備を行う必要がある。その後、同スタッフは作

成、承認された各種規定、SOP などの書類に則って、安全性及び信頼性確保のためのバリ

デーションの実施を含む適切な運用方法を習得する必要がある。 

OBRD Aceh においては、PCR 検査に必要なリアルタイム PCR 装置など一部の機材を調達

してマラリアの PCR 検査を開始しているが、既存施設には現在スペースが不足しているこ

とから PCR 検査施設の増築が計画されている。2013 年に「イ」国政府予算で PCR 検査室

が増築され、本計画による機材の整備に伴い、当初のスタッフ 27 名が 41 名まで増員され

ることになっており、人数的には問題ないと思われる。本計画で調達する機材には複雑な

ものは含まれておらず、操作面で問題はないと思われるが、エイクマン研究所、CBBTH な

どの支援による PCR 検査に係る技術向上は今後も引き続き必要であると判断される。 
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（2）維持管理計画 

 1）CBBTH 

CBBTH の維持管理は、施設全体のグループと BSL-3 検査室のグループの 2 つに分けて

行われている。 

施設全体のグループは責任者 1 名（検査機材、電気担当）の下に、建物 2 名、電気 1 名、

機材 2 名（機械担当 1 名、検査機材担当 1 名）の合計 5 名の体制である。また BSL-3 検査

室専従の技術者として、責任者（医師）の下に空調/換気設備・給排水 2 名、電気 1 名の計

3 名が組織されており、施設全体とあわせて合計 8 名の技術者によって構成されている。

CBBTH の体制を図 3-10 に示す。 

BSL-3検査室の施設及び設備の維持管理は全面的にメンテナンス会社に外部委託してい

る。委託先であるインドネシアの会社の技術者 2 名が CBBTH に常駐して、BSL-3 検査室

関連の日常業務のすべてを行っている。 

 

 

 

 

 

 
 

図 3-10 CBBTHの維持管理体制 

 

上述の 8 名の技術者は、BSL-3 検査室の維持管理に関する経験はなく、エイクマン研究

所にて 3 日間のトレーニングを受けただけである。また、BSL-3 検査室の維持管理技術者

は、委託先の技術者から報告を受けるのみであり、結果に関しての分析や評価などは十分

になされていないことから、ソフトコンポーネントを活用して維持管理技術の向上を図る

必要がある。 

 

本計画によって調達される機材は、上述の 2 名の機材担当技術者によって維持管理され

ることになる。この 2 名の技術者はオートクレーブや蒸留水製造装置のような機械的な機

材の修理ができる技術レベルは有しており、一部の機材の修理は施設内で行っている。な

お、分析機材等の電子機器の定期点検及び修理については、現地もしくは近隣諸国にある

代理店に外部委託しており、本計画で調達する類似の機材の維持管理に関しても同じ方法

で行われる。 

このように本計画で調達する機材を含め、CBBTH 内の機材の維持管理体制の強化が必要

であり、ソフトコンポーネントを活用して技術の向上を図る。なお、機材に関る維持管理

業務として、以下の内容が基本的かつ重要である。 

 

① 定期点検 

上述したように対象施設の機材には、現有の技術者で定期点検ができる機材と

代理店などに外部委託しなければならない機材がある。定期点検を施設内で行う

施設全体 
責任者 

電 気 
1 名 

建 物 
2 名 

機 材 
2 名 

BSL-3 検査室 
責任者 

空調/換気/給排水 
2 名 

電 気 
1 名 
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機材と外部委託する機材のグルーピングを行い、定期点検計画を策定して実施す

る。 

 

② 機材の機能検査 

本計画で調達する機材も含め、安全キャビネットの維持管理は、定期的な HEPA フ

ィルターの交換と機能検査が必須である。また、オートクレーブは、内部の滅菌温度

と保持時間など必要な機能が満たされていることを定期的に確認する。これらの機材

の機能検査は、対象施設の維持管理技術者によって行えるようにすることが望ましい。

なお、DNAシークエンサーやPCR装置などの分析検査の機能検査は代理店などに外部

委託する。 

 

③ プリベンティブ・メンテナンス（予防保全） 

定期的な維持管理が行われておらず、故障が発生したときにはじめて修理や部品調

達等の対応をとっているのが現状である。本計画で調達する機材も含め、対象施設の

維持管理は、現有の技術者及び機材代理店の技術者が定期点検を行い、プリベンティ

ブ・メンテナンスを心がける。また機材の故障が発生した場合は、短時間で修理等の

対応ができる維持管理体制を構築する。 

 
④ 交換部品及び消耗品の在庫管理と予算措置 

現在、交換部品及び消耗品は必要時に予算請求を行って調達する仕組みとなってお

り、機材が故障してから修理が終わるまでに時間がかかる。現有技術者がじかに定期

点検及び修理を行う機材の交換部品及び消耗品については、維持管理費用を含めた事

業計画を策定し、機材運用に必要な調達があらかじめできるようにする。 

 

 2）OBRD Aceh 

対象施設は比較的規模の小さな施設であり、3 名の技術者によって施設、機材及びネッ

トワークの維持管理が行われている。比較的簡単な修理は独自で行い、複雑な修理は代理

店等へ外部委託している。 

本計画で調達する機材の中で安全キャビネットを除いてメンテナンスが難しいものが

含まれていないので、基本的には現有の技術者で対応可能であると判断される。なお、安

全キャビネットのHEPAフィルター交換及び機能検査を含む定期的検査はジャカルタもし

くはシンガポールの会社に外部委託する。 
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３－５ プロジェクトの概略事業費 

 

３－５－１ 協力対象事業の概略事業費 

 
本協力対象事業を実施する場合に必要となる事業費は以下に示すとおりである。ただし、こ

の額は交換公文上の供与限度額を示すものではない。 
 
（1） 日本国負担経費 

表 3-19 概略事業費 

費 目 概略事業費（百万円） 

機材費 172.9 

実施設計・調達監理 16.7 

ソフトコンポーネント 22.2 

計 211.8 

 

（2） 「イ」国負担経費 

表 3-20 「イ」国負担経費 

費 目 概略事業費（百万円） 

銀行取極めにかかる手数料 IDR 25,663,000（0.2 百万円） 

ソフトコンポーネントを実施するために 
かかる費用 IDR 120,482,000（1.0 百万円） 

既存機材を移設する際にかかる費用 IDR 72,289,000（0.6 百万円） 

計 IDR 218,434,000（1.8 百万円） 

 

（3） 積算条件 

① 積算時点 平成 24 年 8 月（2012 年 8 月） 

② 為替交換レート （TTS 6 ヶ月平均） 

・1US$ = 81.06 円 

・1IDR = 0.0083 円 

③ 調達期間 実施設計、機材調達の期間は調達工程表に示したとおりである。 

④ その他 積算は、日本国政府の無償資金協力の制度を踏まえて行うことと

する。 
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３－５－２ 運営･維持管理費 

（1） 運営費 

 本計画の対象施設である CBBTH と OBRD Aceh は 2009 年に完成した建物であり、運営開始

してからまだ年数も比較的浅いことから、表 3-21、表 3-22 に示すように、2009 年～2011 年の

3 年間の予算・支出額にばらつきがみられる。CBBTH については、BSL-3 検査室 1 室と BSL-2

検査室 4 室の使用を開始した 2010 年の支出 11,148 百万 IDR であった。2011 年には BSL-2 検査

室が 6 室から 10 室になったことから 2,503 百万 IDR 増えて 13,650 百万 IDR となっているにも

かかわらず、2010 年と 2011 年の予算が 9,845 百万 IDR と同額であり、2011 年の支出は予算を

3,805 百万 IDR 超過している。なお、2010 年度、2011 年度の予算を超過した分は NIHRD 全体

予算の中から補填されている。 

OBRD Aceh に関して、2012 年から一部の PCR 検査が開始されたことなどから、2012 年度の

予算が 422 百万 IDR 増額となっている。 
 

表 3-21 CBBTHにおける 2010年、2011年度の予算と支出 

（単位：1,000IDR） 
会計年度 2009 年 2010 年 2011 年 備 考 
予算 901,582 9,845,440 9,845,440  
支出 （不明） 11,147,900 13,650,500  

予算-支出 （不明） -1,302,460 -3,805,060 差額は NIHRD 予算から補充 
出典：質問書回答 

注） ・人件費及び光熱費は NIHRD の予算から支出されているため計上されていない。 

  ・会計年度は 1 月～12 月 
 

表 3-22 OBRD Acehにおける 2010年、2011年度の予算と支出 

（単位：1,000IDR） 
会計年度 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 備 考 
予算 1,475,946 890,647 2,638,360 3,060,700  
支出 1,475,947 890,647 2,638,360 －    

予算-支出 0 0 0 －    

出典：質問書回答 

注） ・人件費及び光熱費は NIHRD の予算から支出されているため表には含まれない。 

  ・会計年度は 1 月～12 月 

 

（2）維持管理費 

1）CBBTH 

本計画で調達する機材の維持管理費は、基本的に追加となる機材の試薬・消耗品・交換

部品にかかる費用が増額となる。1 年間の維持管理費の増額は表 3-23 のとおりである。交

換部品等については、毎年交換が必要な機材は比較的少なく、2 年に 1 度程度交換すれば

よい安全キャビネットの HEPA フィルターや、5 年に 1 度交換が必要なオートクレーブの

パッキンなどが含まれているため、試算金額はあくまでも 1 年間に想定される平均の費用

である。維持管理費が最も高いのは DNA シークエンサーの試薬代である。1 回の試料の

分析・解析に 24 百万 IDR 程度かかるため、1 年間に行われる診断・研究の回数によって

大幅に変わる。 
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表 3-23 本計画によって増額になる CBBTHの維持管理費 

（単位:IDR） 
番号 機材名 台数 消耗品/交換部品 単価 計 

1 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 13 ﾊﾟｯｷﾝ 1) ､HEPA ﾌｨﾙﾀｰ 1) 3,002,410 39,031,330 

2 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 3 HEPA ﾌｨﾙﾀｰ 2)､蛍光灯､

UV 殺菌灯 
14,457,831 43,373,493 

3 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ 1 HEPA ﾌｨﾙﾀｰ 2)､ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰ
2)､蛍光灯､UV 殺菌灯 

8,433,735 16,867,470 

4 DNA ｼｰｸｴﾝｻｰ 1 試薬 3) 146,963,855 146,963,855 

5 ｸﾘｰﾝﾍﾞﾝﾁ 3 HEPA ﾌｨﾙﾀｰ 2)､蛍光灯､

UV 殺菌灯 
11,445,782 34,337,346 

6 蒸留水製造装置 1 ﾋｰﾀｰ 2) 4,337,349 4,337,349 
7 ﾄﾞﾗｲｱｲｽ製造装置 1 電磁弁 1) 1,445,783 1,445,783 
8 その他（上記金額ｘ5%）4) 1 （各種消耗品） 14,317,831 14,317,831 
 合  計    300,674,457 
備考：  1）5 年に 1 度交換と仮定する。 

  2）2 年に 1 度交換と仮定する。 

  3）1 年間に 6 回の試料の分析・解析を行うと仮定する。 

  4）上記機材番号 1～7 以外の機材の消耗品等にかかる費用として計上する。 

 

一方、施設に関する維持管理費について、本プロジェクトでは施設の改修はなく、また

光熱費も NIHRD からの支出となっていることから、CBBTH における施設維持管理費の増

額は発生しない。また NIHRD から支出となる光熱費の増額に関しても、主に超低温保冷

庫、フリーザー、薬品保冷庫（数台）等の電気使用量増加による増額であり、本計画の実

施に伴う NIHRD の支出への影響は極めて少ないと判断される。 

本計画で調達される機材について 1 年間に増額となる維持管理費 300.67 百万 IDR は、

表 3-24に示すように、2011年の維持管理費に対して 2.2%程度であり、この増額分はNIHRD

の予算で十分に負担可能な範囲であると考えられる。 
 

表 3-24 CBBTHの維持管理費試算表  

(単位：1,000IDR)   
会計年度 2011 年 プロジェクト実施後 備 考 

1.研究費 7,725,000 7,725,000  
2.施設維持費 1,325,700 1,325,700  
3.BSL-3 施設保守管理 3,260,000 3,260,000  

 小計 12,310,700 
 

12,310,700 
（上昇率 0 と想定）  

4. 検査機材維持費・ 
消耗品 

 1,339,800  

   ＋300,674 機材調達による増額 

 1,339,800 
100% 

1,640,474 
122.4%  

合 計 13,650,500 
100% 

13,951,174 
102.2%  
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2）OBRD Aceh 

本計画に必要となる交換部品・消耗品等の調達にかかる年間の運営維持管理費は概ね表

3-25 のとおりである。上述の CBBTH の場合と同じように、2 年から 5 年に 1 度交換する

ものが多く、平均の維持管理費を示す。 

 

表 3-25 本計画によって増額になる OBRD Acehの維持管理費 

（単位:IDR） 
番号 機材名 台数 消耗品/交換部品 単価 計 

1 ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ 1 ﾊﾟｯｷﾝ 1) ､HEPA ﾌｨﾙﾀｰ 1) 3,002,410 3,002,410 

2 安全ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 1 HEPA ﾌｨﾙﾀｰ 2)､蛍光灯､

UV 殺菌灯 
14,457,831 14,457,831 

3 PCR ﾜｰｸｽﾃｰｼｮﾝ 1 HEPA ﾌｨﾙﾀｰ 2)､ﾌﾟﾚﾌｨﾙﾀｰ
2)､蛍光灯､UV 殺菌灯 

8,433,735 8,433,735 

4 PCR 装置 1 試薬･ﾁｭｰﾌﾞ等 3) 15,060,240 15,060,240 
5 ﾄﾞﾗｲｱｲｽ製造装置 1 電磁弁 1) 1,445,783 1,445,783 
 合  計    42,399,999 

備考：  1）5 年に 1 度交換と仮定する。 

  2）2 年に 1 度交換と仮定する。 

  3）年に 100 検体件数と仮定する。 

 

一方、施設に関する維持管理費について、本プロジェクトで調達される機材は、2013

年に新しく建設される施設に配置されるが、光熱費は NIHRD から支出されるので、対象

施設における施設維持管理費の増額は発生しない。 

本計画で調達される機材の 1 年間に増額となる維持管理費 42.40 百万 IDR は、表 3-26

に示すように 2011 年の維持管理費に対して 1.6%程度であり、この増額分は OBRD Aceh

の予算で十分に負担可能な範囲であると考えられる。 

 

表 3-26 OBRD Aceh維持管理費試算表  

(単位：1,000IDR)  
会計年度 2011 年 プロジェクト実施後 備 考 

1.研究費 2,383,735 2,383,735  
2.施設維持費 187,338 187,338  

 小計 2,571,073 
 

2,571,073 
（上昇率 0 と想定）  

3. 検査機材維持費・ 
消耗品 

 67,287  

   ＋42,400 機材調達による増額 

 67,287 
100% 

109,687 
163.0%  

合 計 2,638,360 
100% 

2,680,760 
101.6%  
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３－６ 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

 

 対象施設には、「イ」国政府の予算で調達した機材以外に、USAID、CDC、KfW（ドイツ）、

EU など、他ドナーの支援で多くの機材が調達されている。本計画で調達する PCR 装置やリア

ルタイム PCR 装置などの分析機材の仕様は可能な範囲で他ドナーによって調達された機材の

仕様と合わせて、維持管理費が極力少なくなるよう配慮する。また、今後 USAID などが CBBTH

に対して細菌検査用の機材を調達することになっており、本件を進めるにあたり USAID はじ

め他ドナーの動向を注視する必要がある。 



 

 

 

第４章 プロジェクトの評価 
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第４章 プロジェクトの評価 
 

４－１ 事業実施のための前提条件 

 

本プロジェクトを実施するにあたって、前提となる条件は次のとおりである。 

 

（1） 事業実施工程に則った相手国側分担事業の実施 

本プロジェクトを実施するにあたり、「3-3 相手国側分担事業の概要」に記載した「イ」

国側分担事業を適切な時期に確実に実施されることが、プロジェクト全体の工程を円滑に

進める上で重要である。 

 

（2） OBRD Acehの PCR 検査施設の増築 

対象施設である OBRD Aceh では既存の検査部門内で PCR 検査を開始しているものの、

スペースが狭く検査の実施に支障をきたしている。そのため、「イ」国政府予算で既存施

設に隣接して新規に PCR 検査施設の建設を計画している。本計画で調達する機材はこの

新施設内に設置されることになっていることから、機材調達前に建設工事が完了している

必要がある。 

 

（3） 調達機材の免税手続き 

調達機材の免税手続きを行うにあたって、事前に財務省における DIPA（予算執行計画）

登録が完了していないと、この免税手続きを開始することができない。DIPA 登録は、財

務省と保健省との間で行う複雑かつ時間がかかる手続きである。機材調達を円滑に進める

ためには、G/A 署名後「イ」国側にて DIPA 登録手続きが迅速に行われ、調達機材の免税

手続き開始までに完了することが必須である。 
 
 

４－２ プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

 

（1）技術者の配置 

 現在、CBBTH は合計 219 名のスタッフにより運営されており、本計画が終了後も同じ

体制で運用される。しかし、OBRD Acehは 2013 年に新しく PCR 検査室が増築されること

から、機材整備が完了した時点で 9名のスタッフが補充されることになっており、施設を

適切に運用するためには確実な人員投入が求められる。 

 

（2）調達資機材の配付 

OBRD Acehの新 PCR検査棟の完成時期が遅れて、本計画実施完了までに間に合わなく

なる可能性が否定できない。万一そのような事態になった場合、「イ」国側で独自に機材

を配付することとなり、あらかじめ調達業者が準備する設置マニュアルに従って適切に実

施しなければならない。 
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（3）環境社会配慮 

CBBTHの感染系廃棄物は独自の焼却炉による焼却処理が行なわれることになっているが、

調査時は故障中であった。2013年 1月の段階で改修工事は完了しており、マニュアルの

提供と運転に関するトレーニングを待っている状況である。焼却炉の運用と維持管理が

適切に行なわれるまでは、感染系廃棄物処理業者に依頼して焼却処理されることになる。 

 

 

４－３ 外部条件 

 
CBBTHの BSL-3検査室は、シンガポールの Basler & Hofmann 社によって認証され使用され

ているが、この認証は施設（ハード面）に関するものであり、運用（ソフト面）に関しては除

外されている。「3－4 プロジェクトの運営・維持管理計画」の「（1）運営体制」に記載した

BSL-3検査室を運用するための文書管理規定、安全管理規定等や業務を行うための SOP などの

書類の整備及び、同検査室を安全に運用するためのスタッフの能力強化、技術向上を図ること

が必要である。本プロジェクトの効果の発現・維持されるためには、CBBTH の各部門のスタ

ッフが技術支援をうけて、業務に必要な上位文書を含む書類整備をまず行うことが大事である。

その後、承認された各種規定、SOP などの書類に則り、安全性、信頼性確保のためのバリデー

ションの実施を含む適切な運用方法を習得することが必須の外部条件である。 

 

 

４－４ プロジェクトの評価 

  

４－４－１ 妥当性 

 

本プロジェクトを我が国の無償資金協力によって事業実施することについて、以下の事項な

どから妥当性がある。 

 

（1）プロジェクトの裨益対象 

本プロジェクトの対象施設である CBBTH 及び OBRD Aceh は、感染症対策のための国

家中央検査室・研究所と位置づけられており、感染症検査機材の整備を通じて検査機能が

強化される。その結果、「イ」国の AIをはじめとする新興・再興感染症への対応力が高ま

るとともに、同国内のみならず周辺国への感染症拡大防止機能の向上が図られる。 

 

（2）当該国保健政策との整合性 

「イ」国では、「保健セクター戦略計画 2010-2014」において、AI および新興・再興感

染症対策を重要課題とし、2014年までに早期警戒対応システムの全国展開及びアウトブレ

イクに対する 24 時間以内の警報発令を行う体制を整備することを目標としている。これ

に関連して、保健省は国内の感染症の検査・診断体制の強化を図っており、本プロジェク

トはその拠点となる NIHRD傘下の CBBTH及びOBRD Acehの機能強化として位置づけら
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れており、「イ」国保健政策との高い整合性が認められることから、本プロジェクト実施

の妥当性が認められる。 

 

（3）機材整備の必要性 

「イ」国における AI 等の取り扱いは NIHRD で行われることになっており、2009 年に

感染症を対象とした BSL-3検査室及び BSL-2検査室の施設 CBBTHを建設した。引き続き

「イ」国政府予算及び他ドナーの支援により CO2 インキュベーター、超低温保冷庫、リ

アルタイム PCR装置等の AIをはじめとする新興・再興感染症の研究、確定診断・性状解

析等に必要な機材の一部を整備し、2010年から検査室の使用を開始している。しかし、こ

れらの検査室では安全キャビネット等の機材不足や検査機材の故障等により安全かつ的

確な診断に支障が生じており、これらの機材の更新・補充が急務となっている。また、

NIHRD の傘下にある AIを含む新興・再興感染症を対象としている OBRD Acehにおいて

も、同国政府予算で PCR 検査施設が建設されることになっているが、機材整備のための

資金調達の目途は立っていない。 

このような状況から、本プロジェクトによって、NIHRD の管轄下にある CBBTH 及び

OBRD Acehの感染症検査機材整備の必要性は非常に高い。 

 

（4） 環境社会面への影響 

CBBTH における汚染廃棄物は、汚染物であることが明示された所定のビニール袋に入

れて回収し、高圧蒸気滅菌器で処理した後、外部の専門業者に最終処理を委託して焼却処

分されており、安全性は確保されている。また、既存の焼却炉についても燃焼バーナーの

追加などの改修を行い機能強化を図ることになり、今後はより高い安全性が確保される。

一方、OBRD Aceh についても独自に焼却炉を持ち、感染性の廃棄物は焼却処理されている。 

また、BSL-3検査室からの排気は高性能な HEPAフィルターによって病原菌の拡散を防

止し、排水は専用の滅菌装置が整備されていることから、外部への安全性は確保されてい

る。 

以上から、運用が適切に行なわれる限り周辺環境への影響はない。 

 

（5） 日本政府の援助政策との整合性 

本プロジェクトは、以下の我が国の援助政策・方針と整合性がある。 

1） 2000年の九州・沖縄サミットにおける「感染症対策イニシアティブ」に関連して、地

球規模的での感染症対策を重要課題としている。 

2） 2010 年 9 月に発表された日本政府の「国際保健政策 2011-2015」において、ミレニア

ム開発目標（MDG6）に関連して新興・再興感染症への備えと国際協調の重要性につ

いて言及している。 

3） 2004 年 4 月に策定された「対インドネシア国別援助計画」では、「民主的公正な社会

造り」の中で「保健・医療分野のサービス向上等」を重要分野・重点事項の一つとし、

感染症対策を重点的に支援することになっている。 
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４－４－２ 有効性 

 

本プロジェクトは、AIを含む新興・再興感染症対策への定量的及び定性的効果が期待される

ことから、本案件の有効性が認められる。 

 

（1）定量的効果 

本協力対象事業実施により、表 4-1に示すような定量的効果が期待される。 

 

表4-1 プロジェクトの効果 

指標名（CBBTH） 基準値（2012年） 目標値（2017年） 
〔事業完了 3年後〕 

BSL-3検査室での AIに関する試験数（件／年） 120 500 

BSL-3検査室で扱うことが可能な病原体（種類） 1 4 

BSL-3 検査室で行う検査・試験（種類） 2 5 

季節性インフルエンザ検査数（件／年） 3,761（2011年） 5,000 

CBBTHでの研修受講者数（延べ人数） 0 100 

指標名（OBRD Aceh） 基準値（2012年） 目標値（2017年） 
〔事業完了 3年後〕 

PCR検査が実施できる病原体（種類） 0 2以上 
 

 

（2）定性的効果 

本協力対象事業実施により、以下に示す定性的効果が期待される。 

① アウトブレイク時において 24時間以内に疫学的対応ができるようになる。 

② 適切かつ安全な新興・再興感染症対策が策定される。 

③ 研究者の安全性、検査室から排出される汚染物への安全性が保証される。 
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資料１．調査団員・氏名 
 

＜準備調査時＞ 2012年 7月 16日 ～ 8月 12日 

 

No. 氏  名 担当分野 所 属 先 

1 牛尾 光宏 総括 独立行政法人 国際協力機構 
人間開発部 

2 田代 眞人 感染症対策 1 国立感染症研究所 
インフルエンザウイルス研究センター 

3 村上 仁 感染症対策 2 国立国際医療研究センター 
国際医療協力局 

4 小澤 真紀 計画管理 独立行政法人 国際協力機構 
資金協力支援部 

5 鈴木 誠 業務主任／機材計画 株式会社日 本設計メディカルコア 

6 岡田 有弘 検査室設備設計 株式会社 日本設計インターナショナル 

7 石川 修三 運営・維持管理計画 1 株式会社 日本設計 

8 染川 信行 運営・維持管理計画 2 株式会社 日本設計 

9 山本 容子 調達計画／積算 株式会社 フジタプランニング 

 
＜準備調査報告書(案)説明時＞ 2012年 10月 28日 ～ 11月 3日 

 
No. 氏  名 担当分野 所 属 先 

1 大岩 隆明 総括 独立行政法人 国際協力機構 
インドネシア事務所 

2 京口 美穂 計画管理 独立行政法人 国際協力機構 
人間開発部 

3 鈴木 誠 業務主任／機材計画 株式会社日 本設計メディカルコア 

4 石川 修三 運営・維持管理計画 1 株式会社 日本設計 

 



資料２．調査行程 
協力準備調査日程 

 

総 括 感染症対策1 感染症対策2 計画管理
業務主任/
機材計画

検査室設備

設計

運営・維持管

理計画1
運営・維持管

理計画2
調達計画/
積算

1 7月16日 (月)

2 17日 (火)

3 18日 (水)
成田発→

ジャカルタ着

4 19日 (木)

5 20日 (金)

6 21日 (土)

7 22日 (日)
成田発→

ジャカルタ着

8 23日 (月)

9 24日 (火) 官団員に同行

10 25日 (水) 官団員に同行

11 26日 (木) 資料整理
→ジャカルタ

着
官団員に同行

12 27日 (金) 資料整理 ジャカルタ 官団員に同行

13 28日 (土)

14 29日 (日)

15 30日 (月)

16 31日 (火)
NIHRDにて協

議

17 8月1日 (水)
NIHRDにて協

議､ジャカル

タ発→

成田発→

ジャカルタ着

18 2日 (木)
NIHRDにて協

議､団内打合

せ

NIHRD打合

せ､ジャカル

タ発→

→成田着
機材調達市場

調査

資料整備

20 4日 (土)
機材調達市場

調査

21 5日 (日) 資料整理

22 6日 (月)
機材調達市場

調査

23 7日 (火)
機材調達市場

調査

24 8日 (水)
機材調達市場

調査

25 9日 (木)
機材調達市場

調査

26 10日 (金)
機材調達市場

調査

27 11日 (土)
機材調達市場

調査､ジャカ

ルタ発→

28 12日 (日) →成田着

NIHRDにて協議･調査､

エイクマン研究所視察

　         調査団員

    月日

官団員 コンサルタント団員

成田発→ジャカルタ着

NIHRDにて協議

NIHRDにて協議･調査

NIHRDにて協議･調査

団内協議､資料整理

団内協議､資料整理

成田発→ジャカルタ着

夕刻 コンサルタントから調査の現状報告

NIHRDにて協議･調査､団内打合せ

夕刻 コンサルタントから調査の現状報告

保健大臣相談役表敬､CBBTH所長表敬､日本

大使館表敬､JICAインドネシア事務所協議
NIHRDにて協議･調査

エイクマン研究所視察､団内打合せ（ミニッツ案作成）
エイクマン研究所視察､

ミニッツ案作成

NHIRD総局長表敬､USAID表敬･協議､

WHO表敬･協議
NIHRDにて協議･調査

ジャカルタ発→スラバヤ着､

アイルランガ大学視察

スラバヤ発→ジャカルタ着､団内打合せ

資料整理､団内打合せ 資料整理､団内打合せ

ジャカルタ発→アチェ着､団内打合せ

OBRD Aceh表敬･協議､アチェ発→ジャカルタ着 OBRD Aceh調査､アチェ発→ジャカルタ着

ジャカルタ発→スラバヤ着､

アイルランガ大学視察

スラバヤ発→ジャカルタ着､

団内打合せ

ミニッツ案協議､団内打合せ
ミニッツ案協議､

団内打合せ

資料整理､保健省疾病対策環境保健総局長表敬､団内打合せ

19 3日 (金)
資料整理､大使館報告､ミニッツ署名､JICAインドネシア事務所報告

→成田着
機材調達市場

調査ジャカルタ発→

→成田着 資料整備

ジャカルタ発→アチェ着､

団内打合せ

OBRD Aceh調査

アチェ発→ジャカルタ着、

団内打合せ

NIHRDにて協議

NIHRDにて協議､テクニカル

メモランダム協議

テクニカルメモランダム署

名､JICA事務所報告

ジャカルタ発→

→成田着

 
 

 

 



協力準備調査報告書(案)説明日程 

 

総  括 計画管理 業務主任 /機材計画 運営・維持管理計画1

1 10月28日 (日)

2 29日 (月)

3 30日 (火) NIHRDにて協議

4 31日 (水)

5 11月1日 (木)

7 11月3日 (土)

成田発→ジャカルタ着

6 11月2日 (金)
ミニッツ署名、日本大使館報告

ジャカルタ発→

             調査団員

月日

官団員 コンサルタント団員

→成田着

協力準備調査報告書（案）説明・協議

協力準備調査報告書（案）協議、ソフトコンポーネント説明・協議、機材仕様書説明・協議

ミニッツ案協議

USAID関係者との協議、WHOとの協議

 
 

 



資料３．関係者（面会者）リスト 
 Name Title/Organization 

Indonesian side 

1 Ministry of Health   

 Dr. dr. Triono Soendoro, PhD. Senior Advisor to the Minister of Health for 
Protection Against Health Risk Factors 

  Prof. Tjandra Yoga Aditama, Sp. P(K), 
DTM&H 

Directorate General of Disease Control and 
Environment Health 

  Dr. H Andi Muhadir, MPH Director Surveillance, Immunization, quarantine and 
Matra Health  

  
Dr. Hari Santoso SKM, M.Epid Head Of Sub-directorate Surveillance & Outbreak 

Response, Center for Disease Control and Environment 
Health 

2 NIHRD/CBBTH   
  Dr. dr. Trihono, MSc Director General of NIHRD 

 Drs. Ondri Dwi Sampurno, MSi., Apt Director of Center for Biomedical and Basic Technology 
of Health 

 Dr. Vivi Lisdawati, MSi, Apt Head of Basic Technology of Health Division 
Head of CBBTH Laboratories 

 Dr. Vivi Setiawaty, MBiomed Chief of Virology Laboratory 
 Dr. Krisna Nur Andriana Pangesti, MS Head of Human Biomedical Sub Division 
 Dr. Ni Ketut Susilarini, MS Chief of BSL3 Laboratory 
 Ms. Ida Susanti. MSc Chief of Laboratory Administration and Facilities  
 Ms. Made Lely Suratri, MKes Head of Administration Division  
 Ms. Hana A. Pawestri, MSc Staff of Virology Lab – Biology Molecular Coordinator 
 Ms. Ririn Ramadhany Staff of Virology Lab  
 Budianto, ST Staff of BSL3 laboratory 
 Yacub Gunawan, AMD Staff of BSL3 laboratory 
 Dian Taufik Hidayat, AMD Staff of BSL3 laboratory 
 Sumiyanto, ST Staff of Lab Facility 
 Alwi Hasbullah, AMD Staff of Lab Equipment 
 Rohmatullah, Akbar, ST Staff of Lab Facility 
 Dwita Retnani, ST Staff of Lab Facility 
 Yuswanto, AMD Staff of Lab Equipment 

3 OBRD Aceh   

 Fahmi Ichwansyah, S. Kp.,MPH., HR. 
Dpl 

Head of Office 

 Paisal, MD, M. Biomed Staff of Laboratorium 
 Aya Yuriestia A., Bachelor in Science Staff of Laboratorium 
 Rosdiana Staff of Laboratorium 
 Sari Hanum Staff of Laboratorium 

4 WHO Indonesia   
 Khanchit Limpakarnjanarat, M.D., MPH Representative to Indonesia 

 Dr. Anand B Joshi Team Leader of Vector-BorneDisease Control, WHO 
Indonesia 

 Prof. Mohammad Sudomo Consultant for H5N1 Reserch 
 Dr. Graham Tallis Medical Officer, Disease Surveillance and Epidemiology 
 



 

 Name Title/Organization 
5 USAID/ CDC   

 
Mr. Benjamin Wohlauer Deputy Economic Counselor - Chief of Environment, 

Science & Technology, Health 
Embassy of the United States of America 

 Dr. Kendra Chittenden, pH.D Senior Diseases and Science Technology Advisor 
 Dr. Artha Camelia, MHA, MPH Emerging Infectious Diseases Specialist 
 Mr. Bambang Heryanto Health Office 
 Dr. Gina Samaan, PhD, MAppEpid Team Leader, Influenza Division - Indonesia 

6 Airlangga University Institute of Tropical Diseases  
 Dr. Chairul A. Nidom, DVM., MS Chairman Avian Influenza-Zoonosis Reserch Center 

 Prof. Nasronudin, M.D., Ph.D Chairman internist-Tropical Infectous Disease 
Consultant 

 Dr. Takako Utsumi, Ph.D. 
内海 孝子 

Assistant Professor Center for Infectious Diseases 
Kobe University Graduate School of Medicine 
神戸大学大学院医学研究科感染症センター 助教 

7 Eijkman Institute   
 Professor Herawati Sudoyo, MD., PhD Principal Investigator, Deputy Director 

Japan Side 

8 Embassy of Japan   

 Mr. Shigeru Ushio 
牛尾  滋 

Minister, Economic Section 
公使、経済担当 

  Mr. Taku Ohara 
大原  拓 

First Secretary, Economic Section 
一等書記官、経済担当 

9 JICA Indonesia Office   

  Mr. Motofumi Kohara 
小原 基文 

Chief Representative 
所長 

 Mr. Tomoyuki Tada 
多田 知幸 

Senior Representative 
次長 

 Mr. Takaaki Oiwa 
大岩 隆明 

Senior Representative 
次長 

  Ms. Tomoko Enoki 
榎木 とも子 

Project Formulation Advisor 
企画調整員 
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インドネシア国 

高病原性鳥インフルエンザおよび新興・再興感染症対策 

のための国立検査室強化計画準備調査 

 

 

ソフトコンポーネント計画書 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25年 3月 

（2013年） 

 

共同企業体 

㈱日本設計メディカルコア 

㈱日本設計インターナショナル 
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添付資料 1 技術支援要請表 

添付資料 2  ソフトコンポーネント概算事業費の内訳書 
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１．ソフトコンポーネントを計画する背景 

 

インドネシア国(以下「イ」国)保健省傘下にある国立保健研究開発研究所（以下 NIHRD）に

おいて、鳥インフルエンザ（AI）を含む新興・再興感染症の診断・研究を行うために欠かせな

いバイオセーフティレベル 3 検査室（以下 BSL-3 検査室）及び BSL-2 検査室の建物が、「イ」

国政府予算によって Center for Biomedical and Basic Technology for Health（以下 CBBTH）内に

2009 年に建設され、2010 年から実際に運用されている。しかしながら、これらの BSL-3 検査室・

BSL-2 検査室を稼働するために必要な機材が不足しているため、機材の整備が喫緊の課題とな

っており、機材の整備を行うことにより信頼性が高く、且つ迅速な診断を可能にさせることを

目的にしている。 

 

ソフトコンポーネントに係る要請内容を下記に整理した。 

(1)要請書における要請内容 

2010年 8月 6日付けの要請書によれば、若手研究者の人材育成への懸念が示されており、

NIHRD の計画でも日本の無償によるスタッフの知識、能力の向上への技術支援が必要とさ

れている。また、要請書のプロジェクト概要でソフトコンポーネントが要請されている。 

 

(2)現地で提出された要請内容 

協力準備調査中の 7 月 25 日に CBBTH のセンター長である Dr. Ondri から添付資料-1

の要請がなされた。その要請の概要は下記の通りである。 

表外に日本の専門家が NIHRD(CBBTH)に 2 年間滞在して、実験/検査の技術・システム

の指導、評価を行うことが要請されている。また、表の内容は下記の通りである。 

A. 研究者及びラボ技術者を対象とした技術支援 

a) ウイルス学実験/検査技術 

b) ウイルス学に係るデータ解析等(PCR のデータ解析技術)            ① 

c) 動物飼育技術 

d) バイオセーフティ及びバイオセキュリティ 

e) GLP 

f) 書類システムの構築を含む BSL-2/3 検査室の全般的運用         ② 

g) BSL-2/3 検査室検査技術に係る標準操作手順書（以下、SOP）の作成 

と必要な適格性検証(バリデーション)の実施 

B. エンジニアを対象とした技術支援 

h) BSL-3 検査室の維持管理に係るエンジニアの技術向上と関連書類の整備 

i) 機材の維持管理に係るエンジニアの技術向上と関連書類の整備     ③ 

j) 施設全体の維持管理に係るエンジニアの技術向上と関連書類の整備 

 

(3)これまでの検討結果 

CBBTH からの技術支援に係る要請は、広範囲に亘り、且つソフトコンポーネントでは明

らかに対応が困難と思われる項目が含まれていたので下記の様に整理した。 
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   【協議で合意されミニッツに記載された内容】 

① 日本人専門家の長期派遣及び要請表の項目 a)から c) (前頁 A の①)は一般的な検査技

術の向上であり他のドナーからの支援が期待できるので、本プロジェクトの技術支

援では検討対象外とする。 

② 要請表の項目 d)から g) (前頁 A の②)は、BSL-2/3 検査室の運用技術の向上に係る項

目であるので、検討の対象とする。 

③ 要請表の項目 h)から j) (前頁 B の③)は、BSL-2/3 検査室、機材、施設全体の維持管

理技術の向上に係るものであるので、検討の対象とする。 

 

   【帰国後の検討結果】 

上記②については、帰国後のリソースの調査を含め詳細の検討の結果、極めて特殊で専

門性が高くソフトコンポーネントでは対応が困難であることが判明したので、JICA が他

のスキームでの対応を検討することになった。 

 

また、協力準備調査で CBBTH の詳細の調査の結果、下記の状況が判明した。 

(1)BSL-2/3 検査室の運用技術；上記②に係る内容 

CBBTH の BSL-3 検査室は、運用を開始して約 2 年間であり運用に係る経験が不足してい

る状況と言える。現在は、全面的に外部委託することにより、何とか維持している状況と思

われる。本プロジェクトの直接の対象部門である BSL-3 実験室とウイルス室の責任者(両名

とも医師)は昨年海外で BSL-3 検査施設について短期間の研修を受けた経験があるが、現状

は必須書類の整備も不十分であり、独自に運用できるレベルには達していない状況と思われ

る。また、維持管理のための十分な予算が確保されており、今後も継続的長期的に確保され

ることが保証されるのであれば、シンガポールの認証会社(Basler & Hofmann)から施設(ハー

ド)に関する認証も受けており、施設の維持管理に関しては大きな問題は生じないと思われ

るが、金額の大きさから判断して持続性に疑問が残る状況である。 

一方、維持管理予算は BSL-3 検査室の施設（設備を含む）専用であり、必須書類の整備を

初め、CBBTH のスタッフが、バイオリスクプログラムを適切に実行する為の経費はこれま

でに確保されておらず、そしてハイリスクファシリティを運用できるか(ソフト)に関しては、

シンガポールの認証会社から書面で公式に懸念が示されている状況である。実際の記述内容

は下記の通りである。 

The Certifiers wish to express concern that they have no evidence whether sufficient and 

appropriate biorisk program has been implemented and adopted, and whether staff have not received 

adequate training to reach a skill and competence level to work safely and efficiently in such a 

high-risk facility. 

従って、CBBTH の直接対象部門の責任者を中心として、上位文書、バリデーションの実

施支援を含む SOP 等の必須書類の整備支援、バイオセーフティ関連諸室の全般的な運用技

術に係る技術支援を行うことが必要であることが判明した。しかしながら、前述の様にソフ

トコンポーネントでの対応は困難であるので、今後 JICA が技術協力プロジェクトでの対応

を検討する。 
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(2)BSL-2/3 検査室の施設、機材の維持管理技術；上記③に係る内容 

CBBTHの維持管理体制は、BSL-3検査室専従の技術者として空調/換気設備・給排水 2名、

電気 1 名 合計 3 名、CBBTH 全部門の機材の担当として機械 1 名、検査機材 1 名 合計 2 名、

施設全体の担当として責任者 1 名(実験機材、電気)、建物 2 名、電気 1 名 合計 4 名、総員 9

名の技術者によって実施されている。 

CBBTH の BSL-3 検査室（施設・設備）の維持管理は、前述の様に全面的に外部委託とな

っている。業務委託されているインドネシアの会社からテクニシャンが 2 名 CBBTH に常駐

し、BSL-3 検査室関連の日常業務をすべて実施している状況である。 

一方、CBBTH は BSL-3 検査室専従のエンジニア 3 名(大卒 30 歳、専門学校卒 31 歳 2 名)

を昨年 3 月に採用し、外部委託のマネージメントを含め管理技術の向上を目指しているが、

3 名とも社会人としての経験は 6～8 年程度はあるが、通常の建設工事、自動車メーカー、

電力会社のメンテナンスを担当したのみであり、BSL-3 検査室のみならず医療系施設の維持

管理の経験は皆無の状態である。しかしながら、現状では必須書類の整備を含め体系的な教

育訓練を受けられる状況にはない。 

また、検査機材の適切な維持管理に関しては USAID からも懸念を示されており、2 名の

スタッフは若く(専門学校卒 26 歳、31 歳)同様に昨年 3 月に採用されたばかりで、安心でき

るレベルには達していない（簡単な修理は行っているが分析機材等の修理は代理店などに依

頼している）。 

更に、BSL-3 検査室は施設全体から見れば一部であり、機材も含め電気、水等が適切に供

給されないと全く機能しないが、施設全体を担当している 4 名のエンジニアの内、3 名は若

く(専門学校卒 23～28 歳)同様に昨年 3 月に採用されたばかりで、知識及び経験が不足してい

る状況である。 

従って、高危険度の病原体を取扱う本施設に対してシンガポールの認証会社から懸念が示

されているように、CBBTH のスタッフには施設全体を含めた維持管理技術の向上が求めら

れている。 

 

 

２．ソフトコンポーネントの目標 

 

ソフトコンポーネントの目標は下記とする。 

 

CBBTHのBSL-2/3検査室施設、機材が国際基準(WHOガイドライン)に準拠した管理システムで維持管

理される。 

 

 

３．ソフトコンポーネントの成果 

 

ソフトコンポーネント完了時に達成されるべき成果は下記の通りである。 
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成果; 維持管理関連の書類、データが整備され、適切に運用されて、施設・機材の運転・維持管理技術

が向上する。 

 

 

４．成果達成度の確認方法 

 

ソフトコンポーネント完了時に達成されるべき成果の達成度を確認する項目は下表のとおり

である。 

 

項  目 確認方法 

成果 

(1) 維持管理に係る機器台帳、必要な運転･メンテナンスマニュアル、

日常保守点検記録書が整備、運用されていることを確認する。 
(2) BSL-3 検査室の空調/換気設備及び BSL-2/3 検査室の安全キャビネ

ットの運転及び操作の SOP が作成され、運用されていることを確

認する。 
(3) 高危険度病原体の取扱いに直接係る空調/換気設備、安全キャビネ

ットの性能を確認、保証するためのバリデーション*1が実施され合

格していることを確認する。 
(4) バリデーション及び日常保守点検記録に係るデータ管理マニュア

ルが作成され運用されていることを確認する。 
(5) 維持管理に必要な消耗品、予備品の管理システムが構築され運用さ

れていることを確認する。 
  *1：バリデーション；Validation 適格性検証。工程や方法を科学的根拠、妥当性をもって設計し、それが初期の目

的どおり機能していることをシスティマスティックに検証し、文書化すること。GMP(Good Manufacturing 

Practices；適正医薬品製造基準)では、設計時適格性検証(Design Qualification; DQ)、据付時適格性検証

(Installation Qualification; IQ)、運転時適格性検証(Operational Qualification; OQ)、稼動時適格性検証

(Performance Qualification; PQ)、製造工程適格性検証(Process Validation; PV)の５段階で構成される。しかし

ながら、今回は GMP の適用は無いので、実際に実負荷を掛けて検証する PQ のみを実施する。但し、詳細の

計画策定に関しては、感染症研究所の指導を受ける。 
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５．ソフトコンポーネントの活動（投入計画） 

 

  成果に対応する活動計画は下表の通りである。 

 

成果 活動計画 指導対象者 

維持管理関連

の書類、データ

が整備され、適

切に運用され

て、施設・機材

の運転・維持管

理技術が向上

する。 

1 

施設・機材の維持管理に係る機器台

帳、操作・維持管理マニュアル等の

書類を整備し、運用の指導を行う。 

CBBTHの維持管理要員 9名

全員 

2 

空調/換気設備、安全キャビネット等

の運転・操作、メンテナンス方法、

バリデーション/キャリブレーショ

ン(測定器、計器の精度の適正化)に

関する SOP を整備し、実際にバリデ

ーションの技術指導を行う。 

CBBTHのBSL-3検査室専従

維持管理要員 3 名を対象。

但し、要員のバックアップ

体制を考慮して他の担当の

技師(機材及び電気担当の 4

名)にも同等の指導を行う。 

3 

測定の結果を適切に記録、分析し、

トレンド作成等の技術指導を実施

して、データ管理マニュアルを作成

する。 

同上 

4 
消耗品、予備品の在庫管理の技術指

導を実施する。 

維持管理要員 9 名全員 

 

 

技術指導を実施するコンサルタントの構成と構成理由は下記とする。 

①空調/換気設備・衛生/給排水設備・電気設備/検査機材の設計、維持管理及びバリデーショ

ンに係る知識と指導の経験を有する本邦コンサルタント；3 名 

本ソフトコンポーネントは、JICA の過去の実績から判断して、例えば、JICA の技術協

力プロジェクト(以下 技プロ)である「ベトナム国立衛生疫学研究所(NIHE)能力強化計画

プロジェクト」のバリデーションの指導などでは、国立感染症研究所及び他の機関の複数

の専門家が指導した内容、レベルであるので、担当コンサルタントには担当分野に係る高

いレベルの知識と経験が求められる。従って、専門分野の兼務は技術的に対応不可である

ので、それぞれの専門分野から 1 名ずつ合計 3 名(下記の A, B, C の 3 名)が必要となる。 

尚、本件を高い専門性を要求される一つの技術移転プロジェクトと捉え、短期間に成果

を出す為に過去に技プロの専門家の経験または BSL-3 検査室に係る運転操作/維持管理に

係るソフトコンポーネントの指導の経験を有するものを選任する。 

A;ソフトコンポーネント担当責任者(2 号級) 

・ ソフトコンポーネント実施の責任者(ソフトコンポーネントプロジェクトマネージ

ャー)としてプロジェクト全体のマネジメントを行う。特に、JICA、国立感染症研究

所等の国内関係機関への報告、連絡、相談の窓口及びカウンターパートである

CBBTH の窓口となり、プロジェクトを効率的に推進する。 
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・ 過去の技プロの専門家としての経験を踏まえ、文書化及びバリデーション実施に係

る内容に関してコンサルタントチーム内のとりまとめを行う。 

・ 維持管理システムの文書化に係る指導の計画策定及び現場での指導、とりまとめを

行う。 

・ 現地でのバリデーション実施に関する CBBTH との調整ととりまとめを行う。 

・ 電気設備及び検査機材に係る運転操作/維持管理に係る計画書の作成、教材の作成及

び現場での指導を行う。 

・ 在庫管理に係る計画書の作成、教材の作成、現場での理論及び実務の指導を行う。 

B;空調/換気設備担当(3 号級) 

・ 空調/換気設備、安全キャビネットの運転操作/維持管理及びバリデーションに係る

理論及び基本技術に係る計画書の作成、教材の作成及び現場での指導を行う。 

・ 文書化の指導に係る教材の作成及び現場での指導を行う。 

・ データ分析及びデータ管理マニュアル作成に係る教材の作成及び現場での指導を行

う。 

C;衛生/給排水設備担当(3 号級) 

・ 汚染排水処理システム、オートクレーブの運転操作/維持管理及び滅菌のバリデーシ

ョンに係る計画書の作成、教材の作成及び現場での指導を行う。 

・ その他衛生/給排水設備の運転操作/維持管理に係る計画書の作成、教材の作成及び

現場での指導を行う。 

・ 文書化の指導に係る教材の作成及び現場での指導を行う。 

・ 在庫管理指導のソフトの作成と指導の支援を行う。 

・ データ分析及びデータ管理マニュアル作成に係る教材の作成及び現場での指導を行

う。 

②空調/換気設備、安全キャビネットのバリデーション実務指導の経験を有する本邦コンサ

ルタント(外部補強)；2 名 

  空調/換気設備と安全キャビネットのバリデーションに関しては、無償で供与されるバ

リデーション機材を使って現地で座学及び技術移転に必須の実機を使って実際に HEPA

フィルターの交換作業とバリデーションの実習を指導する。空調/換気設備と安全キャビ

ネットは基本技術は同じであるが、実際の運用としてはそれぞれ空調/換気設備技術と機

材技術に分かれており別々の技術者が担当するのが一般的であるので 2 名の派遣が必要

である。また、空調/換気設備技術に関しては、測定部側と測定器側または測定室内と測

定室外の 2 名がペアになって指導する必要があるので空調/換気設備技術者 2 名の派遣が

必要である。 

従って、一般的には最低 3 名の派遣が必要ではあるが、今回は経費削減の観点から、主

として空調/換気設備担当の 1 名と、主として安全キャビネット担当の 1 名 合計 2 名のみ

の派遣を計画し、空調/換気設備に関しては基本技術が同じである主として安全キャビネ

ット担当の支援を受けながら実施する。 

D;主として空調/換気設備のバリデーション実習担当(3 号級) 

 E;主として安全キャビネットのバリデーション実習担当(3 号級) 
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③ローカルエンジニア；1 名(空調/換気設備・給排水に係る知識と経験を有し、若干のバリ

デーションに係る知識を有するエンジニア、ローカルの会社との契約ベースを想定) 

 (P.9 の 6 項を参照のこと。） 

④通訳、翻訳(原則は英語-インドネシア語)；本邦コンサルタントの現地滞在中の通訳業務も

担当するが、主たる業務は文書化に対応する翻訳業務となる。 

 

尚、国内及び現地で作成する SOP、各種教材、計画書、報告書、バリデーション関連書類を

含む必須の書類の翻訳費を本計画の中に含むことが必須である。 

 

具体的な業務の内容と想定スケジュールは下記の通りである。添付資料-2 を参照のこと。 

① 2013 年 6 月；国内業務 (A;4 日、B;4 日、C;4 日 合計 12 人日)  

・「イ」国側が現に所有する膨大な各種文書、設計図書、仕様書、各種マニュアル類等の

読み込み、分析、解析などの事前準備 

 ・ソフトコンポーネント実施計画書(案)の作成 

 ・SOP の作成の為のサンプル教材の作成 

② 2013 年 7 月；現地業務 (A;7 日、B;7 日、C;7 日 合計 21 人日) →第 1 回目派遣 

・CBBTH 及びスタッフの最新状況の詳細調査、ソフトコンポーネント実施計画書(案)の

協議、合意、発行 

・「イ」国側実施体制構築に係るアドバイス、支援など 

・コンサルタント不在時でもカウンターパートが継続的に研修(自習)が出来る体制の確立 

・SOP 等の文書化の作成指導 

・ローカルエンジニアの採用と業務内容の指導 

・専門分野ごとに若干の過不足があるが、3 名が協力して全体としての成果を出す。 

③ 2013 年 8-9 月；国内業務 (A;8 日、B;8 日、C;8 日 合計 24 人日)  

 ・建物、空調/換気設備、衛生/給排水設備、電気設備、機材等の教材の作成 

 ・効果的な研修方法の詳細検討、「イ」国側との事前調整など 

 ・在庫管理に係るソフト及び教材作成 

④ 2013 年 10 月；現地指導 (A;11 日、B;11 日、C;11 日 合計 33 人日) →第 2 回目派遣 

 ・オリエンテーション 

 ・全体講習会を開催し、文書化及びバリデーションの概念を指導する。 

 ・各専門分野別研修、指導の実施など 

・専門分野ごとに若干の過不足があるが、3 名が協力して全体としての成果を出す。 

⑤ 2013 年 11 月；国内業務 (A;4 日、B;4 日、C;4 日 合計 12 人日)  

・進捗状況の分析、評価、対応策の策定、現地指示など 

・継続指導計画の作成及び必要な追加教材等の作成 

・キャリブレーションに係る教材作成と CBBTH との調整 

・バリデーションに必要な資機材リストの作成、国内からの在庫指導 

・進捗報告書の作成、提出 

⑥ 2013 年 12 月-2014 年 1 月；国内業務 (A;4 日、D;4 日、E;4 日 合計 12 人日)  

・バリデーション実施計画書(案)の作成 
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 ・バリデーション記録書、報告書(案)の作成 

 ・具体的指導方法の検討 

 ・在庫資機材の確認、キャリブレーションの実施状況等「イ」国側との事前調整 

⑦ 2014 年 2 月；現地指導 (A;11 日、D;11 日、E;11 日 合計 33 人日) →第 3 回目派遣 

・キャリブレーション実施結果の評価指導 

・バリデーションに関する基礎理論の講習会の開催 

・バリデーション実施計画書作成指導、完成 

・記録方法、報告書作成方法指導 

 ・必要資機材の確認指導 

 ・バリデーション機器の取扱い説明、実施指導 

 ・バリデーションの実施、記録、データ分析などの指導 

 ・文書化指導 

⑧ 2014 年 3 月；国内業務 (A;4 日、B;4 日 合計 8 人日)  

・進捗評価、分析、対応策の立案、必要な追加教材の作成 

・データ管理に係る教材作成 

・在庫管理に係る追加教材作成 

・「イ」国側との事前調整、完了報告書案の作成 

⑨ 2014 年 4 月；現地指導 (A;11 日、B;11 日 合計 22 人日) →第 4 回目派遣 

・全般に亘る不足分、必要追加分に係るフォローアップ指導 

・「イ」国側からの完了報告書受領のための各種報告書作成、CBBTH への報告等 

・日本大使館、JICA インドネシア事務所、必要な国連機関への報告等 

⑩ 2014 年 5 月；国内業務 (A;4 日、B;4 日 合計 8 人日) 

・総合評価、分析 

・最終報告書の作成、提出 

 

 

６．ソフトコンポーネントの実施リソースの調達方法 

 

バリデーション/キャリブレーションの実施指導に関しては、極めて特殊な実務経験が要求

されるので、国内のバリデーションの専門家の協力を得ることにする。 

更に、技術移転をスムーズに進めるために、本プロジェクトの中核技術(封じ込め技術)であ

る空調/換気設備の知識、経験を有するローカルエンジニアを 1 名派遣ベースで契約し、本邦

コンサルタント不在時のカウンターパートからの質問の取次ぎ、本邦コンサルタントからの指

示内容のカウンターパートへの指導、日々の専門分野の進捗状況及びカウンターパートの活動

状況のチェックと本邦コンサルタントへの報告、また、本邦コンサルタントの現地滞在中は指

導の補助を行うものとする。また、CBBTH との連絡、調整、事務連絡、ローカル事情･情報の

提供及び本邦コンサルタント現地滞在中の事務的な支援等も行う。 
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７．ソフトコンポーネントの実施工程と実施方法 

 
1) 実施工程表 

2013 年 6 月から 2014 年 5 月までの 1 年間で実施する。ソフトコンポーネントを行う本

邦コンサルタントは、下記のソフトコンポーネント実施工程表をベースに全体の枠組みを

変えないで、CBBTH との合意に基づきより詳細の指導・協力内容と実施スケジュール表を

策定する。 

 

ソフトコンポーネント実施工程表 

 

 
 

2)ソフトコンポーネント実施の基本方針 

 ソフトコンポーネント実施の基本方針は、下記の内容とする。 

① 実施に当たっては、ローカルエンジニアの活用を図り、高度で専門的な内容を含む

CBBTH の活動内容、進捗状況の常時モニタリングと日本からのタイムリーなアドバイ

スが出来る体制を作ることとする。また、必要に応じて通訳・翻訳機能等本邦コンサル

タントの現地指導の支援を行う。 

② すべての指導、研修、講習等は記録に残す。また、ビデオでの撮影が可能なものはすべ

て記録に残し、その後のフォローアップ指導に活用する。 

 

3)ソフトコンポーネントの実施方法 

日本側は、コンサルタント契約認証後に国内準備を開始し、準備が出来次第現地詳細調

査を実施し、CBBTH と詳細の協議を行いソフトコンポーネント実施計画書を作成し、イ

6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

実施設計段階

機材調達工程

報告書

実施計画書作成、協議
4日x3人 7日x3人

教材作成
4日x3人 4日x3人

現地指導
11日x3人

分析、評価、報告書
4日x3人

バリデーション指導
2日x3人 2日x3人 11日x3人

継続指導/報告書等
4日x2人 11日x2人 4日x2人

ローカルエンジニア
22日 22日 22日 22日 8日 8日 8日 15日 8日 15日 4日

【注記】 ；国内業務 ；現地業務 ；報告書提出

成果 業務内容

維

持

管

理

技

術

向

上

2013 2014

公示
入札

契約

発注、製作

引渡

輸送
搬入、据付

完了報告書進捗報告書

第1回目派遣

第2回目派遣

第3回目派遣

第4回目派遣
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ンドネシア側と合意する。 

また、現地での技術指導実施に当たっては、CBBTH にあるバイオリスク委員会を本プ

ロジェクトの CBBTH 側のプロジェクトマネジメントオフィスとして位置づけ、本プロジ

ェクトの責任者を再確認し、本邦コンサルタントとの綿密な連携、コミュニケーションを

図る。また、実際の業務の周知徹底、教育訓練、活動状況のモニタリング、評価、必要な

対策の立案、徹底を図るために各部署のスタッフから構成されるバイオリスク委員会の活

動の規定に本プロジェクトを含め、効率的に活動することが本プロジェクトの成功の鍵と

思われる。 

一方、日本側は CBBTH のスタッフのレベルに適合する教材を作成し、必要な分野、数

の本邦コンサルタントを計画的に現地に派遣して現地での研修･実習を行い、必要な運用、

維持管理技術の移転を図る。 

尚、本邦コンサルタントは、ソフトコンポーネント開始後は連続的、継続的に国内から

のフォローアップ(モニタリングとローカルエンジニアを通じた指導等)を実施する。 

また、完了時には、インドネシア側の完了証明書を受領する。JICA 本部に対しては、

2014年 3月末(予定)にソフトコンポーネント完了報告書を提出してすべての業務が終わり

となる。 

 

具体的内容を下記に示す。 

CBBTH は BSL-2/3 検査室の施設、機材の維持管理に最低限必要な人材は昨年 3 月に確

保している状況である。従って、コンサルタント契約認証後再度詳細現状調査を行い、最

新の書類の整備状況、スタッフの能力向上状況等を把握し、より詳細のソフトコンポーネ

ント実施計画書を作成する。最初は文書システムの整備の指導から開始して、順次専門分

野への指導へと移行して行く。本プロジェクトは、BSL-3 検査室に係る空調/換気設備の封

じ込め技術の指導がメインとなるので、空調/換気設備及び安全キャビネットの HEPA フ

ィルターの更新と更新後の適格性検証(バリデーション)を含めこの分野の基礎技術から指

導を開始する。その後、維持管理に係る新規に調達されるバリデーション機材が CBBTH

に到着する時期に実際にその機材を使った現地指導を行う。 

研究検査機材、建物、衛生/給排水設備、電気設備に関しても上記に準じて指導を実施

する。 

また、主たる対象室である CBBTH のウイルス室その他関連する部門に勤務するエンド

ユーザー全員に対しても、施設、機器の適切な利用、操作の観点からスタッフの能力を高

めるための講習会等の研修を実施する。 

尚、前項と同様に知識の習得は一過性であり、実践力をつけるには継続的なフォロー

アップを行うことが必須であり、結果としてCBBTHのスタッフの技術の定着につながる。

従って、可能な範囲でフォローアップを実施する。 

 

ソフトコンポーネント実施のフローチャートを次ページに示す。 
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ソフトコンポーネント実施のフローチャート 

 

 
最新状況詳細再調査 

・各種関連書類整備状況詳細確認 

・バイオセーフティ/GLP/空調技術などに関する理解度 

・研修計画、予算等 

具体的支援内容協議 

特殊施設を機能させる為に必要な体制、能力レベルの設定 

バイオリスク委員会の規定改定など受入側の準備 

スタッフへのオリエンテーション 

教材の作成 

国内作業 

ON THE JOB トレーニング 

（座学、サイトでの実習等） 

関連スタッフ全員を対象と

した講習会等 

への研修 

各種書類の作成、基礎技術の習得 

ON THE JOB トレーニング 

（座学、サイトでの実習等） 

バリデーション実施等実務習得 

フォローアップ指導 

完了証明書、成果品の整備/提出 

国内からのフォローアップ 

国内からのフォローアップ 

・詳細実施計画書の作成、合意 

・CBBTH 側の受入体制の確立 
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８．ソフトコンポーネントの成果品 

  ソフトコンポーネントの主要な成果品は下表の通りである。 

 

成 果 成  果  品 

維持管理技術の

向上 

(1) ソフトコンポーネント実施計画書 
(2) 機器台帳、操作･維持管理マニュアル類 
(3) 日常保守点検マニュアル、記録 
(4) 空調/換気設備及び安全キャビネットの操作・メンテナンス SOP、バ

リデーション/キャリブレーション実施計画書、報告書 
(5) 在庫管理システム 
(6) データ管理マニュアル 
(7) その他指導教材、指導記録、映像記録等 
(8) ソフトコンポーネント進捗報告書、完了報告書 

 

 

９．ソフトコンポーネントの概略事業費 

 

ソフトコンポーネント費の全体概算金額は、下表の如く 22.2 百万円（添付資料 2 参照）で

ある。（現地再委託費はない） 

 

１０．相手国側の責務 

 

本ソフトコンポーネントは、「イ」国側の BSL-2/3 検査室の維持管理能力を向上させ、安全性

及び持続性を確保するために実施される。 

従って、各指導は可能な限り「イ」国側の自発的な活動を促す手法をとる必要があるので、

CBBTH のトップマネジメント層の理解と協力が必須である。特に CBBTH が有しているソフト

コンポーネントの実施に不可欠なすべての情報の開示及び既存の BSL-3 検査室施設の設計を担

当し、メンテナンスを行っているインドネシアの民間会社(再委託されているシンガポールの会

社を含む)からの情報提供、協力も必須である。 

 

具体的な進め方として、本邦コンサルタントと綿密な連携、コミュニケーションを図りなが

ら、CBBTH のバイオリスク委員会を核として進めるので、プロジェクト実施体制の確立を最初

に行うことが必須である。 

その上で、CBBTH のウイルス室長及び BSL-3 検査室長が全体の運用、維持管理に対する重

要性を十分に理解し、本邦コンサルタントの指導内容に関しても率先して理解してスタッフに

指導する必要がある。また、安全性確保のためには BSL-2/3 検査室に係る研究者、技術者、メ

ンテナンススタッフ全員が新たに構築されるシステムを理解して着実に実行、実践して行くこ

とが必須である 

また、技術を移転され能力が向上したスタッフが、長期的にモチベーションを維持し離職し

ないような施策を CBBTH が講じることが必要である。 

尚、本技術指導の完了後においても高度で複雑なメンテナンス業務は外部専門業者への委託

が必須であるので、引き続き、必要な外部委託費の確保を行う必要がある。 
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また、バリデーションの実施前にはセンサー類のキャリブレーションを実施する必要があり、

基本的にはキャリブレーションは「イ」国側の予算で実施するので、事前に予算の確保が必要

である。また、バリデーションの実施には多くの予備品、消耗品等が必要であり、必要品目リ

ストの作成等の支援は行うものの、調達費用はソフトコンポーネントでは対応出来ないため「イ」

国側の負担となる。 

 

その他として、インターネット、電話、コピー、冷房等を備えた本邦コンサルタント用の小

さいオフィスを CBBTH 内に無償で提供してもらうことが必要である。 

 

 

１１．現状の課題 

 

現時点での課題は下記の通りである。 

 

(1) 現時点では CBBTH の情報開示が十分とは言えず、ソフトコンポーネントを実施する場合

は、CBBTH が既に有する関連する文書、図面･仕様書類の開示が必須であるので、ドラ

フト説明時に書面での承諾を取り付けることが必要である。 

BSL-2/3 検査室に係る建築、空調/換気設備、衛生/給排水設備、電気設備、安全キャビネ

ット及びオートクレーブについて以下の図書の開示が必要である。 

1) CBBTH が独自に作成した各種規定、規則、基準、指針等 

2) SOP リストと関連する SOP 一式 

3) 基本及び詳細設計図、完成図(As Built Drawings)、完成写真 

4) 技術仕様書 

5) 製作図 

6) 操作及びメンテナンスマニュアル類一式 

7) 認証会社の認証内容詳細資料 

8) バイオリスク委員会の議事録等の活動記録 

9) その他 BSL-3 検査室関連書類 

(2) また、封じ込め技術の根幹をなす BSL-3 検査室の排気設備が設置されている天井裏等の

本邦コンサルタントに対し立ち入りが制限されている場所があるので、合わせて CBBTH

側に協力を求めたい。 

 





 

 

 

添付資料 2 ソフトコンポーネント費積算の内訳費 

   

項  目 金  額(千円) 

（1）直接経費 8,383 

（2）直接人件費 6,049 

（3）間接費 7,743 

合計 22,175 

  注）現地再委託費はない 

 



資料６．収集資料リスト 

番号 書類名 形態 オリジナル／コピー 言語 発行機関（収集先） 発行日 

1. 

ORGANIZATION AND 
ADMINISTRATION OF TECHNICAL 
IMPLEMENTER UNIT AT THE FIELD 
OF RESERCH AND DEVELOPMENT 
ON BIOMEDICAL 

印刷 ハードコピー 英語 MOH 
INDONESIA 2011年 11月 

2. 
PROFILE BIOMEDICAL CENTRAL 
AND BASIC HEALTH TECHNOLOGIES 
2011 

印刷 ハードコピー 英語 MOH 
INDONESIA 2011年 

3. 

FINAL REPORT 
THE 5TH STRENGTHEN AND 
REFRESHER TRAINING OF AVIAN 
INFLUENZA LABORATORY 
NETWORK AND EWARS 
LABORATORIES IN 
MAKASSAR-SOUTH SULAWESI AND 
MEDAN-NORTH SUMATRA, 
INDONESIA APRIL – MAY 2012 

印刷 ハードコピー 英語 NIHRD 2012年 5月 

4. 

FINAL REPORT 
THE 4TH STRENGTHEN AND 
REFRESHER TRAINING OF AVIAN 
INFLUENZA LABORATORY IN 
INDONESIA JUNE 2011 

印刷 ハードコピー 英語 NIHRD 2011年 10 月 

5. 
GUIDELINES FOR COLLECTION AND 
TRANSPORT OF AVIAN INFLUENZA 
SPECIMENS 

印刷 ハードコピー 英語 CBBTH 2010年 

6. NIHRDエンジニアリング部門スタッフ
リスト(A4x3枚) 印刷 ハードコピー 英語 NIHRD 7月 25日 

7. バイオセイフティ規則(A4) 印刷 ハードコピー 英語 アイルランガ大

学(神戸大学) 7月 26日 

8. バイオセイフティ指針(A4) 印刷 ハードコピー 英語 アイルランガ大

学(神戸大学) 7月 26日 

9. List of Certificate Receivers BSL3 Short 
Course 印刷 ハードコピー 英語 アイルランガ大

学(神戸大学) 2008年 4月 

10. BSL3 Short Course Record 印刷 ハードコピー 英語 アイルランガ大

学(神戸大学) 2008年 4月 

11. 

DRAFT PROGRAM DESIGN 
DOCUMENT Australia Indonesia 
Partnership for Emerging Infectious 
Diseases 

印刷 ハードコピー 英語 AusAID 2009年 12月 

12. 

Human Health Program 2011-2014 
Six Monthly Progress Report 
Australia Indonesia Partnership for 
Emerging Infectious Diseases 

印刷 ハードコピー 英語 AusAID 2012 年 1 月
～6月 

13. SOP(2冊) 製本 ハードコピー イ語 アイルランガ大

学アニマルラボ 7月 26日 

14. 質疑回答(アチェラボ) 印刷 ハードコピー 英語 NIHRD アチェ

ラボ 7月 30日 
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